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自治体職員のための政策情報誌［プラクティス］

【リレーインタビュー】 
栗山町のショールームを目標に
カフェとゲストハウスを開業
─合同会社オフィスくりおこ
【特別インタビュー】 
胆振東部地震から1年─見えてきた課題と次への備え
─根本昌宏 

日本赤十字北海道看護大学看護薬理学領域教授 災害対策教育センター長
　　岡田　弘 

北海道大学名誉教授 特定非営利活動法人環境防災総合政策研究機構理事

【提言】 

情熱を起業に向かわせるプログラム
地方創生は人集めと人づくりから
─三品幸広 帯広信用金庫営業推進部経営コンサルティング室長
【実例】 

地域でベンチャー企業を目指せ
ビズカフェで起業意欲を育てる
─旭川産業創業プラザ



地域にないもの×地域にしかないもの＝まちの元気に
　「ベンチャー（Ｖｅｎｔｕｒｅ）」とは何か。新しく事業を興す「起業」に加えて、既
存の企業であっても、新たな事業へ果敢に挑戦することを包含する概念─とされる。

　国内では1972年に第1次ベンチャーブームが巻き起こったが、翌年の石油
ショックで終焉を迎えた。82 年に始まった第2次ブームでは、流通・サービス業を中
心に多くの有力企業が産声を上げた。93 年に始まった第3次ブームでは、バブル崩
壊による経済停滞の中、IT関連を中心に多くのベンチャー企業が誕生した。

　そして現在─。失われた 20 年と呼ばれる経済低迷を打開する原動力としてベン
チャーの存在感が増している。活躍の場は都市だけではない。存立の基盤が揺らぐ地
方を舞台に、巨額の資金や先端技術ではなく、独創的なアイデアや埋もれた資源を武
器として、地域活性化の隘路に切り込む地方発のベンチャーが注目されている。

　「地方にないもの」と「地方にしかないもの」を結び付けることで、新たなビジネ
スを生み出し、外貨と仕事をもたらす。地域で芽吹いた挑戦は、過疎・高齢化で疲弊
するマチに意識や価値観の変革をもたらし、失われた自信を取り戻すことにつながる。 
　多様なベンチャーを育てる文化を北海道の大地にも根付かせていきたい。

表紙
・�町の若者が集う「くりと
くら」（栗山町）

写真（上左から）
・�海に生きる（乙部町）
・�エゾシカの利活用は全道
の課題に（斜里町）
・�サイクルツーリズムを活
力に（鶴居村）
・�道の駅は地域を知る窓口
（安平町）
・�再起の春─。ローカルベ
ンチャーを災害復興の力
にしたい（厚真町）
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08  実例　Part ●2　映像の力で切り開く未来 ─道東テレビの飛躍と挑戦　〈株式会社道東テレビ（津別町）〉
10  実例　Part ●3　 士幌町の魅力がいっぱい！ ─女性農業者の感性が光る道の駅

〈株式会社at ＬＯＣＡＬ（士幌町）〉

12  実例　Part ●4　世界水準のサイクリング環境を ─自転車と泊まれるホテルを実現　〈有限会社泰都（鶴居村）〉
14  実例　Part ●5　あなたの起業を支援します ─ローカルベンチャーが拓く未来　〈岡山県西粟倉村〉

 【リレーインタビュー】ここで働く ここで生きる 地域おこし協力隊員のいま
16 ●1   栗山町のショールームを目標に　カフェとゲストハウスを開業

─合同会社オフィスくりおこ　石井　翔馬さん　高橋　毅さん
18 ●2  東京から初山別へ─　地域の課題をビジネスで解決　─   一般社団法人マッチワークス　代表理事　佐古　大さん
20 ●3   生産者と消費者の相互扶助を　57 歳で挑んだ米粉製品の開発

─ニセコフードコミッション企業組合　理事長　齋藤　行哉さん
22 ●4   エゾシカ皮革に込めた思い　狩猟を生業に北海道で暮らす

─ＥＺＯ ＬＥＡＴＨＥＲ ＷＯＲＫＳ　代表　長谷　耕平さん

 【特別インタビュー】胆振東部地震から１年 ─見えてきた課題と次への備え
24 ●1   避難生活の質的向上を図る　─日本赤十字北海道看護大学看護薬理学領域教授　災害対策教育センター長　根本　昌宏氏
27 ●2   防災文化の創造を目指して　─北海道大学名誉教授　特定非営利活動法人環境防災総合政策研究機構理事　岡田　弘氏
30 ［NEWS TOPIC］　北海道を「自動走行」実証試験の拠点に

市町村の重点政策
32 ●1  君は「青の洞窟」を見たか？　心揺さぶる絶景と食材でおもてなし　〈福島町〉
36 ●2  島の全てが学び舎です　まなびじま奥尻プロジェクト　〈奥尻町〉
40 ●3  交流から移住・定住へ　〝１０００人が笑う村〟の挑戦　〈宮崎県西米良村〉
44  ［研究者コラム］　 氷の冷熱を利用したアイスシェルター　

─帯広畜産大学環境農学研究部門農業環境工学分野准教授　木村　賢人氏

46  ［健康コラム］　体の水　─札幌医科大学教授　當瀬　規嗣氏
48 野菜ソムリエのベジフルランド 北海道!! 見てよし！食べてよし！「すももの里・更別村」編

─野菜ソムリエ上級Pro・北海道６次産業化プランナー　萬谷　利久子氏

50  ［弁護士コラム］　 町の宣伝動画と知的財産権侵害　─弁護士　佐々木　泉顕氏
52  ［市町村の動き］　 江別市／新十津川町／古平町／伊達市／長万部町／厚沢部町／士別市／遠別町／礼文町／北見市／釧路町／標津町
58  ［協会 Information］　  〈協会設立 40 周年記念〉２０１９年北海道市町村長交流セミナー

令和元年度市町村職員政策研修会のご案内／ハロウィンジャンボ宝くじ発売のご案内
［市町村職員フォトグラフ］　この大地に生きて　─ 乙部町教育委員会事務局長　 西田　卓見さん

提言

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。
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ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
何
件
の
事
業
化

構
想
が
出
て
く
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
す
ぐ
起

業
で
き
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
十
勝
シ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
株

式
会
社
（
帯
広
市
）
が
、
4
月
に
市
内
で

運
行
を
始
め
た
「
馬
車
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
は
、
5

年
前
に
構
想
し
た
、
帯
広
空
港
と
帯
広
の

市
街
地
を
馬
車
で
結
ぶ
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
原
型
で
す
。
実
現
に
は
多
く
の
ハ
ー
ド

ル
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
最
終

的
に
市
街
地
中
心
部
を
周
回
す
る
コ
ー
ス

で
、
観
光
客
を
乗
せ
た
馬
車
を
ば
ん
馬
が

引
く
ス
タ
イ
ル
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
立
ち
上
げ
た
人
は
馬
が
大

好
き
で
す
。
そ
の
思
い
は
一
貫
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
事
業
化
に
こ
ぎ
着
け
た
人

た
ち
を
見
て
い
る
と
「
強
烈
に
○
○
が
好

き
だ
」
と
か
「
○
○
に
強
烈
な
問
題
意
識

を
持
ち
、
最
後
ま
で
突
っ
走
る
」
と
い
う

人
た
ち
が
多
い
で
す
ね
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
参
加
者
に
自
分
の
内
面
に
あ
る
思
い

を
吐
き
出
さ
せ
て
、
意
識
と
し
て
植
え
付

け
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

■
市
町
村
は
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

　

こ
の
取
組
の
特
徴
の
一
つ
に
、
複
数
の

機
関
が
横
断
的
に
事
務
局
を
運
営
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
帯
広
信
金
、
北
洋

銀
行
、
北
海
道
銀
行
、
と
か
ち
財
団
、
十

勝
管
内
19
市
町
村
の
ほ
か
、
野
村
総
合
研

究
所
、
道
内
の
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
2
社

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
各
機
関
の
得
意
あ

る
い
は
不
得
意
と
す
る
分
野
を
補
完
し
合

い
な
が
ら
、
円
滑
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
金
融
機
関
の
直
接

の
出
番
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
後
半
の
事
業
計
画
を
考
え
る
段
階

で
、
資
金
面
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
の
機
会
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
市

町
村
の
役
割
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
毎
回
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
皆
さ
ん
も
数
多
く
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
市
町
村
は
面
白
い
ア
イ
デ

ア
を
持
つ
人
た
ち
を
集
め
る
こ
と
が
得
意

で
す
。
正
直
に
言
う
と
金
融
機
関
は
、
こ

う
し
た
人
た
ち
と
の
接
点
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
起
業
に
意
欲
の
あ
る
人
を
集

め
る
に
は
、
市
町
村
の
広
範
な
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
カ
ギ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
皆
さ
ん
に
注
文
を
付
け
る
と

す
れ
ば
、
自
ら
「
限
界
」
を
作
っ
て
ほ
し

く
な
い
と
い
う
点
で
す
。
地
方
創
生
の
流

れ
が
加
速
す
る
中
で
、
市
町
村
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
進
め
て
い
る
取
組
も

そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
単
独

で
動
い
て
い
る
だ
け
で
は
成
果
を
上
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
市
町
村

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
市
町
村
も
民
間

サ
イ
ド
に
対
し
て
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
自
己
増
殖
す
る
起
業
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
〈
人
の

渦
〉
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
渦
と
い

え
ば
台
風
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
中
心

に
は
目
が
あ
り
、
周
り
の
雲
を
巻
き
込
ん

で
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
目
は
十
勝
と
い

う
地
域
で
あ
り
、「
と
か
ち
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
作
っ
た
起
業

家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
外
か
ら
見
た

人
た
ち
が
「
十
勝
で
面
白
い
こ
と
や
っ
て

い
る
。
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
が
理
想
的
で
す
。
起
業
を

目
指
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
十
勝
出
身
者
を

含
め
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
人
た
ち
の
7
〜
8
割
は
十
勝
の
外
か
ら

来
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
革
新
的
な
考
え
を

持
つ
人
が
集
ま
り
続
け
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
れ
ば

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
て
来
た

人
た
ち
に
「
十
勝
に
住
み
続
け
て
」
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
に
起
業
す
る
人

が
い
て
、
経
営
者
が
い
て
、
そ
れ
ら
の
事

業
が
大
き
く
な
り
雇
用
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
が
私
の
考
え
る
地
方
創
生
の
姿
で
す
。

第4期のプレゼンテーション。10 件の事業が披露された

楽天大学学長の仲山進也氏による相互理解セッション。コ
ミュニティの形成に欠かせないチーム作りを学ぶ
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プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
サ
ポ
ー

ト
を
待
ち
ま
す
。
今
年
で
5
年
目
に
入
り

ま
し
た
が
、
毎
年
70
〜
80
人
が
参
加
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
38
件
の
事
業
化
構
想

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
会
社
設
立
に
至
っ

た
の
は
7
件
、
個
人
事
業
主
と
し
て
活
動

し
て
い
る
人
も
同
じ
く
ら
い
い
ま
す
。

■
情
熱
を
起
業
に
向
か
わ
せ
る

　

参
加
者
の
募
集
要
件
は
①
十
勝
で
新
た

な
事
業
を
起
こ
し
た
い
、
十
勝
発
の
革
新

的
事
業
を
展
開
し
た
い
②
一
連
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
継
続
的
に
参
加
で
き
る
─
こ
の

2
点
だ
け
で
す
。
今
年
も
70
人
以
上
が
集

ま
り
ま
し
た
。
11
月
に
行
う
最
後
の
プ
レ

P r o f i l e

昭和 47 年6月旭川市出
身。明治大学経営学部経
営学科卒。平成7年4月
帯広信用金庫入庫。25 年
4月同地域経済振興部副
部長。27 年4月から現
職。中小企業診断士の資
格を持ち「とかち・イノ
ベーション・プログラム」
の事務局長を務めてい
る。47 歳

三品　幸広氏
（みしな・ゆきひろ）

　
地
域
で
雇
用
を
生
み
出
し
、
都
市
か
ら
地
方
に
向
か
う
人
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
〈
地
方
創
生
〉
の
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
多
く
の
市
町
村
が
実
現
に
力
を
注

い
で
い
る
。
十
勝
管
内
の
19
市
町
村
と
道
内
金
融
機
関
な
ど
が
取
り
組
む
「
と
か

ち
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
事
務
局
長
を
務
め
る
帯
広
信
用
金
庫
の

三
品
幸
広
氏
は
、
道
内
各
地
域
で
雇
用
創
出
や
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
起
業
を
実

現
す
る
に
は
、
域
外
か
ら
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
人
材
を
集
め
、
起
業
家
に
よ

る
幅
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
提
言
す
る
。

情
熱
を
起
業
に
向
か
わ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
方
創
生
は
人
集
め
と
人
づ
く
り
か
ら

帯
広
信
用
金
庫
営
業
推
進
部
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
長
　
三
品
　
幸
広
氏

■
地
域
に
人
が
集
ま
る
仕
組
み
づ
く
り

　

市
町
村
や
金
融
機
関
が
連
携
し
て
起
業

を
後
押
し
す
る
仕
組
み
は
、
地
方
創
生
を

進
め
る
上
で
非
常
に
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
す
。
地
方
創
生
は
、
雇
用
や
人
口
の
減

少
に
苦
し
ん
で
い
る
地
方
に
働
き
口
を
作

り
、
大
都
市
か
ら
地
方
に
人
の
流
れ
を
生

み
出
す
国
の
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
。
中

で
も
起
業
は
、
雇
用
と
稼
ぐ
力
を
同
時
に

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
地
方
経
済
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
極
め
て
大
き
い
の
で
す
。

　

起
業
と
聞
く
と
、
首
都
圏
な
ど
大
都
市

中
心
の
話
で
、
多
く
の
道
内
市
町
村
に

と
っ
て
関
係
が
無
い
話
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
起
業
し

よ
う
と
す
る
人
材
が
い
な
け
れ
ば
、
外
部

か
ら
呼
び
込
み
、
事
業
を
起
こ
し
て
も
ら

え
ば
良
い
の
で
す
。
起
業
支
援
と
は
、
革

新
的
な
考
え
を
持
つ
人
や
起
業
に
情
熱
を

持
つ
人
た
ち
が
集
ま
る
〈
仕
掛
け
〉
と

〈
仕
組
み
〉
を
構
築
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

■
起
業
家
マ
イ
ン
ド
を
高
め
る

　

十
勝
で
起
業
を
目
指
す
人
材
を
発
掘
す

る
「
と
か
ち
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
は
、
平
成
27
年
の
設
立
当
初

か
ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
国
の
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
て
、
地
元
の

市
町
村
や
金
融
機
関
な
ど
が
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
起
業
を
後
押
し
す
る
取
組
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
新
規
事
業
の
展
開
に
意

欲
の
あ
る
人
や
起
業
予
定
者
を
幅
広
く
募

集
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
、
起
業
マ
イ
ン
ド
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
半
年
近
く
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
、
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
起

業
と
い
う
形
に
で
き
る
の
か
、
詳
細
な
道

筋
を
立
て
、
最
終
段
階
で
は
金
融
機
関
や

大
企
業
の
担
当
者
、
投
資
家
な
ど
を
前
に

提
言 
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小
企
業
診
断
士
な
ど
の
話
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
会
社
の
作
り
方
や
資
金
計
画
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
を
学
ぶ
。
交
流

会
は
人
脈
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
初
の
平
成
25
年
度
は
、
延
べ
２
１
8

人
が
参
加
し
た
。
89
歳
の
高
齢
者
か
ら
大

学
生
ま
で
、
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
。
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
の
作
品
を
販
売
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
女
性
参
加
者
も
目

立
っ
た
。「
最
初
は
参
加
者
が
1
人
で
も

い
れ
ば
継
続
し
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
好
評
だ
っ
た
の
で
2
年
目
か

ら
本
格
展
開
し
て
い
ま
す
」（
中
川
リ
ー

ダ
ー
）。
26
年
度
以
降
は
毎
月
1
回
、
年

12
回
の
開
催
で
、
毎
回
10
〜
30
人
程
度
の

起
業
を
志
す
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。

3
種
類
の
ビ
ズ
カ
フ
ェ
を
展
開
中

　

こ
の
取
組
を
道
北
エ
リ
ア
全
体
に
拡
げ

よ
う
と
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
対
象
エ
リ

ア
に
士
別
、
名
寄
、
富
良
野
、
留
萌
、
稚

内
の
5
市
を
加
え
た
「
ど
う
ほ
く
Ｂ
ｉ
ｚ

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
開
催
。
29
年
度
に
は
、
旭

川
市
内
の
高
校
生
や
大
学
生
、
30
歳
以
下

の
社
会
人
に
限
定
し
た
「
わ
か
も
の
Ｂ
ｉ

ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
山
脇
良
平
主
査
は
「
若

い
頃
か
ら
創
業
や
起
業
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。
若

者
に
身
近
で
、
憧
れ
の
存
在
で
も
あ
る
若

手
起
業
家
が
講
師
を
務
め
、
創
業
時
の
苦

労
や
仕
事
の
や
り
甲
斐
を
語
り
、
創
業
の

リ
ア
ル
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
。
高
校
や
大

学
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
起
業
に
意
欲
が

あ
る
若
者
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

同
財
団
が
実
施
す
る
ビ
ズ
カ
フ
ェ
の
参

加
者
は
、
昨
年
度
ま
で
に
延
べ
約
１
４
０

０
人
に
上
る
。
起
業
に
対
す
る
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
同
財
団
の
ワ
ン
・
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
つ
な
ぎ
、
円
滑
な
起

業
を
実
現
し
て
も
ら
う
目
的
も
あ
る
。

ビ
ズ
カ
フ
ェ
か
ら
起
業
の
実
践
例
も

　

ビ
ズ
カ
フ
ェ
の
参
加
者
が
、
起
業
を
実

現
す
る
事
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。
鶴
間
雅

之
さ
ん
は
、
平
成
28
年
に
「
あ
さ
ひ
か
わ

Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
に
参
加
し
た
。
29
年

4
月
に
旭
川
市
で
初
と
な
る
企
業
主
導
型

保
育
事
業
を
展
開
す
る
「
う
れ
し
ぱ
保
育

サ
ー
ビ
ス
」
を
起
業
し
、
市
内
で
複
数
の

保
育
園
を
運
営
し
て
い
る
。
同
時
期
に
参

加
し
た
畠
尾
司
さ
ん
は
今
年
5
月
、
自
家

製
の
米
こ
う
じ
か
ら
作
る
、
こ
う
じ

ジ
ュ
ー
ス
（
甘
酒
）
の
専
門
店
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｚ
Ｙ 

Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を
市

内
の
西
神
楽
地
区
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

富
良
野
市
の
中
村
靖
教
さ
ん
は
「
ど
う

ほ
く
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
に
参
加
。
ウ
エ

ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
受
注
制
作
や
、
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ 

Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
の
発
行
や
カ
フ
ェ
運
営

な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

同
財
団
は
、
平
成
23
年
度
に
「
旭
川
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
。
27
年
か
ら
は
「
道
北
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
開
催
。
3
つ
の

ビ
ズ
カ
フ
ェ
事
業
と
の
相
乗
効
果
を
発
揮

し
、
起
業
意
欲
に
火
を
付
け
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
2
年
以

内
の
起
業
や
新
事
業
の
展
開
を
目
指
す
人

を
対
象
に
事
業
プ
ラ
ン
を
募
集
。
事
業
の

実
現
性
や
独
創
性
な
ど
を
審
査
し
、
勝
ち

残
っ
た
プ
ラ
ン
は
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
最
終
審
査
を
行
う
。
入
賞

者
に
は
賞
金
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
創
業
時

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

ビ
ズ
カ
フ
ェ
を
き
っ
か
け
に
起
業
し
た
鶴

間
さ
ん
ら
3
人
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
の
参
加
者
で
も
あ
る
。

　

一
連
の
動
き
に
中
川
リ
ー
ダ
ー
は
「
地

域
の
人
材
を
活
か
し
、
自
発
的
に
創
業
に

向
け
て
動
き
出
す
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
道
北
で
は
Ｉ
Ｔ
分
野
の
起
業
が
少

な
い
た
め
、
今
後
は
取
組
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

平成 30 年9月に開催した「あさひかわＢｉｚ Ｃａｆｅ事業」

⃝�起業家や起業を考えている人たちに学びと�
交流の場を提供する
⃝�起業家同士の交流を通じて、ビジネスに必要な�
人脈を拡げる
⃝�若手起業家を講師に招き、起業を身近なものに�
感じてもらう
⃝�構想段階から起業後の経営まで支援が�
できるワンストップ対応
⃝�高校や大学を通じて、起業に�
関心がある若者にアプローチする

ここがポイント ！
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一
般
財
団
法
人
・
旭
川
産
業
創
業
プ
ラ
ザ
は
、
起
業
準
備
中
の
人
や
、
起
業
に
関

心
が
あ
る
人
た
ち
が
、
創
業
や
経
営
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
な
が
ら
、

交
流
を
広
げ
る
場
を
提
供
す
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
事
業
」
を
平
成
25

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
27
年
度
に
は
対
象
エ
リ
ア
を
複
数
の
市
に
拡
大
。
若
者
に

若
手
起
業
家
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
取
組
も
始
め
た
。
道
北
エ
リ
ア
全
体
で

起
業
意
欲
を
盛
り
上
げ
、
道
北
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

地
域
で
ベン
チ
ャ
ー
企
業
を
目
指
せ

ビ
ズ
カ
フ
ェ
で
起
業
意
欲
を
育
て
る

一
般
財
団
法
人 

旭
川
産
業
創
業
プ
ラ
ザ

道
北
41
市
町
村
の
地
域
産
業
を
支
援

　

上
川
、
留
萌
、
宗
谷
管
内
に
は
、
41
の

市
町
村
が
あ
る
。
面
積
で
は
、
都
道
府
県

で
二
番
目
に
広
い
岩
手
県
を
上
回
る
広
大

な
エ
リ
ア
で
、
産
業
の
高
度
化
と
活
力
あ

る
地
域
経
済
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
旭
川
産
業
創
造
プ
ラ
ザ
だ
。

　

平
成
4
年
に
行
政
と
経
済
界
が
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
、
研
究
開
発
や
人
材
教
育
を
行

う
目
的
で
設
立
し
た
「
株
式
会
社
旭
川
産

業
高
度
化
セ
ン
タ
ー
」
と
「
財
団
法
人
旭

川
生
活
文
化
産
業
振
興
協
会
」
が
始
ま
り

で
、
平
成
8
年
に
は
「
旭
川
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
。
22
年
に
一
般
財
団
法

人
へ
移
行
し
、
現
在
の
体
制
に
な
っ
た
。

　

同
財
団
は
①
も
の
づ
く
り
②
販
路
拡
大

③
創
業
④
産
学
官
連
携
の
推
進
と
新
産
業

創
出
⑤
人
材
育
成
⑥
食
ク
ラ
ス
タ
ー
の
推

進
─
に
関
す
る
支
援
を
担
う
。
年
間
約
１

２
０
０
件
に
上
る
相
談
の
内
容
は
、
販
路

拡
大
や
創
業
支
援
、
技
術
開
発
、
経
営
改

善
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
企
業
支
援
グ

ル
ー
プ
の
中
川
敏
史
リ
ー
ダ
ー
は
「
景
気

が
良
く
な
る
と
、
相
談
が
減
り
、
逆
に
景

気
が
悪
く
な
る
と
、
相
談
が
増
加
す
る
と

い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

ビ
ズ
カ
フ
ェ
で
起
業
意
欲
を
高
め
る

　

道
内
で
は
倒
産
や
廃
業
、
後
継
者
不
足

で
企
業
数
が
減
る
一
方
、
新
し
い
会
社
の

設
立
は
伸
び
悩
み
、
地
域
経
済
の
新
陳
代

謝
が
進
ま
な
い
こ
と
が
深
刻
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で

「
あ
さ
ひ
か
わ
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
は
、

創
業
支
援
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
に
旭
川
市
と
鷹
栖
、
東
神
楽
、　

東
川
の
3
町
が
連
携
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
取
組
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
志
を
共
に
す

る
起
業
家
の
先
輩
と
交
流
を
深
め
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
起
業
を
目

指
す
人
た
ち
を
応
援
し
て
い
る
。

　

事
業
は
毎
月
1
回
、
旭
川
市
の
飲
食
店

で
、
午
後
6
時
半
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
と
交
流

会
を
開
く
。
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
国
籍

な
ど
は
不
問
。
参
加
費
５
０
０
円
、
交
流

会
費
１
０
０
０
円
の
有
料
制
で
、
参
加
者

は
先
輩
起
業
家
の
体
験
談
や
税
理
士
、
中

ビズカフェの取組を振り返る中川リーダー（右）と山脇主査（中央）。
左は旭川市産業振興課の山本剛主査

実
例
P
a
r
t 

●1

旭川市� D A T A

面　積：747.66 ㎢
人　口：334,977 人（令和元年 8月現在）
世帯数：177,903 世帯（令和元年 8月現在）
職員数：2,185 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：旭川産業創造プラザ
http://www.arc-net.or.jp/index.html
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ま
せ
ん
か
─
。
町
住
民
企
画
課
の
髙
橋
洋

行
・
地
方
創
生
係
長
が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。

　
「
競
合
相
手
が
い
な
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」。
立

川
さ
ん
は
平
成
28
年
6
月
、
社
長
を
兼
務

し
た
ま
ま
、
家
族
と
と
も
に
津
別
町
に
移

住
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
道

東
テ
レ
ビ
の
運
営
に
乗
り
出
し
た
。

株
式
会
社
と
し
て
独
立
を
果
た
す

　

開
局
か
ら
2
年
9
カ
月
。
道
東
テ
レ
ビ

は
今
年
3
月
に
株
式
会
社
と
し
て
独
立
し

た
。
立
川
さ
ん
と
同
じ
く
平
成
28
年
に
協

力
隊
員
に
な
っ
た
都
丸
雅
子
さ
ん
が
、
3

年
の
任
期
満
了
と
と
も
に
社
長
に
就
任
し

た
。
群
馬
県
出
身
の
都
丸
さ
ん
は
「
津
別

に
は
高
齢
に
な
っ
て
も
、
農
林
業
や
芸

術
・
工
芸
な
ど
の
分
野
で
挑
戦
を
続
け
て

い
る
『
レ
ジ
ェ
ン
ド
』
と
呼
ば
れ
る
魅
力

的
な
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
地
域

の
元
気
な
人
た
ち
の
表
情
を
番
組
で
伝
え

て
い
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

都
丸
さ
ん
は
、
道
東
テ
レ
ビ
の
仕
事
と

と
も
に
、
町
の
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
デ

ス
ク
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
も
担
当
し

て
い
る
。「
津
別
町
の
皆
さ
ん
は
移
住
者

に
優
し
く
、
特
に
高
齢
の
方
は
入
植
当
時

の
記
憶
を
思
い
出
す
の
か
、
私
た
ち
の
よ

う
な
移
住
者
を
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
移

住
・
定
住
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
増
え

て
お
り
、
昨
年
ま
で
に
17
人
が
移
住
し
ま

し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
は
32
戸
の
う
ち
10

戸
が
成
約
済
み
で
す
。
町
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
上
で
も
、
道
東
テ
レ
ビ
の
情
報

発
信
が
大
切
で
す
」
と
力
を
込
め
る
。

新
た
な
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
し
て

　

今
年
2
月
、
立
川
さ
ん
が
準
備
を
進
め

て
き
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｂ
Ａ
（
じ
ん
ば
）」
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
道
東
テ
レ
ビ
の
情
報
発
信
拠
点
で
も

あ
り
、
映
像
制
作
や
生
配
信
を
行
う
カ

フ
ェ
を
兼
ね
た
ス
タ
ジ
オ
を
備
え
て
い

る
。
町
の
起
業
補
助
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
確
保
し
、
住
民
有

志
と
協
力
し
て
空
き
店
舗
を
再
生
し
た
。

　

立
川
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
多
く
の
住
民

が
集
い
、
番
組
の
構
想
を
語
り
合
っ
た

り
、
映
像
の
世
界
を
志
す
人
た
ち
と
交
流

し
た
り
す
る
〈
地
域
の
居
場
所
〉
と
し

て
、
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

道
東
テ
レ
ビ
の
収
入
源
は
、
情
報
番
組

の
制
作
料
や
、
飲
食
店
な
ど
の
開
店
情
報

を
紹
介
す
る
際
の
取
材
費
が
中
心
だ
。
今

年
に
入
っ
て
弟
子
屈
町
の
情
報
番
組

「
ム
ー
ブ
て
し
か
が
」
の
制
作
も
受
託
す

る
な
ど
、
活
動
の
エ
リ
ア
を
拡
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、
動
画
の

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販

売
も
見
据
え
て
い
る
。
道
東
テ
レ
ビ
の
メ

デ
ィ
ア
事
業
部
長
と
し
て
活
動
し
て
い
る

立
川
さ
ん
は
、
船
橋
市
で
も
行
政
や
企
業

の
依
頼
で
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
を
撮
っ
て
き

た
。
学
校
行
事
、
地
域
の
お
祭
り
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
…
。
都
会
に
は
個
人
の
撮
影

を
含
め
、
膨
大
な
映
像
の
記
録
が
あ
る
。

　
「
津
別
町
の
よ
う
な
過
疎
化
が
進
ん
だ

地
域
に
は
、
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の

日
常
を
記
録
し
、
映
像
を
必
要
と
す
る
人

に
有
償
で
提
供
す
る
仕
事
に
も
需
要
が
あ

る
は
ず
。
こ
の
地
域
で
人
が
生
き
続
け
て

い
る
限
り
、
思
い
出
も
一
緒
に
残
り
続
け

ま
す
」。
そ
う
語
る
立
川
さ
ん
が
思
い
描

く
の
は
、
マ
チ
を
丸
ご
と
映
像
で
記
録
し

続
け
る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
カ
タ
チ
だ
。

道東テレビの社長に就任した都丸さんは、
移住・定住の窓口も担当

JIMBA内のカフェ。道東テレビのスタジオを兼ねる

⃝�地域密着型の新しい映像メディアを�
立ち上げる
⃝�インターネットで地域の映像を世界に�
配信する
⃝�住民参加型の番組づくりで地域の魅力を
再発見する
⃝�移住希望者に町の魅力を伝える�
映像を発信する
⃝�住民ニーズに応じた新しい�
映像ビジネスを展開

ここがポイント ！
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津
別
町
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
「
道
東
テ
レ
ビ
」
が
今
年
3
月
、
株
式
会
社

と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
在

り
方
が
多
様
化
す
る
中
、
テ
レ
ビ
局
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
無
い
、
映
像
メ
デ
ィ
ア

の
空
白
エ
リ
ア
に
乗
り
込
み
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
放

送
局
と
し
て
番
組
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
マ
チ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
表
情
や

思
い
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る
映
像
の
力
は
、
こ
の
地
域
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か
─
。

映
像
の
力
で
切
り
開
く
未
来

道
東
テ
レ
ビ
の
飛
躍
と
挑
戦

株
式
会
社
道
東
テ
レ
ビ
（
津
別
町
）

生
放
送
で
語
り
合
う
津
別
の
魅
力

　

道
東
テ
レ
ビ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

多
彩
な
番
組
を
配
信
し
て
い
る
。
人
気
番

組
の
「
つ
べ
ら
な
い
話
」
は
、
毎
月
第
1

日
曜
の
午
後
7
時
半
か
ら
約
1
時
間
、
地

域
住
民
が
生
放
送
で
津
別
へ
の
思
い
を
本

音
で
語
り
合
う
。
ま
た
、
女
性
農
業
者
が

ゲ
ス
ト
と
地
域
の
魅
力
を
語
る
「
土
と
自

然
と
ワ
イ
ン
と
な
つ
こ
」
や
、
地
元

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
を
披
露
す
る
番

組
「
つ
べ
ら
な
い
音
楽
」
も
好
評
だ
。

　

町
職
員
が
、
地
域
の
話
題
や
町
の
取
組

を
伝
え
る
情
報
番
組
「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

つ
べ
つ
」
も
配
信
し
て
い
る
。
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
認
定
こ

ど
も
園
の
行
事
と
い
っ
た
、
マ
チ
の
日
常

を
撮
影
し
た
動
画
も
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

公
開
し
て
い
る
。
住
民
参
加
型
の
番
組
へ

の
反
響
は
大
き
い
。
町
の
森
井
研
児
・
住

民
企
画
課
長
は
「
映
像
の
プ
ロ
が
撮
影
・

編
集
し
た
番
組
を
通
じ
て
、
私
た
ち
住
民

が
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
津
別
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
視
聴

者
か
ら
の
情
報
提
供
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
空
白
地
帯
で
起
業

　

番
組
制
作
を
担
う
の
は
、
千
葉
県
船
橋

市
の
映
像
制
作
会
社
「
キ
ロ
ッ
ク
ム
ー

ビ
ー
」
の
経
営
者
・
立
川
彰
さ
ん
だ
。

「
北
海
道
に
あ
り
が
ち
な
、
自
然
の
風
景

や
野
生
動
物
の
映
像
だ
け
で
は
、
そ
の
地

域
の
魅
力
が
十
分
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
個

人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
の
で
は
な
く
、

住
民
が
自
分
た
ち
の
マ
チ
を
語
り
合
う
姿

を
記
録
し
、
映
像
と
し
て
発
信
す
る
こ
と

で
『
伝
え
る
力
』
が
増
幅
し
ま
す
。
映
像

の
力
で
道
東
エ
リ
ア
を
元
気
に
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
目
標
で
す
」
と
話
す
。

　

道
東
テ
レ
ビ
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け

は
、
津
別
町
が
長
年
交
流
を
続
け
て
い
る

船
橋
市
を
通
じ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像

の
制
作
依
頼
を
受
け
た
こ
と
だ
っ
た
。
平

成
27
年
3
月
、
撮
影
で
津
別
を
訪
れ
た
立

川
さ
ん
は
〝
映
像
過
疎
地
〟
の
実
情
を

知
っ
た
。
津
別
町
や
周
辺
の
町
に
は
、
テ

レ
ビ
局
の
支
局
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
映

像
制
作
を
請
け
負
う
企
業
は
無
い
。
ロ
ー

カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
は
、
地
域
紙
の

「
津
別
新
報
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
新
聞

や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
媒
体
が

担
っ
て
い
る
。
津
別
で
映
像
づ
く
り
を
し

町の日常を記録することに意義と価値がある─
と話す立川さん

実
例
P
a
r
t 

●2

津別町� D A T A

面　積：716.60 ㎢
人　口：4,672 人（令和元年 7月末現在）
世　帯：2,336 世帯（令和元年 7月末現在）
職員数：99 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

特
集

起
業
・
創
業
─
地
方
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
最
前
線
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社
開
発
し
た
菓
子
類
な
ど
を
扱
う
。
特
に

力
を
入
れ
た
の
は
、
士
幌
ら
し
さ
を
打
ち

出
し
た
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
だ
。

　
「
平
日
の
お
客
さ
ん
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
な
ど
、
仕
事
中
の
男
性
が
中
心
に

な
り
ま
す
。
女
性
に
人
気
の
華
や
か
な
メ

ニ
ュ
ー
だ
け
で
は
、
最
初
は
物
珍
し
い
か

も
知
れ
な
い
け
ど
、
決
し
て
長
続
き
は
し

ま
せ
ん
」。
新
し
い
道
の
駅
は
国
道
２
４

１
号
と
２
７
４
号
が
合
流
す
る
地
点
に
あ

る
。
平
日
は
地
域
を
支
え
る
産
業
道
路
と

し
て
、
農
産
物
や
生
乳
な
ど
を
運
ぶ
ト

ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
工
事
関
係
者
や
営
業

マ
ン
が
乗
る
車
に
加
え
、
鹿
追
町
の
然
別

演
習
場
を
利
用
す
る
自
衛
隊
車
両
な
ど
が

行
き
交
う
。
国
道
“
２
４
１
”
号
に
ち
な

ん
で
名
付
け
た
「
に
じ
い
ろ
食
堂
」
は
、

お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

な
く
、
泥
だ
ら
け
の
服
装
で
も
気
兼
ね
な

く
立
ち
寄
れ
る
店
を
目
指
し
た
。「
丼
も

の
や
シ
ョ
ウ
ガ
焼
き
な
ど
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
り
、
素
早
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
中
心
に
し
ま
し
た
。
働
く
男
性
に
愛
さ

れ
る
店
づ
く
り
を
強
く
意
識
し
ま
し
た
」

　

隣
り
合
う
「
カ
フ
ェ
寛
一
」
は
、
士
幌

町
農
協
の
組
合
長
を
務
め
た
太
田
寛
一
さ

ん
（
故
人
）
の
名
前
を
冠
し
た
。
し
ほ
ろ

牛
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
、
特
産
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
使
っ
た
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
を

提
供
す
る
。
太
田
さ
ん
は
士
幌
町
を
国
内

有
数
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
地
に
育
て
、
よ
つ

葉
乳
業
の
創
業
に
も
携
わ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」
に
も

俳
優
の
藤
木
直
人
さ
ん
が
演
じ
る
“
柴
田

剛
男
”
と
し
て
登
場
し
た
。

今
年
8
月
に
は
１
０
０
万
人
突
破
！

　

平
成
29
年
4
月
23
日
に
新
し
い
「
ピ
ア

21
し
ほ
ろ
」
は
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

迎
え
た
。
初
日
は
予
想
を
超
え
る
約
４
５

０
０
人
が
詰
め
掛
け
、
食
堂
は
1
時
間
半

待
ち
。
カ
フ
ェ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
10
分

で
完
売
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
不
慣
れ
な

従
業
員
は
疲
れ
切
り
、
堀
田
さ
ん
も
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
。
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
に
入
る
と
、
来
客
は
さ
ら
に

増
え
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
社
員
が
持
た
な

い
─
。
や
む
を
得
ず
、
丸
1
日
を
休
業
し

て
態
勢
を
立
て
直
し
た
。
苦
し
か
っ
た
大

型
連
休
の
教
訓
を
活
か
し
、
会
社
は
社
員

が
課
題
を
共
有
す
る
会
議
を
設
け
た
。

　
「
危
機
を
バ
ネ
に
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
集
団
に
な
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す

ね
。
民
間
が
主
体
と
な
り
、
自
分
た
ち
の

給
料
は
自
分
で
稼
ぐ
と
い
う
強
い
思
い
が

な
け
れ
ば
、
地
方
創
生
は
盛
り
上
が
り
ま

せ
ん
」
と
堀
田
さ
ん
は
語
る
。

　

平
成
29
年
度
の
来
客
数
は
約
44
万
6
千

人
を
数
え
、
当
初
想
定
し
て
い
た
30
万
9

千
人
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
昨
年
度
も
順

調
に
推
移
し
、
今
年
8
月
1
日
に
は
１
０

０
万
人
を
突
破
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
品
切

れ
が
続
出
し
た
教
訓
か
ら
、
目
玉
商
品
で

あ
る
菓
子
類
の
自
社
開
発
に
着
手
。
原
料

の
一
次
加
工
を
自
社
で
行
い
、
製
造
は
道

内
外
の
メ
ー
カ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
大
幅
に
増
え
た
。

　

住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
経
営
も
常
に

意
識
し
て
い
る
。
地
元
の
ス
ケ
ー
ト
大
会

で
は
カ
フ
ェ
を
出
店
。
町
内
に
は
、
菓
子

店
が
無
い
た
め
、
冠
婚
葬
祭
に
使
う
菓
子

類
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
仕
出
し
弁
当
な
ど

の
注
文
も
受
け
て
い
る
。「
住
民
に
こ
そ

必
要
と
さ
れ
る
道
の
駅
。
そ
こ
に
徹
底
的

に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
」。
堀
田
さ
ん

は
、
地
域
の
希
望
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

道
の
駅
の
未
来
を
見
つ
め
る
。

住民公募で名前を決めた「にじいろ食堂」は
新しい憩いの場に

物販コーナーでは地場産の小麦やてん
菜糖を原料とするかりんとうが人気

⃝ 農産物の魅力を最大限に引き出したメニューや 
製品を開発する

⃝ 観光客だけでなく、地域の住民に必要とされる 
道の駅を目指す

⃝ 自社製の商品開発を通じて、農産物加工と 
販売の裾野を拡げる

⃝ 女性農業者としての経験や視点を 
店舗経営や商品づくりに活かす

⃝ 町の成り立ちや基幹産業の農業に 
接することができる道の駅に

ここがポイント ！
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士
幌
町
の
若
手
女
性
農
業
者
・
堀
田
悠
希
さ
ん
は
、
農
業
に
携
わ
る
女
性
た
ち
の

キ
ャ
リ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
場
を
拡
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

る
。
平
成
28
年
に
は
〈
株
式
会
社
ａ
ｔ 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
〉
を
設
立
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」
の
運
営
を
担
い
、
豊
富
な
農
畜
産
物
を

活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
や
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
菓
子
類
な
ど
の
販
売
を
通
じ
て
、

道
内
有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
る
士
幌
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

士
幌
町
の
魅
力
が
いっ
ぱ
い
！

女
性
農
業
者
の
感
性
が
光
る
道
の
駅

株
式
会
社
ａ
ｔ 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
（
士
幌
町
）

畑
で
磨
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス

　

堀
田
悠
希
さ
ん
は
中
札
内
村
出
身
。
高

校
卒
業
後
、
札
幌
の
短
大
に
進
ん
だ
。
接

客
や
販
売
に
興
味
が
あ
り
「
父
が
経
営
す

る
焼
き
肉
店
を
継
ご
う
か
な
。
会
社
を
経

営
し
て
み
る
の
も
い
い
な
」
と
、
進
路
を

漠
然
と
思
い
描
い
て
い
た
が
、
卒
業
後
に

就
職
し
た
の
は
村
の
農
協
だ
っ
た
。

　

最
初
の
転
機
は
24
歳
。
夢
想
農
園
を
営

む
夫
と
結
婚
し
て
士
幌
町
へ
。
マ
ル
シ
ェ

で
野
菜
を
販
売
し
た
り
、
農
産
物
を
仕
入

れ
て
く
れ
る
小
売
店
を
開
拓
し
た
り
と
、

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
。
販
路
を
拡
げ
、　

農
園
で
生
産
す
る
農
産
物
の
1
割
は
産
直

販
売
に
回
す
よ
う
に
な
っ
た
。
消
費
者
と

対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
次
第
に
経
営
セ

ン
ス
を
身
に
付
け
た
。「
私
の
好
き
な
こ

と
や
強
み
を
考
え
、
自
分
が
作
っ
た
農
産

物
を
消
費
者
に
直
接
届
け
る
こ
と
が
天
職

と
気
付
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

二
度
目
の
転
機
は
28
歳
。
士
幌
町
は
道

の
駅
「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」
の
移
転
改
築
を

計
画
。
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代

表
を
務
め
る
堀
田
さ
ん
は
、
小
林
康
雄
町

長
か
ら
「
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
」
と
頼

ま
れ
た
。
町
の
懇
談
会
で
議
論
を
重
ね
る

中
で
「
道
の
駅
を
運
営
し
て
み
た
い
」
と

の
思
い
を
募
ら
せ
た
。
町
は
商
工
会
を
道

の
駅
の
指
定
管
理
者
と
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
物
販
施
設
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
運
営
を
担

う
事
業
者
を
公
募
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

平
成
28
年
に
は
、
夫
と
設
立
し
た
「
株

式
会
社
ａ
ｔ 

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
」
の
代
表
に

就
任
。
社
名
に
は
地
元
に
こ
だ
わ
っ
た
経

営
を
実
現
す
る
決
意
を
込
め
た
。
農
園
の

取
引
先
だ
っ
た
札
幌
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
役
員
に
迎
え
、
募

集
に
名
乗
り
を
上
げ
た
。「
士
幌
ら
し
い

道
の
駅
を
実
現
す
る
」
と
い
う
熱
意
が
通

じ
、
運
営
事
業
者
に
選
定
さ
れ
た
。

平
日
の
男
性
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

　

堀
田
さ
ん
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
来
客

数
や
売
上
デ
ー
タ
を
分
析
。
運
営
に
手
応

え
を
感
じ
た
。
農
協
で
携
わ
っ
た
経
理
の

経
験
も
役
立
っ
た
。
テ
ナ
ン
ト
は
、
士
幌

産
の
農
畜
産
物
を
提
供
す
る
食
堂
と
カ

フ
ェ
を
中
心
に
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
の
軽
食
を
提
供
す
る
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
と
物
販
コ
ー
ナ
ー
で
構

成
。
物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
士
幌
町
で
生

産
さ
れ
る
豊
富
な
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
、
十
勝
の
ビ
ー
ト
糖
蜜
や
士
幌
町

の
果
物
を
使
っ
た
か
り
ん
と
う
な
ど
、
自

住民に愛される道の駅に─と語る堀田さん

実
例
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「
自
転
車
と
泊
ま
れ
る
宿
と
し
て
好
評

で
す
。
１
０
０
万
円
を
超
え
る
高
級
自
転

車
を
持
ち
込
む
お
客
さ
ん
も
い
ま
す
」
と

語
る
の
は
専
務
の
和
田
貴
義
さ
ん
だ
。

湿
原
を
満
喫
す
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

　

自
ら
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
趣
味
の
和
田

さ
ん
。
写
真
家
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
も
活
躍
す
る
父
・
正
宏
さ
ん
と
、
釧

路
湿
原
を
歩
き
、
小
学
生
に
な
る
と
自
転

車
で
湿
原
を
縦
横
に
駆
け
回
っ
た
。
釧
路

の
高
校
を
卒
業
後
、
大
阪
の
専
門
学
校
で

調
理
を
学
び
、
平
成
12
年
に
鶴
居
村
に
U

タ
ー
ン
。
昨
年
は
日
本
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
Ａ
）
が
初
め

て
実
施
し
た
、
認
定
ガ
イ
ド
の
資
格
を
取

得
。
自
ら
ガ
イ
ド
役
と
し
て
、
環
境
省
な

ど
の
許
可
を
得
て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る

サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
湿
原
に
案
内
す
る
。

　
「
貴
重
な
生
態
系
が
残
る
釧
路
湿
原
を

舞
台
に
し
て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

楽
し
め
る
ツ
ア
ー
に
し
て
い
き
た
い
。
し

ま
な
み
海
道
に
負
け
な
い
企
画
に
育
て
た

い
」
と
意
気
込
む
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
先
進
地
の
「
し
ま
な
み
海
道
」
な
ど
を

訪
れ
、
運
営
体
制
や
安
全
確
保
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
だ
。「
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を

安
全
に
運
営
す
る
に
は
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
視
点
や
経
験
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
事
故

が
発
生
す
れ
ば
、
観
光
業
と
し
て
は
致
命

傷
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
語
る
。

滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
が
課
題

　

和
田
さ
ん
が
育
っ
た
鶴
居
村
─
。
観
光

の
目
玉
は
冬
季
に
飛
来
す
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
見
学
ツ
ア
ー
だ
。
し
か
し
、
夏
場
は
釧

路
市
と
国
内
有
数
の
観
光
地
・
阿
寒
摩
周

国
立
公
園
な
ど
を
行
き
来
す
る
旅
行
者
の

通
過
点
に
な
っ
て
お
り
、
滞
在
客
は
限
ら

れ
て
い
る
。
村
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

の
吉
田
綾
稀
さ
ん
は
「
釧
路
湿
原
で
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
根
付
け
ば
、
地
域
全

体
に
大
き
な
効
果
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

道
東
で
は
平
成
24
年
に
屈
斜
路
湖
や
摩

周
湖
周
辺
を
走
破
す
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
「
グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド
摩
周
」
が
ス
タ
ー

ト
す
る
な
ど
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
素
地
が
あ
っ
た
。
平
成
28
年
に

は
、
国
や
道
、
釧
路
管
内
の
市
町
村
、
自

転
車
愛
好
家
で
構
成
す
る
「
く
し
ろ
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
が
発

足
。
昨
年
4
月
に
は
、
和
田
さ
ん
ら
管
内

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
中
心
に
な
り
「
釧
路

ロ
コ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
活
動

を
始
め
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
や

道
が
モ
デ
ル
ル
ー
ト
に
選
定
し
た
「
阿

寒
・
摩
周
・
釧
路
湿
原
ル
ー
ト
」
の
一
部

と
し
て
、
か
つ
て
石
炭
輸
送
に
使
わ
れ
た

旧
雄
別
鉄
道
の
線
路
跡
を
使
い
、
昭
和
53

年
に
整
備
さ
れ
た
釧
路
阿
寒
自
転
車
道
の

利
用
促
進
に
向
け
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

発
行
す
る
な
ど
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
定
着
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

和
田
さ
ん
は
、
地
元
や
道
内
外
の
愛
好

家
と
連
携
し
た
周
遊
イ
ベ
ン
ト
の
構
想
を

練
る
。「
3
〜
4
年
後
に
は
50
人
規
模
の

イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
、
認
定
ガ
イ
ド
や

地
元
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
中
心
に
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。
参
加
者
の

ニ
ー
ズ
や
運
転
技
術
に
合
っ
た
安
全
な
運

営
に
道
筋
が
見
え
た
段
階
で
、
周
辺
市
町

村
な
ど
と
連
携
し
て
、
釧
路
湿
原
を
一
周

す
る
よ
う
な
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
展
望
を
描
く
。

地元の愛好家とルートを検証し、安全に楽しめるサイ
クリングを提供

サイクルツーリズムの促進に取り組む和田貴義さん

⃝�サイクルツーリズムの可能性を拡げる�
ホテル経営を新たなビジネスに育てる
⃝�通過型観光から滞在型観光に転換を図る�
ための拠点づくりを進める
⃝�釧路湿原の自然環境や生態系に配慮した�
サイクルツアーを展開する
⃝�安全に配慮したイベント運営は�
時間をかけてノウハウを構築
⃝�周辺市町村と連携した大規模な�
サイクルイベントの実現を目指す

ここがポイント ！
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地
域
活
性
化
の
新
た
な
切
り
札
と
し
て
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
全
国
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。
鶴
居
村
で
「
鶴
居
ノ
ー
ザ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
テ
ル　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
を

経
営
す
る
、
有
限
会
社
泰
都
（
和
田
正
宏
社
長
）
は
〈
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
優
し
い

宿
〉
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
自
転
車
の
持
ち
込
み
が
可
能
な
客
室
を
整
備
し
、
雄

大
な
釧
路
湿
原
を
自
転
車
で
満
喫
す
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
、
国
内

外
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
に
向
け
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

世
界
水
準
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
を

自
転
車
と
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル
を
実
現

有
限
会
社
泰
都
（
鶴
居
村
）

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
活
性
化
！

　

環
境
負
荷
の
低
減
や
健
康
増
進
を
目
的

と
す
る
「
自
転
車
活
用
推
進
法
」
が
平
成

29
年
に
施
行
さ
れ
、
昨
年
6
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
推
進
計
画
で
は
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
柱
に
据
え
た
。
自
転

車
で
地
域
を
巡
り
、
自
然
や
食
を
楽
し
む

観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ

ス
、
台
湾
な
ど
で
は
、
官
民
を
挙
げ
た
取

組
が
進
ん
で
い
る
。
国
内
で
も
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
楽
し
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
観
光
客
）
を
獲
得
し
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
付
け
よ
う
と
、
全
国
各
地
で
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

愛
媛
県
は
、
今
治
市
と
広
島
県
尾
道
市

を
結
ぶ
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
を
中

心
に
26
の
周
遊
コ
ー
ス
を
「
愛
媛
マ
ル
ゴ

ト
自
転
車
道
」
と
し
て
設
定
し
、
国
内
最

大
級
の
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
」
も
開
催
。
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
台
湾
な
ど
の
旅
行
者
も
増
え
“
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

道
内
で
も
平
成
24
年
に
道
商
工
会
議
所

連
合
会
が
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
北
海

道
推
進
連
絡
会
」
を
設
立
。
国
・
道
も
29

年
に
は
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
道
内
で

5
つ
の
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
な

ど
、
体
制
づ
く
り
が
本
格
化
し
て
い
る
。

自
転
車
と
一
緒
に
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル

　

泰
都
は
大
正
5
年
創
業
。
鶴
居
村
の
老

舗
旅
館
だ
っ
た
。
平
成
12
年
に
は
、
掘
削

に
成
功
し
た
温
泉
を
活
か
し
、
北
欧
風
の

ホ
テ
ル
を
新
築
し
た
。
ホ
テ
ル
は
鶴
居
村

の
市
街
地
に
あ
り
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
オ
ジ

ロ
ワ
シ
な
ど
、
釧
路
湿
原
に
生
息
す
る
野

生
生
物
を
目
当
て
に
全
国
の
カ
メ
ラ
愛
好

家
が
集
う
宿
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
に
は
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
新
た
な
需
要
開
拓
を
目
指
し
、
新
規
事

業
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
や
、
自
転
車
で
湿
原
を
巡
る
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
の
運
営
に
乗
り
出
し
た
。

　

ホ
テ
ル
の
入
口
に
は
、
自
転
車
専
用
の

洗
車
ス
ペ
ー
ス
や
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、
汚

れ
を
落
と
し
た
愛
車
を
携
え
て
フ
ロ
ン
ト

で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
案
内
さ
れ
た
客
室
に

は
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
を

固
定
す
る
専
用
ラ
ッ
ク
も
あ
る
。
ホ
テ
ル

で
は
、
整
備
用
の
工
具
レ
ン
タ
ル
や
交
換

パ
ー
ツ
の
在
庫
確
保
と
販
売
も
行
っ
て
い

る
。
昨
年
は
東
京
の
ツ
ア
ー
会
社
と
連
携

し
て
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ

イ
ド
in
つ
る
い
」
を
商
品
化
し
た
。

客室に持ち込んだ自転車は専用ラックで固定

実
例
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者
に
選
ば
れ
、
起
業
を
果
た
し
た
。

　

昨
年
は
新
た
に
「
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ
フ
ラ

ボ
（
Ｌ
Ｌ
Ｌ
）」
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｌ

Ｖ
Ｓ
の
“
入
口
”
に
当
た
る
取
組
で
、
転

職
や
起
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
人
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
選
考
を
通
過
し
た
研
究
生

は
、
月
1
回
の
ゼ
ミ
や
面
談
、
村
の
地
域

資
源
を
知
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
て
、
自
分
の
目
標
や
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ

を
固
め
、
将
来
の
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
。
2
〜
3
年
目
に
は
Ｌ
Ｖ
Ｓ
へ
の

エ
ン
ト
リ
ー
や
村
内
で
の
就
職
な
ど
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
し
て
も
ら
う
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
で
人
口
を
維
持

　

村
で
は
、
昨
年
度
末
ま
で
に
個
人
・
法

人
な
ど
31
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
誕
生
。
木
材

加
工
や
馬
搬
林
業
、
農
産
物
生
産
、
日
本

酒
販
売
、
帽
子
工
房
、
幼
児
教
育
、
福
祉

事
業
な
ど
、
60
件
に
上
る
新
規
事
業
が
始

動
し
た
。
経
営
者
の
7
割
以
上
が
村
外
か

ら
の
I
タ
ー
ン
だ
。
売
上
高
は
合
計
で
10

億
円
を
超
え
、
新
規
雇
用
も
１
２
０
人
に

達
し
た
。
村
の
人
口
は
、
こ
の
10
年
間
は

横
ば
い
を
維
持
。
子
育
て
世
代
の
移
住
者

が
増
え
た
た
め
、
村
の
幼
稚
園
や
小
中
学

校
に
通
う
子
ど
も
の
数
も
増
え
て
い
る
。

　

村
の
上
山
隆
浩
・
地
方
創
生
推
進
参
事

は
「
行
政
に
経
営
や
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

無
く
、
起
業
に
伴
う
リ
ス
ク
を
背
負
う
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
エ
ー
ゼ
ロ
の
よ
う
な

行
政
と
起
業
者
の
間
に
立
つ
、
中
間
支
援

組
織
の
存
在
が
必
要
で
す
」
と
語
る
。
村

は
事
業
拡
大
を
目
指
す
起
業
者
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
た
め
平
成
28
年
、
地
方
創
生

交
付
金
を
財
源
と
す
る
「
新
規
事
業
支
援

制
度
」
を
創
設
。
売
上
額
や
雇
用
人
数
な

ど
の
指
標
を
設
け
、
地
元
金
融
機
関
や
日

本
政
策
投
資
銀
行
な
ど
の
審
査
を
条
件
に

最
大
２
０
０
万
円
を
助
成
し
て
い
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
輪
を
全
国
に

　

國
里
哲
也
さ
ん
は
、
地
元
の
森
林
組
合

を
退
職
し
、
平
成
18
年
に
株
式
会
社
「
木

の
里
工
房　

木も
っ

薫く
ん

」
を
設
立
し
た
。
村
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
第
1
号
だ
。
林
業
と
木
製
保

育
家
具
や
遊
具
の
製
作
、
販
売
を
手
掛
け

る
。
従
業
員
は
20
人
。
東
京
や
大
阪
に
営

業
所
を
構
え
る
。
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る

ま
で
に
は
多
く
の
危
機
に
直
面
し
た
が
、

村
や
支
援
者
と
と
も
に
乗
り
越
え
た
。
そ

の
経
験
は
Ｌ
Ｖ
Ｓ
の
開
設
な
ど
、
村
の
支

援
充
実
に
つ
な
が
っ
た
。「
前
例
が
無
い

と
い
う
こ
と
を
理
由
に
起
業
者
の
挑
戦
を

拒
絶
せ
ず
に
、
起
業
者
と
一
緒
に
最
善
の

プ
ラ
ン
を
考
え
る
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で

す
」
と
語
る
。
木
育
の
普
及
を
目
指
し

て
、
村
の
新
規
事
業
支
援
制
度
を
使
い
、

認
可
保
育
園
の
開
園
を
目
指
し
て
い
る
。

　

広
域
的
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
輪
を
拡

げ
よ
う
と
村
は
平
成
28
年
、
全
国
の
8
市

町
村
な
ど
と
連
携
し
て
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
協
議
会
」
を
設
立
。
現
在
は
厚
真

町
や
下
川
町
な
ど
全
国
の
12
市
町
村
が
参

加
し
て
い
る
。
同
年
に
は
厚
真
町
で
Ｌ
Ｖ

Ｓ
が
始
動
。
昨
年
5
月
に
は
「
エ
ー
ゼ
ロ

厚
真
」
も
設
立
さ
れ
、
10
人
が
起
業
す
る

実
績
を
上
げ
た
。
昨
年
の
胆
振
東
部
地
震

で
中
断
し
た
が
本
年
度
、
活
動
を
再
始
動

し
た
。
西
粟
倉
村
の
上
山
参
事
は
「
地
方

の
可
能
性
を
信
じ
、
挑
戦
者
の
背
中
を
押

し
、
一
緒
に
笑
っ
て
、
一
緒
に
泣
い
て
前

に
進
む
。
活
動
に
共
感
す
る
強
い
結
び
付

き
が
、
全
国
の
過
疎
地
域
に
新
た
な
風
を

起
こ
す
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

一緒に笑い、一緒に泣いて前に進む─
ベンチャー支援担当の上山参事

木育の普及に取り組むベンチャー第1号の國里さん

⃝�ローカルベンチャースクールで起業プランの�
実現可能性を高める
⃝�ローカルライフラボは、地方でやりたい�
仕事や生業を考える場に
⃝�行政と起業者の間に立つ中間組織が�
ビジネスのノウハウを伝授
⃝�起業者の事業拡大プランを金融機関が�
審査して、村が助成する
⃝�ローカルベンチャー協議会が、�
起業支援の輪を全国に拡大する

ここがポイント ！
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森
に
囲
ま
れ
た
山
村
で
、
独
創
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
続
々
と
誕
生
し
て
い
る
─
。

多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
起
業
を
目
指
す
〈
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
〉
を
受
け

入
れ
、
そ
の
挑
戦
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
雇
用
が
生
ま
れ
、
起
業
者
の

定
住
に
よ
り
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
北
海
道
を
は

じ
め
全
国
に
拡
大
し
て
い
る
。
岡
山
県
西に
し

粟あ
わ

倉く
ら

村
で
地
域
再
生
の
カ
ギ
を
探
っ
た
。

あ
な
た
の
起
業
を
支
援
し
ま
す
─

ロ
ー
カ
ル
ベン
チ
ャ
ー
が
拓
く
未
来

岡
山
県
西
粟
倉
村

50
年
後
の
村
を
思
い
描
い
て
─

　

岡
山
・
鳥
取
両
県
の
県
境
に
位
置
す
る

西
粟
倉
村
─
。
面
積
の
95
％
を
山
林
が
占

め
る
林
業
の
村
だ
。
平
成
の
大
合
併
で
単

独
自
立
を
選
ん
だ
村
は
、
自
活
の
道
と
し

て
、
平
成
20
年
に
〈
百
年
の
森
構
想
〉
を

打
ち
出
し
た
。
青
木
秀
樹
村
長
は
「
50
年

後
の
村
を
考
え
、
林
業
の
再
生
と
『
小
さ

な
地
域
経
済
』
を
実
現
し
て
、
村
を
活
性

化
さ
せ
る
構
想
で
す
」
と
語
る
。
構
想
の

柱
は
、
個
人
が
所
有
す
る
森
林
の
一
括
管

理
だ
。
村
は
1
千
人
を
超
え
る
所
有
者
と

協
定
を
結
び
、
3
千
㌶
に
上
る
森
林
の
整

備
を
担
っ
た
。
間
伐
材
の
販
売
で
得
た
収

入
を
地
域
活
性
化
の
財
源
に
充
て
て
い
る
。

　

平
成
21
年
に
は
、
間
伐
材
の
付
加
価
値

向
上
を
目
的
に
、
木
製
品
の
加
工
や
販
売

を
担
う
第
3
セ
ク
タ
ー
「
西
粟
倉
・
森
の

学
校
」
を
設
立
し
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク

な
ど
で
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
携
わ
っ
た

牧
大
介
さ
ん
が
社
長
に
就
任
。
室
内
に
敷

き
詰
め
る
だ
け
で
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
に

な
る
「
ユ
カ
ハ
リ
・
タ
イ
ル
」
な
ど
の

ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
ん
だ
。
牧
さ
ん
は
「
独

創
的
な
起
業
ア
イ
デ
ア
を
集
積
し
、
小
さ

な
地
域
経
済
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
こ
の

村
の
活
性
化
の
鍵
に
な
る
」
と
考
え
、
27

年
に
移
住
や
起
業
支
援
に
取
り
組
む

「
エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。

起
業
者
の
自
立
を
支
え
る
Ｌ
Ｖ
Ｓ

　

村
の
起
業
支
援
事
業
を
受
託
し
た
同
社

は
、
伴
走
者
と
し
て
起
業
者
と
村
と
の
間

に
立
ち
、
自
立
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
平

成
27
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
西
粟
倉
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
（
Ｌ
Ｖ
Ｓ
）」

は
、
村
に
移
住
し
て
、
起
業
や
就
業
を
希

望
す
る
人
た
ち
へ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。
支
援
期
間
は
最
大
3
年
。
1
年
目
は

起
業
希
望
者
が
描
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
村
で
事
業
を
立
ち
上
げ
る
。
村
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
、
受

講
者
に
月
額
20
万
円
の
事
業
委
託
費
と
年

額
53
万
円
の
活
動
費
を
支
給
す
る
。

　

事
業
化
の
確
実
性
を
高
め
る
た
め
、
同

社
の
メ
ン
タ
ー
（
指
南
役
）
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
先
輩
起
業
者
や
村
職

員
が
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
や

事
業
の
方
向
性
を
助
言
。
12
月
に
は
「
更

新
審
査
会
」
で
、
起
業
へ
の
意
欲
や
自
立

の
可
能
性
、
地
域
で
の
関
係
構
築
の
度
合

い
な
ど
、
起
業
家
と
し
て
の
成
熟
度
を
判

定
。
審
査
を
通
過
し
た
人
は
、
村
の
認
定

支
援
事
業
者
と
し
て
、
2
〜
3
年
目
の
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
、
活
動
費
も
年
額
１

０
３
万
円
に
増
額
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に

Ｌ
Ｖ
Ｓ
の
卒
業
生
6
人
が
村
の
認
定
事
業

森林の再生と経済の地域内循環を
実現します─と語る青木村長

実
例
P
a
r
t 
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Relay Interview‹
り
、「
協
力
隊
の
任
期
満
了
後
に
動
き
出

す
の
で
は
遅
い
。
早
く
計
画
を
立
て
、
実

現
性
を
見
極
め
た
方
が
良
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
総
務
省
の
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
制
度
も
活
用
し
な
が

ら
、
町
が
抱
え
る
課
題
や
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
し
た
。

高
橋　

検
討
の
中
で
み
え
て
き
た
の
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
栗
山
に
は
道
内
最
古
の
酒
蔵
・

小
林
酒
造
や
、
豊
富
な
農
作
物
な
ど
、
質

の
高
い
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
魅
力

は
、
道
外
は
も
と
よ
り
道
内
に
も
伝
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
町
内
の
宿
泊
施
設
は
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
せ
っ
か
く
栗
山
を
訪
れ

て
く
れ
た
人
も
札
幌
に
泊
ま
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
住
民
が
課
題
を
共
有
し
、
町
の

資
源
を
再
確
認
す
る
場
所
、
町
内
外
の
ま

ち
づ
く
り
に
意
識
の
あ
る
人
た
ち
が
集
ま

れ
る
場
所
と
し
て
計
画
し
た
の
が
「
く
り

と
く
ら
」
と
「
く
り
と
ま
る
」
で
す
。

地
域
密
着
型
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

─
カ
フ
ェ
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
特
色
は

石
井　
事
業
化
に
向
け
て
協
力
隊
3
年
目

の
平
成
30
年
4
月
に
、
高
橋
さ
ん
と
2
人

で
「
合
同
会
社
オ
フ
ィ
ス
く
り
お
こ
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
地
場
産
の
農
産
物
を
活

か
し
た
食
事
を
提
供
す
る
飲
食
店
や
、
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
を
持
つ
宿
泊
滞
在
施

設
の
運
営
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
事

務
の
受
託
、
視
察
の
受
け
入
れ
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
講
演
な
ど
を
事
業
の
柱
に

据
え
ま
し
た
。「
く
り
と
く
ら
」
の
開
業

資
金
は
、
協
力
隊
の
起
業
補
助
金
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
活
用
し
、
昨
年
7
月
か
ら
2

カ
月
間
で
目
標
額
の
2
倍
を
超
え
る
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
、
開
店
に
こ
ぎ
着
け
ま
し

た
。「
く
り
と
く
ら
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

〈
地
域
密
着
型
カ
フ
ェ
バ
ル
〉
で
す
。
駅

前
通
り
に
あ
る
、
元
は
時
計
店
だ
っ
た
物

件
を
借
り
ま
し
た
。
内
装
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
基

本
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
で
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
町
内
の
家
具
工
房
が
製
作
し
た
椅

子
や
、
町
内
に
本
社
が
あ
る
住
宅
メ
ー

カ
ー
の
棚
を
使
い
、
栗
山
の
木
製
品
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
地

元
の
卵
や
米
、
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
地
場

産
品
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
小
林
酒
造
の

地
酒
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

高
橋　
9
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
「
く
り
と
ま
る
」
は
、
同
じ
物
件

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

て
2
部
屋
を
改
修
し
、
6
台
の
ベ
ッ
ド
を

置
き
ま
し
た
。
利
用
者
に
は
地
元
の
店
で

飲
食
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
人
た
ち
と
交

流
を
深
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

栗
山
発
の
活
性
化
モ
デ
ル
を
全
国
に

─
こ
れ
か
ら
が
事
業
の
正
念
場
で
す
ね

石
井　
地
方
へ
移
住
す
る
人
、
地
方
で
暮

ら
す
人
達
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
─
と

い
う
信
念
を
持
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
地
域
で
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
進

め
な
が
ら
、
小
さ
な
仕
事
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
現
在
の
取
組
を
持
続
可
能
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋　
栗
山
の
自
然
や
景
観
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
を
積
極
的
に

発
信
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
栗
山
に

興
味
を
持
っ
た
人
が
実
際
に
マ
チ
を
訪
れ
、　

滞
在
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
く
〈
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
〉
を
実
現
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
か
ら
受
託
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
事
務
を
発
展
さ
せ
、
多
彩

な
地
場
産
品
を
幅
広
く
取
り
扱
い
、
町
外

に
発
信
す
る
地
域
商
社
的
な
役
割
も
担
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
栗
山
町
は
こ
れ

と
い
っ
た
特
色
を
持
っ
て
い
る
町
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
栗
山
町
で
成

功
し
た
取
組
は
、
全
国
ど
こ
で
も
通
用
す

る
モ
デ
ル
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

取材メモから

　地域おこし協力隊の制度が発足する以前、栗山町では、地域振興やふるさと納税
を担当する各課の連携がスムーズに行かない課題があったという。隊員の石井さん
と高橋さんが配属された課の枠組みを超えたチームとして活動することで「町職員
も複眼的な視野を持って仕事ができるようになった」と担当職員が打ち明ける。
　町は、協力隊制度がスタートした当初から、農業や自然体験ガイドなどの職種を絞
り込んで募集を行った。卒業生の多くが任期満了後も町内に定着して、それぞれの
分野で活躍しているが「他市町村での華々しい活躍に比べて活動が地味で、成果が
見えにくい」との指摘もあったという。だが、協力隊員の二人が触媒となり、行政や
地域に大きな化学変化をもたらしたことは、町内外に誇ることができる大きな成果だ。

地元工房のイスが並ぶ。壁は住民
とのワークショップで仕上げた
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栗
山
町
で
平
成

30
年
11
月
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
卒
業
生
2
人
が
地
域
密

着
型
の
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
「
く
り
と
く
ら
」

を
開
業
し
た
。
今
年
9
月
に
は
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
く
り
と
ま
る
」
も
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
だ
。
二
つ
の
施
設
は
栗
山
の
魅
力
を

発
信
し
、
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
や
住
民
が

交
流
を
深
め
る
拠
点
と
し
て
期
待
を
集
め

て
い
る
。
栗
山
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
全
国
発
信
を
目
指
す
石
井
翔
馬

さ
ん
と
高
橋
毅
さ
ん
に
聞
い
た
。

栗
山
の
マ
チ
と
人
に
魅
せ
ら
れ
て

─
協
力
隊
員
に
応
募
し
た
動
機
と
は

石
井　
埼
玉
出
身
の
私
は
栄
養
管
理
や
調

理
の
道
に
進
み
、
病
院
、
飲
食
店
な
ど
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら
「
北
海
道

に
住
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、

平
成
28
年
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
採

用
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
移
住
・
定
住

に
関
す
る
情
報
発
信
を
担
当
し
、
地
域
の

方
々
と
交
流
を
深
め
る
中
で
、
栗
山
へ
の

愛
着
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
札
幌
と
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
自
転
車
で
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
に
も
行
け
る
暮
ら
し
や
す
い

町
で
す
。
地
元
産
の
コ
メ
や
野
菜
も
お
い

し
い
。
こ
こ
で
自
分
の
経
験
を
活
か
し
て

生
活
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

高
橋　
東
京
の
高
校
卒
業
後
、
進
学
で
北

海
道
に
来
ま
し
た
。
農
業
系
の
大
学
へ
進

学
し
、
大
学
院
で
は
キ
ノ
コ
の
研
究
を
し

て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
リ
ク
ル
ー
ト
北

海
道
じ
ゃ
ら
ん
に
入
社
し
、
観
光
を
通
じ

た
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
転
職
し
、
急
な
病
気
で
体
調

を
崩
し
、
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
入
院
し
て
い
た
横
浜
の

病
院
を
「
じ
ゃ
ら
ん
」
時
代
に
共
に
働
い

た
町
職
員
が
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
の
気
遣
い
が
う
れ
し
く
「
恩
返
し

が
し
た
い
」
と
思
い
立
ち
、
復
職
し
て
東

京
で
働
い
て
い
た
平
成
28
年
、
協
力
隊
の

募
集
を
聞
い
て
応
募
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

─
起
業
に
至
る
ま
で
の
取
組
は

石
井　
最
初
は
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
の
皆
さ
ん
と

関
係
を
深
め
、
定
住
を
考
え
る
よ
う
に
な

8月7日には佐々木学町長らが出席
して「くりとまる」の内覧会も開催

PROFILE
石井　翔馬（いしい・しょうま）さん
平成元年埼玉県川口市出身。神奈川県立保
健福祉大学栄養学科卒。病院の給食調理や
飲食店のマネジャーを経て、28 年地域お
こし協力隊員。管理栄養士、調理師、北海
道フードマイスターなどの資格も。30 歳。
高橋　毅（たかはし・つよし）さん
昭和 55 年神奈川県横浜市出身。酪農学園
大学酪農学科、北海道大学大学院農学部森
林資源学科卒。平成 16 年リクルート北海
道じゃらん入社。地域振興の企画などを担
当。28 年地域おこし協力隊員に。39 歳。

全国どこでも通用するモデルに─と意気
込みを語る石井さん（左）と髙橋さん（右）

栗山町のショールームを目標に
カフェとゲストハウスを開業

合同会社オフィスくりおこ（栗山町）　石井　翔馬さん 
　高橋　　毅さん

1

【リレーインタビュー】

胆振東部
　地震に学ぶ

災害対策

【リレーインタビュー】

ここで働く
ここで生きる

地域おこし
協力隊員のいま
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Relay Interview‹‹
る
に
は
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
仕
事
を
少

し
ず
つ
増
や
し
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
成
り
立
つ
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
村
と
協
議
を
進

め
て
、
平
成
28
年
6
月
に
「
一
般
社
団
法

人
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

─
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
の
主
な
活
動
は

　

設
立
目
的
と
し
て
「
地
域
住
民
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
と
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対

す
る
連
携
サ
ポ
ー
ト
等
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
」
を
定
款
に
掲
げ
ま
し
た
。
法
人
は

村
か
ら
学
習
塾
、
観
光
協
会
か
ら
事
務
を

受
託
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
の
施

設
を
改
修
し
た
「
繋
小
屋
」
を
活
動
拠
点

と
し
て
、
平
成
28
年
10
月
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
「
テ
イ
ル
ウ
ィ
ン
ド
」
と
、

学
習
塾
「
オ
ル
タ
ナ
」
を
始
動
し
ま
し

た
。
法
人
の
設
立
登
記
費
用
や
繋
小
屋
の

賃
料
と
光
熱
費
の
一
部
は
、
村
か
ら
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
に
無
い
モ
ノ
に
商
機
を
見
出
せ

─
カ
フ
ェ
の
反
響
は
い
か
が
で
す
か

　

テ
イ
ル
ウ
ィ
ン
ド
は
、
毎
週
水
曜
か
ら

土
曜
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
営

業
し
て
い
ま
す
。
村
内
産
の
小
麦
を
使
っ

た
パ
ス
タ
や
、
地
域
の
方
と
共
同
開
発
し

た
地
元
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
ス
ム
ー
ジ
ー
な

ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
予
約
が
あ
れ
ば

夜
も
営
業
し
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
知

名
度
も
上
が
り
、
お
客
さ
ん
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
村
外
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん
も

い
ま
す
。
繋
小
屋
全
体
で
は
、
村
か
ら
の

委
託
料
が
収
入
の
柱
で
す
。
新
た
な
雇
用

の
場
と
し
て
村
の
期
待
も
大
き
く
、
協
力

隊
員
の
後
輩
が
定
着
す
る
受
け
皿
に
な
る

運
営
を
意
識
し
て
い
ま
す
が
、
独
り
立
ち

は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
階
で
す
。

─
学
習
塾
の
空
白
地
帯
で
の
反
応
は

　

オ
ル
タ
ナ
で
は
、
高
校
受
験
に
向
け
て

英
語
と
数
学
を
中
心
に
学
校
の
宿
題
を
一

緒
に
解
く
こ
と
で
理
解
力
を
高
め
る
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
す
る
に
は
、
近
隣
の
町
を
含
め
た
広
域

的
な
展
開
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
都
会

で
は
当
た
り
前
で
も
、
地
方
に
は
無
い
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
が
１
１
０
０
人
台
の
初
山

別
村
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
は
厳
し
い
の

で
、
近
隣
市
町
村
の
方
も
利
用
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
と
ま
ち
づ
く
り
支
援
を
両
立

─
新
規
就
農
も
実
現
し
た
そ
う
で
す
ね

　

協
力
隊
員
時
代
に
5
年
後
、
10
年
後
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
実
現
に
向

か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
す
る
農
家
さ
ん

に
触
発
さ
れ
、
自
分
も
農
業
に
も
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
村
の

新
規
就
農
者
支
援
制
度
を
活
用
し
て
、
平

成
29
年
か
ら
千
代
田
地
区
の
農
家
で
指
導

を
受
け
、
こ
の
春
に
も
ち
米
農
家
と
し
て

独
立
し
ま
し
た
。
地
区
の
農
家
が
農
業
法

人
を
組
織
し
て
お
り
、
法
人
が
所
有
す
る

農
業
機
械
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
イ
ネ
の
苗
も
近
隣
の
農
家
か
ら
購
入

で
き
る
の
で
、
初
期
投
資
を
抑
え
て
新
規

就
農
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─
農
業
経
営
と
の
両
立
は
大
変
で
す
ね

　

協
力
隊
員
の
頃
か
ら
住
ん
で
い
る
村
営

住
宅
か
ら
農
地
に
通
っ
て
い
ま
す
。
3
・

8
㌶
の
田
畑
を
耕
す
た
め
、
早
い
日
は
午

前
5
時
に
農
作
業
を
始
め
ま
す
。
作
業
を

終
え
、
夕
方
か
ら
学
習
塾
で
子
ど
も
た
ち

に
教
え
た
り
、
別
の
日
は
サ
ー
ク
ル
活
動

に
参
加
し
た
り
と
い
う
生
活
で
す
。
最
初

か
ら
新
規
就
農
者
と
し
て
農
業
経
営
を
目

指
し
て
い
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
と
の
出
会
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
の
仕
事
を
通
じ
て
、　

村
内
外
の
人
た
ち
と
の
結
び
付
き
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
家
を
続

け
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取材メモから

　初山別村が平成 26 年に採用した5人の地域おこし協力隊員のうち、定住を実現
したのは佐古さんだけだ。それだけに周囲の期待も大きい。村の辨開淳美企画振
興室長は「限られた職員数で観光や移住・定住の促進などに振り向けられるマン
パワーには限りがある。小さな仕事を積み重ねていき〝まちまかない会社〟として
の役割を担ってほしい。行政とマッチワークスが車の両輪として地域活性化を目指
していきたい」と話す。一方、佐古さんは自立と継続の観点から農業との両立を選
択した。マッチワークスの活動をビジネスとして成立させるには、村外にも活動の
場を広げる必要がある。双方が描く軌跡は必ずしも一致しないが、迷いながらで
も目標に向けて一歩ずつ、着実に前進を続けていくことを心から応援したい。

コミュニティカフェ「Ｔａｉｌｗｉｎｄ」
は多世代交流の拠点として機能している
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人
口
約
１
１
０
０
人
の
初
山
別
村
─
出

会
い
の
き
っ
か
け
は
通
勤
電
車
で
見
た
1

枚
の
ポ
ス
タ
ー
だ
っ
た
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
だ
っ
た
佐
古
大
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
学
習
塾
を
併
設
し
た
多

世
代
交
流
拠
点
施
設
「
繋つ
な

小ご

屋や

」
を
運
営

す
る
一
般
社
団
法
人
マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
の

代
表
理
事
を
務
め
な
が
ら
、
も
ち
米
農
家

と
し
て
新
規
就
農
し
た
。
地
域
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
─
。
7
年
に
わ
た

る
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
た
。

山
手
線
で
出
会
っ
た
ポ
ス
タ
ー

─
協
力
隊
員
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
は

　

札
幌
か
ら
東
京
の
大
学
、
大
学
院
に
進

み
、
卒
業
後
は
道
内
で
就
職
を
希
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
当
時
は
就
職
氷
河
期
で
し

た
。
幸
い
東
京
電
力
に
就
職
し
、
建
築
技

術
者
と
し
て
、
主
に
原
子
力
発
電
所
の
維

持
補
修
や
修
繕
計
画
の
策
定
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
仕
事
で
は
、
原
発
が
あ
る
過

疎
地
域
が
都
市
へ
の
電
力
供
給
を
担
っ
て

い
る
現
実
を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
で
し
た
。
通
勤
中
に
Ｊ
Ｒ
山

手
線
の
車
内
で
初
山
別
村
が
作
成
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
見

て
、
隊
員
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。「
北
海
道
に
帰
り
た
い
」
と
い

う
漠
然
と
し
た
思
い
が
「
帰
ろ
う
」
と
い

う
決
意
に
替
わ
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
自
分

を
含
む
協
力
隊
員
の
同
期
5
人
全
員
が
、

こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
応
募
し
た

こ
と
を
後
に
知
り
ま
し
た
。

─
初
山
別
村
に
住
ん
で
み
た
印
象
は

　

私
自
身
は
、
着
任
当
初
か
ら
任
期
終
了

も
住
み
続
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
生
活
し
て
み
て
、
住
民

同
士
の
距
離
が
と
て
も
近
い
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
着
任
3
日
目
か
ら
、
ホ
タ
テ
稚

貝
の
出
荷
や
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
て
歩

き
、
村
で
唯
一
の
無
形
文
化
財
「
有
明
獅

子
舞
」
の
復
活
と
伝
承
活
動
に
携
わ
っ
た

り
、
閉
校
し
た
旧
豊
岬
小
学
校
の
校
舎
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
り
す
る
中

で
、
住
民
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。

「
繋
小
屋
」
を
住
民
の
交
流
拠
点
に

─
初
山
別
村
で
感
じ
た
地
域
の
課
題
は

　

協
力
隊
員
と
し
て
活
性
化
に
取
り
組
む

中
で
、
基
幹
産
業
の
農
漁
業
は
担
い
手
不

足
が
慢
性
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
一
方
で
住
民
の
交
流
拠
点
が
少
な

く
、
商
店
や
医
療
機
関
も
少
な
い
の
で
車

を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者

は
、
生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
習
塾
な
ど
、
小
中
学
校
の
授
業
を

補
完
す
る
よ
う
な
環
境
が
無
い
と
い
う
現

状
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
課
題
を
解
決
す

カフェと学習塾を併設した繋小屋。村の施
設を改修してオープンした

【リレーインタビュー】

ここで働く
ここで生きる

地域おこし
協力隊員のいま

PROFILE
佐古　大（さこ・ひろし）さん
昭和 53 年札幌市出身。東京工業大学
大学院卒業後、東京電力入社。平成
26 年初山別村の地域おこし協力隊員
に。28 年6月に一般社団法人マッチ
ワークスを設立し、代表理事に就任
した。今年4月には、もち米農家と
して農業経営にも乗り出した。41 歳。

都会では当たり前でも、地方
には無いサービスや商品をビ
ジネスに─と語る佐古さん

東京から初山別へ─
地域の課題をビジネスで解決
一般社団法人マッチワークス（初山別村）　代表理事　佐古　大さん

2
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Relay Interview‹‹‹
企
業
組
合
で
有
島
武
郎
の
遺
思
を
継
ぐ

─
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は

　

平
成
24
年
11
月
に
は
「
ニ
セ
コ
フ
ー
ド

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
企
業
組
合
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
農
家
な
ど
個
人
組
合
員
16
人
と
特

定
組
合
員
の
企
業
2
社
の
出
資
を
受
け
ま

し
た
。
個
人
組
合
員
の
中
に
は
調
理
師
や

菓
子
職
人
、
飲
食
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま

す
。
業
務
に
応
じ
て
雇
用
契
約
を
結
ん
で

い
ま
す
。
出
資
者
の
農
家
に
は
、
原
料
米

を
高
値
で
買
い
取
る
こ
と
で
還
元
し
て
い

ま
す
。
25
年
3
月
に
協
力
隊
員
を
卒
業
し

て
組
合
の
事
業
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

─
会
社
で
は
な
く
企
業
組
合
で
す
か
？

　

ニ
セ
コ
町
で
は
大
正
11
年
、
小
説
家
の

有
島
武
郎
が
、
父
か
ら
受
け
継
い
だ
約
４

０
０
㌶
の
農
場
を
小
作
人
に
無
償
で
解
放

し
ま
し
た
。
町
内
に
は
、
今
も
「
自
主
自

立
」
と
「
相
互
扶
助
」
の
精
神
的
遺
産
が

受
け
継
が
れ
、
住
民
が
誇
り
に
し
て
い
ま

す
。
利
益
第
一
で
は
な
く
、
事
業
に
携
わ

る
個
人
や
法
人
の
考
え
を
尊
重
し
、
権
利

を
守
り
、
民
主
的
な
運
営
が
可
能
な
企
業

組
合
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
を
重
ん
じ
た

有
島
の
考
え
に
近
い
と
思
い
ま
し
た
。

─
商
品
の
品
揃
え
が
豊
富
で
す
ね

　

平
成
24
年
12
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
ニ
セ
コ
駅

近
く
で
「
味み

楽ら
く

屡る

ゆ
き
や
」
を
開
業
し
ま

し
た
。
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
だ
っ
た
空
き
店
舗

を
購
入
し
、
菓
子
な
ど
の
製
造
工
場
と
販

売
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
や

そ
ば
な
ど
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
も
併
設
し

ま
し
た
。
現
在
は
米
粉
が
原
料
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
は
32
種
類
あ
り
、
地
酒
「
蔵
人

衆
」
の
酒
か
す
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
の
ほ
か

独
自
開
発
し
た
米
粉
の
う
ど
ん
や
パ
ス

タ
、
発
芽
玄
米
を
使
っ
た
そ
ば
、
グ
ル
テ

ン
・
ミ
ル
ク
・
エ
ッ
グ
フ
リ
ー
の
天
然
酵

母
米
食
パ
ン
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
人
気

商
品
の
揚
げ
ま
ん
じ
ゅ
う
「
ま
い
娘
」
は

中
華
料
理
の
点
心
を
ヒ
ン
ト
に
、
組
合
員

が
ア
イ
デ
ア
を
絞
っ
た
自
慢
の
商
品
で
す
。

ニ
セ
コ
の
米
粉
を
世
界
に
発
信
！

─
商
品
の
売
れ
行
き
は
い
か
が
で
す
か

　

店
頭
の
ほ
か
に
も
、
道
の
駅
・
ニ
セ
コ

ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
で
商
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
関
東
、
関
西
、
北
陸
に
も
発
送
し
て

い
ま
す
。
大
阪
の
安
全
食
品
の
専
門
ス
ー

パ
ー
か
ら
引
き
合
い
も
あ
り
、
ニ
セ
コ
の

米
粉
は
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
無
農
薬

栽
培
米
の
「
合
鴨
農
法
ゆ
め
ぴ
り
か
」
も

首
都
圏
を
中
心
に
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

─
食
の
安
全
へ
の
関
心
は
高
い
で
す
ね

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
は
じ
め
、
安
全
で

安
心
な
食
を
求
め
る
市
場
は
、
国
内
外
で

急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
取

組
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機

構
）
の
国
際
情
報
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
台
湾
の
料
理
人
や
仕
入
れ
業
者
で

組
織
す
る
、
中
華
日
式
料
理
発
展
協
会
の

永
連
生
理
事
長
と
も
情
報
交
換
を
進
め
て

い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
ハ
ラ
ル
食
な

ど
、
宗
教
面
で
も
食
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
消
費
者
に
向

け
た
正
確
な
情
報
発
信
も
大
切
で
す
。
虫

食
い
が
あ
る
有
機
野
菜
は
安
全
だ
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
。
農
家
と
消
費
者
の
間
に
立
っ

て
仕
事
を
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

取材メモから

　欧米ではCSA（地域支援型農業）と呼ばれる、新しい農業システムが普及してい
る。消費者が農産物の代金を前払いし、生産者が直接販売する仕組みだ。しかし、生
産地と消費地に物理的・心理的な距離がある日本では、この仕組みが育ちにくいとい
う。生産地に住む消費者だけでは生産者を支えられない。齋藤さんは都会に住む消費
者と顔の見える関係を築きながら、共に支え合う農業の姿を目指している。有島武郎
が遺した相互扶助の精神が原点にある。一方で低価格を前面に打ち出し、流通大手が
しのぎを削る都会で渡り合うには商品力が欠かせない。農産物の生産から商品の製
造、販売まで一貫し手掛けることで生み出される「安全」と「安心」は、熾烈な競争
を勝ち抜き、生産者と消費者の相互扶助を実現する原動力になるだろう。

中華日式料理発展協会の永連生理事長と情
報交換（今年1月、札幌で）

平成 24 年にオープンしたニセコ味楽屡ゆきや。
手前は物販スペース。奥はカフェになっている
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大
正
時
代
の
小
説
家
・
有
島
武
郎
の
農

地
解
放
宣
言
か
ら
今
年
で
97
年
─
。
ニ
セ

コ
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
第
1
期
生

の
齋
藤
行
哉
さ
ん
は
、
ニ
セ
コ
フ
ー
ド
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
企
業
組
合
を
立
ち
上
げ
、
町

内
産
の
米
粉
を
原
料
と
す
る
商
品
製
造
と

販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
有
島
が
こ
の

地
で
掲
げ
た
「
自
主
自
立
」
と
「
相
互
扶

助
」
の
理
念
を
原
点
と
し
て
、
安
全
・
安

心
な
農
産
物
や
食
品
の
提
供
を
通
じ
て
、

生
産
者
と
都
市
に
住
む
消
費
者
が
共
に
支

え
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
新
し
い
農
業
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

あ
の
“
牛
肉
偽
装
事
件
”
を
転
機
に

─
食
の
安
全
・
安
心
と
の
関
わ
り
は

　

農
業
資
材
メ
ー
カ
に
勤
め
、
肥
料
や
農

薬
を
扱
っ
て
い
た
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん

の
苦
労
や
農
業
の
実
情
を
知
り
、
食
の
安

全
に
も
人
一
倍
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
18
年
に
道
内
で
牛
肉
偽
装
事
件

が
発
覚
し
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
自
分

で
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
提
供
し
た
い

と
考
え
始
め
ま
し
た
。
札
幌
で
米
穀
店
や

飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
友
人
か
ら
「
近

く
に
大
型
商
業
施
設
が
で
き
る
。
知
恵
を

貸
し
て
欲
し
い
」
と
相
談
を
受
け
、
有
機

栽
培
米
を
使
っ
た
米
粉
を
商
品
化
す
る
お

手
伝
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

─
協
力
隊
員
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
は

　

平
成
22
年
に
テ
レ
ビ
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
制
度
を
知
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
と
ニ
セ
コ
町
の
募
集
情
報
が

目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
特
産
品
開
発
を
担
当
す
る
人
材
を
求
め

て
い
る
の
を
知
り
、
応
募
を
決
意
し
ま
し

た
。
選
考
中
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま

し
た
。
採
用
が
決
ま
っ
て
23
年
5
月
に
着

任
し
て
み
る
と
、
町
内
に
住
む
多
く
の
外

国
人
が
国
外
に
避
難
し
、
普
段
は
外
国
人

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
比
羅
夫
地
区
が
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
に
閑
散
と
し
て
い
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
米
粉
製
品
の
開
発

─
ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
か

　

町
は
協
力
隊
員
の
第
1
期
生
と
し
て
私

を
含
む
3
人
を
採
用
し
ま
し
た
。
57
歳

だ
っ
た
私
が
最
年
長
で
す
。
農
政
課
に
配

属
さ
れ
、
地
元
産
米
を
原
料
に
米
粉
を
製

造
し
て
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
る
と
い
う

プ
ラ
ン
は
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
に
米
粉

の
製
造
施
設
は
無
く
、
原
料
米
を
入
手
す

る
方
法
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は

2
年
の
任
期
で
す
。
余
裕
な
ん
て
あ
り
ま

せ
ん
。
休
日
も
昼
夜
も
関
係
な
し
。
稲
作

農
家
を
訪
ね
回
り
、
何
と
か
米
の
調
達
先

を
確
保
し
て
、
8
月
に
は
米
粉
の
製
造
を

始
め
ま
し
た
。
11
月
に
は
保
健
所
の
許
可

を
得
て
、
町
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
製
造
に
着
手
し
ま
し
た
。

─
後
輩
隊
員
に
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

協
力
隊
の
任
期
は
、
私
た
ち
の
こ
ろ
は

2
年
で
し
た
。
現
在
は
3
年
で
す
が
、
地

域
に
定
着
し
て
起
業
を
考
え
る
な
ら
、
3

年
で
も
短
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
普
通
に
事
業
を
立
ち
上
げ
る
に

は
、
開
業
ま
で
の
間
に
多
く
の
資
金
が
必

要
で
す
が
、
協
力
隊
員
は
報
償
費
や
活
動

費
を
も
ら
い
な
が
ら
戦
略
を
練
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
夢
を
実
現
す
る
こ
と
だ
け
を

考
え
て
、
ひ
た
む
き
に
前
進
す
る
こ
と
で

道
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

【リレーインタビュー】

ここで働く
ここで生きる

地域おこし
協力隊員のいま

PROFILE
齋藤　行哉（さいとう・ゆき
や）さん　昭和 29 年帯広市
出身。大手農業資材メーカの
北海道支社勤務を経て、平成
23 年5月ニセコ町地域おこ
し協力隊員に採用。24 年 11
月ニセコフードコミッション
企業組合を設立。25 年3月
に協力隊員を卒業。65 歳。

食の安全に対する関心はますま
す高まる─と語る齋藤さん

生産者と消費者の相互扶助を
57歳で挑んだ米粉製品の開発

ニセコフードコミッション企業組合　理事長　齋藤　行哉さん
3
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Relay Interview‹‹‹‹
己
資
金
に
加
え
て
補
助
制
度
を
最
大
限
に

活
用
し
ま
し
た
。
店
舗
兼
作
業
場
に
し
て

い
る
農
業
用
Ｄ
型
ハ
ウ
ス
は
、
平
成
30
年

に
隣
接
す
る
農
場
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
用
の
靴
が
大
ヒ
ッ
ト

─
手
掛
け
て
い
る
革
製
品
の
特
色
は

　

私
が
取
り
扱
っ
て
い
る
全
て
の
革
製
品

が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
あ
り
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
で
あ
る
こ
と
で
す
。
注
文
が
あ
る
と

お
客
様
か
ら
聞
い
た
サ
イ
ズ
や
希
望
す
る

デ
ザ
イ
ン
を
作
家
に
伝
え
、
数
カ
月
程
度

で
製
品
に
し
ま
す
。
原
料
の
エ
ゾ
シ
カ
皮

は
、
自
分
が
狩
猟
で
手
に
入
れ
る
た
め
、

大
量
生
産
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
め
し
た
革

の
模
様
や
質
感
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
同
じ

物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
で
は

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
と
も
言
え
ま
す
。

─
最
近
人
気
の
商
品
は
あ
り
ま
す
か

　

赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
履
く
“
フ
ァ
ー
ス

ト
シ
ュ
ー
ズ
”
を
テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上

げ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
放
送
後
に
注
文

が
殺
到
し
、
今
で
も
1
年

待
ち
の
状
況
で
す
。
エ
ゾ

シ
カ
革
は
非
常
に
柔
ら
か

く
、
足
に
も
優
し
い
の

で
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
最
適

な
材
質
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
の
生
命
を
忘
れ
な
い
で

─
仕
事
に
取
り
組
む
上
で
の
ポ
リ
シ
ー
は

　

全
て
の
製
品
で
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
場
所

を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
製
品
が
生
き
て
い
た
も
の
か

ら
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
お
客
様
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た

ア
イ
デ
ア
で
す
。
捕
獲
場
所
は
エ
ゾ
シ
カ

が
生
き
て
い
た
所
で
す
。
お
客
様
に
は
エ

ゾ
シ
カ
が
こ
の
地
で
生
き
て
い
た
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

─
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
は
魅
力
的
で
す

　

製
品
は
全
て
自
然
の
素
材
で
す
。
通
常

は
皮
を
な
め
す
作
業
に
は
、
化
学
薬
品
を

使
い
ま
す
が
、
私
は
昔
か
ら
北
海
道
で
使

わ
れ
て
き
た
カ
シ
ワ
の
樹
皮
か
ら
抽
出
し

た
タ
ン
ニ
ン
を
使
っ
て
い
ま
す
。
カ
シ
ワ

は
十
勝
地
方
に
多
く
自
生
し
て
い
る
の
で

容
易
に
調
達
で
き
ま
す
が
、
作
業
に
は
2

カ
月
を
要
す
る
の
で
、
こ
れ
も
大
量
生
産

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
に
も
環
境
に
も
負

荷
を
与
え
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

獲
物
の
全
て
を
使
い
切
り
た
い

─
自
分
で
エ
ゾ
シ
カ
を
仕
留
め
る
理
由
は

　

他
の
ハ
ン
タ
ー
が
仕
留
め
た
エ
ゾ
シ
カ

を
集
め
て
、
大
量
の
皮
を
な
め
せ
ば
、
よ

り
多
く
の
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
、
ハ
ン
タ
ー
は
皮
を
使
う
た

め
に
エ
ゾ
シ
カ
を
仕
留
め
て
い
る
の
で
は

な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
獲
物
の
扱
い
が

雑
に
な
り
ま
す
。
2
倍
の
エ
ゾ
シ
カ
を
入

手
で
き
た
と
し
て
も
、
製
品
に
で
き
る
皮

は
半
分
ほ
ど
に
止
ま
り
ま
す
。
む
し
ろ
コ

ス
ト
が
増
大
す
る
だ
け
で
す
。
自
分
で
皮

を
利
用
す
る
た
め
に
仕
留
め
れ
ば
、
9
割

以
上
の
皮
を
利
用
で
き
ま
す
。「
自
然
か

ら
い
た
だ
い
た
も
の
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
狩
猟
で
得
た
獲
物
を
全
て
使
い
切
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の

手
が
届
く
範
囲
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

─
今
後
の
展
望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
活
を
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
エ

ゾ
シ
カ
革
製
品
を
通
じ
て
、
自
然
の
魅
力

を
お
客
様
に
伝
え
、
そ
れ
に
応
じ
て
収
入

を
い
た
だ
け
る
の
が
理
想
で
す
。
店
舗
の

周
辺
に
は
、
観
光
客
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト

が
点
在
し
て
お
り
、
観
光
客
を
乗
せ
た
車

も
多
く
通
過
し
て
い
ま
す
。
革
製
品
を
販

売
す
る
傍
ら
、
飲
食
店
の
経
験
が
あ
る
妻

を
中
心
に
カ
フ
ェ
を
運
営
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
住
民
も
集
ま
れ
る
場
所
に
し
て
、
も
っ

と
エ
ゾ
シ
カ
の
革
製
品
の
魅
力
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

取材メモから

　道の推定によると道南部（後志・渡島・檜山）には3〜13 万頭（参考値）、道南を
除く道東部・道西部には 66 万頭のエゾシカが生息している。ピーク時に比べて減少傾
向にあるが、農林業被害は依然として深刻なレベルにある。駆除されたエゾシカの大
半は廃棄物として処理されているのが現状で、食肉の流通や皮革の活用は長年の課題
だ。だが、高度な技術を要する皮革加工を産業のレベルにまで拡大することは難し
い。だからこそ、自然と地域に根差した〈生業〉として持続する意義は大きい。長谷
さんの手による丹念な加工が付加価値を生み、生物の命を奪うことで成り立つ現代の
暮らしを再認識する機会を提供している。地域発の持続可能なビジネスモデルとして
多くの成果をもたらすことが期待されている。

十勝の大地で生きるエゾシカに
感謝の思いを込めて製品化する
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平
成
29
年
に
池
田
町
で
エ
ゾ
シ
カ
の
革

製
品
を
製
造
・
販
売
す
る
「
Ｅ
Ｚ
Ｏ 

Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
（
エ
ゾ
・

レ
ザ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
）」
を
起
業
し
た
の

は
、
北
海
道
で
の
狩
猟
生
活
を
夢
み
る
一

人
の
青
年
だ
。
自
ら
年
間
１
０
０
頭
の
エ

ゾ
シ
カ
を
仕
留
め
、
解
体
し
、
そ
の
皮
を

な
め
す
─
。
作
業
に
必
要
な
技
術
は
３
年

間
に
わ
た
る
独
学
で
身
に
着
け
た
。
丹
念

な
作
業
か
ら
生
ま
れ
る
製
品
は
、
全
国
的

に
も
高
い
人
気
を
誇
る
。
皮
革
加
工
に
か

け
る
思
い
を
長
谷
耕
平
さ
ん
に
聞
い
た
。

狩
猟
を
生
業
に
─
池
田
町
に
移
住

─
池
田
町
に
移
住
し
た
動
機
と
は

　

以
前
は
群
馬
県
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
を

建
設
す
る
工
務
店
で
大
工
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。
池
田
町
が
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
処

理
施
設
で
働
く
職
員
を
募
集
し
て
い
る
と

の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
ハ
ン
タ
ー
を

生
業
に
し
た
い
─
と
い
う
夢
を
か
な
え
る

た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
平

成
28
年
か
ら
3
年
間
、
期
限
付
き
職
員
と

し
て
処
理
施
設
で
働
き
ま
し
た
。

─
独
立
後
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

　

平
成
29
年
に
「
Ｅ
Ｚ
Ｏ 

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ

Ｅ
Ｒ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
を
設
立
し
、
池
田

町
や
周
辺
で
仕
留
め
た
エ
ゾ
シ
カ
の
皮
を

な
め
し
、
全
国
各
地
の
革
製
品
作
家
に
製

品
化
し
て
も
ら
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
靴
や
か
ば
ん
が
売
れ
筋
で

す
。
他
に
も
エ
ゾ
シ
カ
肉
を
飲
食
店
や
個

人
の
お
客
様
に
販
売
し
た
り
、
有
害
鳥
獣

駆
除
を
仕
事
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

技
術
の
習
得
が
起
業
の
準
備
に

─
会
社
を
始
め
る
ま
で
の
道
程
は

　

年
間
１
０
０
頭
程
度
の
エ
ゾ
シ
カ
を
捕

獲
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ゾ
シ
カ
を
解
体
し

て
、
採
取
し
た
皮
を
な
め
す
の
が
メ
ー
ン

の
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
池
田
町
に
移
住

す
る
ま
で
動
物
を
解
体
し
た
こ
と
は
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
の
年
か
ら

年
間
３
０
０
〜
４
０
０
頭
の
エ
ゾ
シ
カ
の

解
体
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、
1
年
ほ

ど
で
解
体
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
革
製
品
に
欠
か
せ
な
い
皮
を

な
め
す
技
術
も
必
要
で
す
。
皮
な
め
し
の

工
程
は
、
移
住
後
に
独
学
で
習
得
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
の
起
業
準
備
は
、
狩
猟

と
皮
を
な
め
す
技
術
を
会
得
す
る
こ
と
で

し
た
。
協
力
隊
員
と
し
て
給
料
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
う
し
た
技
術
を
身
に
付
け

ら
れ
た
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

─
会
社
を
創
業
す
る
資
金
の
確
保
は

　

協
力
隊
員
を
3
年
間
務
め
、
任
期
終
了

後
に
そ
の
町
で
起
業
す
る
と
、
国
か
ら
１

０
０
万
円
の
補
助
金
が
出
ま
す
。
池
田
町

に
も
独
自
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
自

エゾシカ革製品が並ぶ。ふるさと
納税の返礼品になっている商品も

【リレーインタビュー】

ここで働く
ここで生きる

地域おこし
協力隊員のいま

PROFILE
長谷　耕平（はせ・こうへい）さん
昭和 60 年東京都調布市出身。上智大
卒。群馬県の工務店に木造住宅建築
の技術者として勤務。平成 28 年4月
池田町の地域おこし協力隊員として
採用。29 年6月に移住し、ＥＺＯ 
ＬＥＡＴＨＥＲ ＷＯＲＫＳを設立。
31 年3月に地域おこし協力隊の任期
を終えて独立した。33 歳

自然と関わりながら生活する喜び
を感じています─と語る長谷さん

エゾシカ皮革に込めた思い
狩猟を生業に北海道で暮らす
ＥＺＯ ＬＥＡＴＨＥＲ ＷＯＲＫＳ（池田町）　代表　長谷　耕平さん
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化
し
ま
し
た
。
国
の
支
援
物
資
は
、
道
の

集
積
拠
点
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら

必
要
な
物
資
を
引
き
出
す
の
は
被
災
し
た

市
町
村
で
す
が
、
道
は
発
災
当
日
か
ら
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
被
災
地
へ
送
り
出
そ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
道
危
機
対
策
課
の
職

員
は
、
本
学
が
行
っ
て
い
る
厳
冬
期
の
避

難
所
訓
練
に
も
参
加
し
、
冷
た
い
床
で
寝

る
危
険
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
、
防
災
協
定
に
基

づ
き
、
要
請
を
受
け
た
段
ボ
ー
ル
業
者
が

製
造
し
ま
す
。
道
内
で
は
3
日
間
で
2
万

床
を
供
給
で
き
る
体
制
で
し
た
が
、
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
影
響
で
全
て
の
業
者
が

製
造
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
経
産
省

は
、
本
学
が
研
究
用
と
し
て
備
蓄
し
た
４

０
０
台
を
買
い
取
る
な
ど
、
合
計
１
４
０

０
台
を
か
き
集
め
、
発
災
4
日
目
の
9
月

10
日
に
は
、
多
く
の
避
難
者
が
ベ
ッ
ド
で

寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
は
、
市
町
村

ご
と
に
人
口
の
1
％
程
度
を
用
意
す
る
分

散
型
備
蓄
が
理
想
的
で
す
。
災
害
訓
練
用

の
資
材
と
し
て
準
備
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

各
地
で
避
難
所
展
開
訓
練
が
で
き
ま
す
。

　

え
り
も
町
立
え
り
も
小
学
校
が
開
い
た

「
一
日
防
災
学
校
」
で
は
、
授
業
の
中

で
、
児
童
が
実
際
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を

組
み
立
て
ま
し
た
。
保
護
者
が
参
観
し
、

自
主
防
災
組
織
や
連
合
町
内
会
の
役
員
も

見
学
に
来
て
い
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う

時
、
５
０
０
台
の
ベ
ッ
ド
を
組
み
立
て
よ

う
と
す
る
と
、
市
町
村
職
員
だ
け
で
は
不

可
能
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
動

け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
避
難
所
が
進
化
す
る

　

厚
真
町
の
避
難
所
運
営
で
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
の
が
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
の
考
え

方
で
す
。
避
難
所
を
生
活
の
場
と
し
て
機

能
さ
せ
る
に
は
、
な
る
べ
く
顔
見
知
り
が

い
る
町
内
会
単
位
で
集
ま
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
こ
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
で
各
家

庭
の
リ
ビ
ン
グ
と
寝
室
を
作
る
。
ベ
ッ
ド

の
中
は
空
箱
で
、
私
物
を
収
納
で
き
ま

す
。
雑
魚
寝
の
場
合
よ
り
も
、
一
家
族
の

専
有
面
積
は
少
な
く
で
き
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
化
で
生
ま
れ
た
余
裕
を
活
か
し

て
、
食
事
を
す
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
設
け
ま

す
。
食
べ
る
所
と
寝
る
所
を
分
け
る
と
衛

生
環
境
が
向
上
し
ま
す
。
高
度
成
長
期
に

日
本
建
築
学
会
が
提
唱
し
た
「
食
寝
分

離
」
の
考
え
方
を
、
避
難
所
に
応
用
し
た

も
の
で
す
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
は
人
が
集
ま

る
の
で
テ
レ
ビ
を
置
き
ま
す
が
、
明
か
り

が
ベ
ッ
ド
側
に
届
か
な
い
向
き
に
す
る
な

ど
の
配
慮
も
必
要
で
す
。
車
椅
子
が
通
れ

る
2
㍍
幅
の
動
線
を
確
保
し
た
り
、
要
配

慮
者
の
ベ
ッ
ド
は
、
ト
イ
レ
ま
で
の
動
線

が
短
く
、
人
通
り
が
少
な
い
静
か
な
場
所

に
し
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

厚
真
町
の
避
難
所
で
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
導
入
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
円
滑
に
進
ん
だ

の
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
班
の
一
員

と
し
て
、
宮
城
県
の
石
巻
赤
十
字
病
院
か

ら
、
東
日
本
大
震
災
で
陣
頭
指
揮
を
執
っ

た
植
田
信
策
副
院
長
が
加
わ
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。
医
師
の
立
場
で
「
ベ
ッ
ド
化
は

災
害
関
連
死
を
抑
制
す
る
」
と
訴
え
、
避

難
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
避
難
所
で
の
生
活
の

質
を
左
右
し
ま
す
。
石
巻
班
が
来
た
こ
と

で
う
ま
く
で
き
た
偶
然
を
、
今
後
は
必
然

と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可
欠

で
す
。
ま
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
は
普
及
し
て
い
な

い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
に
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
始
ま
り
ト
イ
レ
に
終
わ
る

　

外
部
か
ら
の
支
援
が
届
く
前
の
「
超
急

性
期
」
に
最
も
必
要
な
施
設
は
ト
イ
レ
で

す
。
発
災
か
ら
数
時
間
後
の
時
点
で
ト
イ

レ
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。
停
電
や
断
水

で
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
状
況
を
想
定

し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
っ
て

い
る
か
確
認
し
、
想
定
避
難
者
の
男
女
比

や
、
要
配
慮
者
の
数
に
見
合
っ
た
、
災
害

時
の
ト
イ
レ
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
す
。

　

市
町
村
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
災
害
時

に
仮
設
ト
イ
レ
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
設
置
ま
で
に
早
く
て
も
半

日
は
か
か
り
ま
す
。
食
事
や
睡
眠
よ
り
も

排
せ
つ
を
我
慢
す
る
こ
と
で
、
避
難
者
の

健
康
状
態
は
一
気
に
悪
化
し
ま
す
。
衛
生

環
境
も
劣
悪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
は
「
避
難
所
生
活
は
ト
イ
レ
に
始
ま

り
、
ト
イ
レ
に
終
わ
る
」
と
訴
え
て
い
ま

す
。
避
難
所
で
は
、
衣
食
住
全
て
が
必
要

で
す
が
、
優
先
順
位
の
第
一
は
ト
イ
レ
で

す
。
避
難
所
の
現
場
で
市
町
村
職
員
が
ト

大学の体育館を使った厳冬期の避難所演習で段ボールベッドの
組み立てを解説する根本教授（写真手前）
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Interview

根本　昌宏氏
（ねもと・まさひろ）
日本赤十字北海道看護大学　
看護薬理学領域教授
災害対策教育センター長

胆
振
東
部
地
震
か
ら
１
年
─
見
え
て
き
た
課
題
と
次
へ
の
備
え
●１

　
大
規
模
災
害
に
よ
る
長
い
避
難
生
活
は
、
つ
ら
く
苦
し
く
、
住
民
の
心
と
体
の

健
康
を
む
し
ば
ん
で
き
た
─
。
被
災
者
が
前
向
き
に
生
活
再
建
や
マ
チ
の
復
興
へ

と
進
ん
で
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
避
難
所
は
、
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た

人
た
ち
を
守
り
、
癒
や
す
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
─
。

避
難
生
活
の

質
的
向
上
を
図
る

進
化
す
る
『
令
和
型
』
避
難
所
運
営

　

大
き
な
災
害
が
起
き
る
た
び
に
、
日
本

の
避
難
所
運
営
は
着
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
後
に
は
、
基
礎
自

治
体
任
せ
だ
っ
た
避
難
所
対
策
で
、
国
に

よ
る
〈
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
〉
が
始
ま
り
ま

し
た
。
28
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
災
害
関

連
死
が
２
１
５
人
に
上
り
、
助
か
っ
た
は

ず
の
命
が
な
ぜ
失
わ
れ
た
の
か
、
熊
本
県

が
独
自
に
検
証
し
、
そ
の
結
果
は
災
害
関

連
死
を
減
ら
す
こ
と
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
災
害
で
は
、
避
難
は
命
を

守
る
た
め
で
し
た
が
、
令
和
型
の
災
害
対

策
に
は
、
助
か
っ
た
人
た
ち
の
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
災

害
が
起
こ
る
前
に
は
元
気
だ
っ
た
は
ず
の

高
齢
者
が
、
要
介
護
に
な
る
よ
う
な
避
難

生
活
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
9
月
の
胆
振
東
部
地
震
で
は
、
被

災
し
た
厚
真
、
安
平
、
む
か
わ
の
3
町

が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
発
揮
し
頑
張
り
ま

し
た
。
好
事
例
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
道
の
地
震
検
証
報
告
書
に
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
お
り
、
他
の
市
町
村
も
前
例

に
学
び
、
将
来
に
生
か
す
こ
と
が
、
今
回

の
地
震
で
亡
く
な
っ
た
44
人
の
命
の
重
さ

を
受
け
止
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

胆
振
東
部
地
震
と
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を

経
験
し
た
道
内
の
市
町
村
が
な
す
べ
き
こ

と
は
、
地
域
防
災
計
画
が
絵
に
描
い
た
餅

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
い
ま
一
度
ひ
も
と

く
こ
と
で
す
。
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
で
初
動
態
勢
が
一
変
し
ま

す
。
特
に
冬
季
の
災
害
対
策
に
は
、
修
正

が
必
要
な
部
分
が
多
い
は
ず
で
す
。

　

ト
イ
レ
の
Ｔ
、
キ
ッ
チ
ン
の
Ｋ
、
ベ
ッ

ド
の
Ｂ
と
い
う
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
」
が
避
難
所
生

活
の
質
的
向
上
に
必
要
な
要
素
で
す
。
Ｔ

Ｋ
Ｂ
を
整
え
る
こ
と
を
計
画
に
盛
り
込
み

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
外
を
〈
想
定

内
〉
に
し
て
い
く
作
業
が
重
要
で
す
。

ベ
ッ
ド
が
被
災
者
の
表
情
を
変
え
る

　

避
難
生
活
が
3
日
を
超
え
る
と
、
生
活

の
場
と
な
る
避
難
所
は
、
避
難
者
の
尊
厳

が
守
ら
れ
る
場
所
と
な
る
べ
き
で
す
。
住

ん
で
い
た
家
が
壊
れ
る
な
ど
、
大
き
な
心

の
傷
を
抱
え
た
被
災
者
に
は
、
最
大
限
の

ケ
ア
が
必
要
で
す
。
被
災
し
た
人
が
、
避

難
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
生
活
を
強

い
ら
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
で
は
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

伴
う
動
作
が
減
り
、
や
が
て
歩
け
な
く
な

り
、
一
人
で
ト
イ
レ
や
食
事
を
取
り
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

生
活
不
活
発
病
と
呼
ば
れ
、
体
力
の
低
下

よ
り
も
、
避
難
所
で
長
期
間
、
雑
魚
寝
を

続
け
る
こ
と
で
生
じ
る
意
欲
の
低
下
が
大

き
な
原
因
で
す
。
保
健
師
な
ど
の
支
援
者

と
話
を
す
る
時
、
床
に
座
っ
て
い
る
避
難

者
は
見
下
ろ
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ベ
ッ
ド
に
腰
を
掛
け
、
目
線
が
高

く
な
る
だ
け
で
、
避
難
者
の
表
情
が
劇
的

に
変
わ
り
ま
す
。
周
り
と
の
会
話
も
増

え
、
住
民
が
協
働
し
て
生
活
の
場
を
作
り

上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

胆
振
東
部
地
震
で
国
が
実
施
し
た
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
で
良
か
っ
た
の
は
、
経
済
産

業
省
に
よ
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
緊
急
輸

送
で
す
。
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
か
ら
本
格
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Interview

岡田　弘氏
（おかだ・ひろむ）
北海道大学名誉教授
特定非営利活動法人　環境防災
総合政策研究機構（ＣｅＭＩ）理事

胆
振
東
部
地
震
か
ら
１
年
─
見
え
て
き
た
課
題
と
次
へ
の
備
え
●２

　
火
山
の
麓
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
火
山
観

測
が
無
い
１
０
０
年
前
は
、
何
も
で
き
ず
に
た
だ
死
ん
で
し
ま
う
時
代
だ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
君
た
ち
だ
っ
て
大
事
な
人
を
救
え
る
存
在
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
─
。

防
災
文
化
の

創
造
を
目
指
し
て

火
山
災
害
で
も
あ
る
胆
振
東
部
地
震

　

国
内
で
戦
後
に
発
生
し
た
死
者
10
人
以

上
の
地
震
災
害
の
中
で
、
胆
振
東
部
地
震

は
地
震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
が
6
・
7
と
最
も
小
さ
い
グ
ル
ー

プ
に
入
り
ま
す
。
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
人

的
被
害
は
少
な
く
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
原
因
は
大
規
模
な
山
地
の
崩
壊
で

す
。
今
回
の
地
震
は
深
さ
20
〜
30
㌔
に
あ

る
長
さ
14
㌔
・
幅
16
㌔
の
逆
断
層
が
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。
地
下
で
は
断
層
面
を
境

に
東
側
が
約
1
・
3
㍍
せ
り
上
が
り
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
山
地
崩
壊
の
多
発
し
た

地
域
を
直
撃
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
9
千
年
前
に
樽
前

山
が
誕
生
し
た
時
期
に
噴
出
し
た
「
Ｔ
ａ

－
d
」
と
呼
ぶ
厚
さ
約
1
㍍
の
降
下
軽
石

が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
１
６
６
７
年
噴
火

に
伴
う
軽
石
層
も
あ
り
ま
す
。
未
固
結
の

状
態
に
あ
る
軽
石
層
が
２
Ｇ
近
い
加
速
度

が
あ
る
強
震
動
で
瞬
間
的
に
ド
ン
と
跳
ね

上
が
り
、
バ
サ
ッ
と
斜
面
を
崩
れ
落
ち
て

住
宅
な
ど
を
巻
き
込
み
ま
し
た
。
２
Ｇ
を

超
え
る
と
地
表
の
物
体
は
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
厚
真
町
で
は
、
大
雨
や
普
通
の
地

震
で
崩
れ
そ
う
に
も
な
い
緩
斜
面
や
丘
陵

で
も
大
き
な
崩
壊
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

4
万
6
千
年
前
の
支
笏
カ
ル
デ
ラ
形
成

時
の
火
砕
流
堆
積
物
は
、
札
幌
の
南
西
部

に
も
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部

は
高
温
と
荷
重
で
溶
結
凝
灰
岩
と
い
う
岩

石
に
な
り
「
札
幌
軟
石
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。　

未
固
結
の
堆
積
物
の
末
端
域
の
谷
地
形
を

埋
め
立
て
、
宅
地
を
造
成
し
た
地
域
で
、

液
状
化
の
被
害
が
集
中
し
ま
し
た
。
今
回

の
災
害
は
、
火
山
が
深
く
関
わ
る
「
火
山

災
害
」
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

胆
振
東
部
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
逆
断

層
の
西
に
は
、
美
唄
市
か
ら
日
高
町
ま
で

南
北
に
延
び
る
石
狩
低
地
東
縁
断
層
帯
が

あ
り
ま
す
。
1
千
〜
2
千
年
間
隔
で
地
震

が
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
9
千
年
前
に
「
Ｔ
ａ
－
ｄ
」
が
堆
積

し
て
以
降
、
こ
れ
だ
け
広
範
囲
で
山
地
の

崩
壊
が
発
生
し
た
痕
跡
は
見
ら
れ
ず
、
9

千
年
に
一
度
の
災
害
と
も
言
え
ま
す
。
人

間
の
一
生
に
比
べ
て
地
震
や
火
山
の
活
動

は
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
が
長
い
た
め
、
対
策

の
難
し
さ
が
あ
る
の
が
現
実
で
す
。

内
陸
型
地
震
と
道
東
沖
巨
大
地
震

　

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
８
年
の
福
井
地

震
（
Ｍ
7
・
1
）
か
ら
、
95
年
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
Ｍ
7
・
3
）
ま

で
の
47
年
間
は
、
大
地
震
が
比
較
的
少
な

い
〈
地
学
的
平
和
の
時
代
〉
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
高
度
成
長
に
伴
い
人
口
が
急
増

し
、
経
済
も
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
地

震
災
害
へ
の
備
え
を
欠
い
た
ま
ま
、
地
震

の
多
発
期
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
95

年
以
降
は
Ｍ
7
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
0
・
3

規
模
の
内
陸
型
地
震
が
続
発
し
て
い
ま

す
。
２
０
０
４
年
に
新
潟
県
中
越
地
震

（
Ｍ
6
・
8
）、
07
年
に
新
潟
県
中
越
沖
地

震
（
同
）、
08
年
に
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
（
Ｍ
7
・
2
）、
16
年
に
は
熊
本
地
震

（
Ｍ
7
・
3
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
地
震
で
は
、
建
物
の
倒
壊
や

土
砂
災
害
に
よ
り
10
〜
１
０
０
人
規
模
の

死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
大
阪

府
北
部
の
地
震
や
胆
振
東
部
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
現
在
は
こ
の
よ
う
な
内
陸
型

地
震
が
頻
発
す
る
時
期
に
あ
る
こ
と
を
意
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イ
レ
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ト
イ
レ
対
策
が
進
む
と
、
他
の
こ
と

に
も
目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
必
要
な
の
は
、
水
洗
ト
イ
レ
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
か
ぶ
せ
、
袋
の
中
に
排
せ
つ

す
る
タ
イ
プ
の
携
帯
ト
イ
レ
で
す
。
外
に

穴
を
掘
り
、
掘
っ
建
て
小
屋
の
ト
イ
レ
を

作
る
よ
り
も
、
屋
内
に
あ
る
個
室
の
ト
イ

レ
を
使
っ
た
方
が
落
ち
着
き
ま
す
。
超
急

性
期
に
お
い
て
も
、
人
数
に
応
じ
た
女
性

専
用
エ
リ
ア
を
設
け
、
安
心
し
て
使
え
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

携
帯
ト
イ
レ
は
、
市
町
村
が
多
め
に
備

蓄
し
、
訓
練
で
実
際
に
使
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
使
い
方
を
誤
る
と
、
水
が
使
え
な

い
災
害
時
は
掃
除
が
で
き
ず
、
ト
イ
レ
施

設
全
体
が
使
用
不
能
に
陥
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
性
期
に
は
、
携
帯
ト
イ
レ
の

使
い
方
を
説
明
し
た
り
、
手
洗
い
の
励
行

な
ど
、
衛
生
管
理
を
担
当
し
た
り
す
る
管

理
人
を
配
置
す
べ
き
で
す
。
市
町
村
職
員

に
は
余
裕
が
無
い
の
で
、
で
き
れ
ば
住
民

の
力
を
借
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
普
段
か

ら
地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
衛
生
班
を
設

け
て
お
く
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

適
温
食
の
確
保
は
お
祭
り
か
ら

　

胆
振
東
部
地
震
の
避
難
所
運
営
で
評
価

す
べ
き
点
は
食
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
被

災
地
で
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や
レ
ト
ル
ト

食
品
、
冷
た
い
お
に
ぎ
り
、
菓
子
パ
ン
な

ど
が
配
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
災

害
で
は
、
か
な
り
の
部
分
が
炊
き
出
し
で

賄
わ
れ
、
炊
き
た
て
の
ご
飯
が
提
供
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
に
伴
う
災
害
関
連
死
と
し
て

認
定
さ
れ
た
方
の
死
因
は
、
2
〜
3
割
が

心
不
全
な
ど
の
循
環
器
疾
患
で
し
た
。
強

い
ス
ト
レ
ス
環
境
の
下
で
、
支
給
さ
れ
た

カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
塩
分
を
過
剰
に
摂
取
す

る
と
血
圧
が
急
上
昇
し
、
心
不
全
や
心
筋

梗
塞
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

厚
真
町
で
は
、
商
工
会
関
係
者
を
中
心

に
「
炊
き
出
し
を
や
ろ
う
」
と
話
し
合

い
、
発
災
当
日
の
昼
に
は
炊
き
出
し
を
始

め
ま
し
た
。
そ
こ
に
災
害
派
遣
で
出
動
し

た
自
衛
隊
の
給
食
支
援
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る
避
難
所
だ
か
ら
こ

そ
、
日
常
に
近
い
適
温
食
を
提
供
す
る
こ

と
が
、
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
手
段
に
な
り

ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
い
冬
季
に
は
、
な
お

さ
ら
温
か
い
食
べ
物
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
市
町
村
に
よ
る
適
温
食
の
配
給
は
困

難
で
す
。
担
い
手
は
、
商
工
会
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
・
実
行
し
て
い
る
人
た
ち
で

す
。
彼
ら
は
炊
き
出
し
釜
の
使
い
方
も

知
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
お
祭
り
を
絶
や

さ
ず
、
元
気
な
地
域
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
、
災
害
へ
の
備
え
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
町
村
に
求
め
ら
れ
る
「
受
援
力
」

　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
災
者

支
援
の
た
め
に
万
単
位
の
支
援
者
が
全
国

か
ら
駆
け
付
け
て
き
ま
す
。
国
や
道
に
よ

る
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
も
、
災
害
の
経
験
を

積
み
強
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
市
町
村
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
外
部
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
「
受
援
力
」
で
す
。
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
や
自
衛
隊
な
ど
が

救
援
に
駆
け
付
け
て
も
、
市
町
村
が
そ
の

使
い
方
や
応
急
対
策
の
優
先
順
位
を
理
解

し
て
い
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
支
援
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
災
市
町

村
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
、
大
量
の
救
援

物
資
を
被
災
地
に
送
り
込
む
の
も
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
の
特
徴
で
す
。
受
け
入
れ
物

資
の
取
捨
選
択
や
在
庫
の
管
理
、
避
難
所

へ
の
配
布
方
法
な
ど
を
平
時
か
ら
計
画

し
、
訓
練
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
真
町
が
、
避
難
所
を
い
ち
早
く
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
化
で
き
た
の
も
、
適
切
な

受
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
行
動
し
た
か
ら
で

す
。
施
設
の
規
模
が
大
き
く
、
最
も
利
便

性
が
高
い
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
「
保
健

医
療
調
整
本
部
」
を
開
設
し
、
日
本
赤
十

字
社
の
救
護
班
な
ど
が
活
動
し
や
す
い
状

況
を
確
保
し
て
く
れ
た
ほ
か
、
道
が
被
災

地
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
提
供
し
よ
う
と

し
た
時
も
、
す
ぐ
に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

厚
真
町
は
、
早
く
か
ら
職
員
の
防
災
研

修
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
現

場
の
知
識
は
、
過
去
の
災
害
で
得
ら
れ
た

教
訓
に
学
ぶ
必
要
も
あ
り
ま
す
。
平
成
7

年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経

験
や
教
訓
を
伝
え
る
「
人
と
未
来
防
災
セ

ン
タ
ー
」（
神
戸
市
）
は
、
防
災
担
当
職

員
向
け
の
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
防
災
担
当
職
員
は
数
が
少
な

い
だ
け
で
な
く
、
気
象
警
報
が
出
る
た
び

に
召
集
さ
れ
る
な
ど
、
24
時
間
オ
ン
コ
ー

ル
状
態
に
あ
り
ま
す
。
職
員
の
負
担
は
大

き
く
、
同
じ
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
は
4

年
が
限
界
だ
と
思
い
ま
す
。
異
動
し
て
き

た
後
任
者
が
、
こ
う
し
た
研
修
に
参
加
し

続
け
る
こ
と
で
、
高
度
な
防
災
知
識
を
持

つ
職
員
が
増
え
、
災
害
対
応
に
強
い
市
町

村
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
計
画
ど
お
り
に
事
態
が

推
移
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
想
定
外

の
事
態
に
直
面
し
た
時
、
最
終
判
断
を
下

す
の
は
市
町
村
長
で
す
。
前
例
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
機
転
を
利
か
せ
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
活
用
し
て
現
場
を

動
か
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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す
が
、
何
か
の
き
っ
か
け
や
理
由
が
あ
れ

ば
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
期
間

の
取
組
を
続
け
る
こ
と
で
、
地
域
に
新
た

な
防
災
文
化
が
根
付
い
て
い
き
ま
す
。

避
難
情
報
だ
け
で
住
民
は
動
か
な
い

　

２
０
０
０
年
の
有
珠
山
噴
火
後
、
道
内

に
20
あ
る
活
火
山
（
北
方
領
土
除
く
）
は
、　

表
面
上
は
静
か
な
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
平
穏
な
時
代
が
続
く
と
、
災
害
経
験

の
無
い
市
町
村
職
員
が
増
え
て
き
ま
す
。

年
齢
構
成
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
20

年
前
に
災
害
を
経
験
し
た
新
人
職
員
も
今

は
40
代
。
そ
の
後
に
採
用
さ
れ
た
職
員
は

災
害
を
知
ら
ず
、
管
理
職
や
中
堅
と
し
て

災
害
を
経
験
し
た
世
代
は
、
退
職
の
時
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
起
こ
っ
て

い
な
い
災
害
は
忘
れ
去
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

防
災
意
識
や
市
町
村
の
取
組
に
は
、
地

域
差
が
あ
る
の
が
現
実
で
す
。
活
動
的
な

火
山
の
麓
に
あ
る
市
町
村
で
も
温
度
差
が

あ
り
ま
す
。
何
も
知
ら
ず
、
何
も
訓
練
を

せ
ず
に
「
そ
の
時
」
を
迎
え
る
と
、
全
く

身
動
き
が
取
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
最
も
恐

ろ
し
い
。
災
害
は
想
定
し
て
い
な
い
場
合

に
深
刻
で
す
。
起
こ
り
得
る
こ
と
を
知
っ

て
お
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
も
迅
速
で
的

確
な
動
き
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
は
災
害
発
生
時
に
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
を
発
表
し
ま
す
が
、
住
民
は
行

政
の
情
報
だ
け
で
は
動
き
ま
せ
ん
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、
多
方
向
か
ら
得

た
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
、
実
際
に
避
難

す
る
か
ど
う
か
判
断
し
ま
す
。
で
す
が
、

情
報
待
ち
の
姿
勢
で
い
る
と
助
か
ら
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
行
政
が
住
民
に
発
信
す

る
情
報
は
、
住
民
の
判
断
を
手
助
け
す
る

内
容
で
あ
る
べ
き
で
す
。
的
確
な
避
難
行

動
に
結
び
付
け
る
に
は
、
行
政
、
研
究

者
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

行
政
が
好
む
“
一
般
住
民
”
と
い
う
表

現
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
住
民
の
年
齢
も
仕
事
も
住
居
も
行

動
パ
タ
ー
ン
も
千
差
万
別
で
す
。
ケ
ア
が

必
要
な
高
齢
者
も
子
ど
も
も
い
る
。
一
般

住
民
と
い
う
住
民
は
い
ま
せ
ん
。
地
域
に

は
旅
行
者
も
出
張
者
も
い
ま
す
。
個
人
の

リ
ス
ク
に
応
じ
た
行
動
を
効
果
的
に
啓
発

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
気
象
庁

な
ど
が
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報
と
市
町

村
の
避
難
情
報
を
5
段
階
で
表
示
す
る
防

災
情
報
の
レ
ベ
ル
化
が
今
年
5
月
末
に
始

ま
り
ま
し
た
が
、
市
町
村
の
全
住
民
、
場

合
に
よ
っ
て
数
10
万
人
か
ら
数
百
万
人
を

一
括
り
に
し
た
避
難
情
報
の
発
信
に
は
多

く
の
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

防
災
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る

　

有
珠
山
の
１
９
７
７
年
噴
火
が
終
息
を

迎
え
た
82
年
、
市
民
大
学
講
座
と
し
て
壮

瞥
町
教
委
が
有
珠
山
学
習
会
を
9
回
連
続

で
開
催
し
、
治
山
工
事
が
続
く
大
有
珠
溶

岩
ド
ー
ム
に
も
登
り
ま
し
た
。
当
時
の
参

加
者
に
は
、
町
職
員
や
町
議
会
議
員
な

ど
、
２
０
０
０
年
噴
火
で
核
に
な
る
よ
う

な
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
人
口

が
少
な
い
町
で
は
人
脈
が
生
き
て
き
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
噴
火
の
後
に
は
、
当
時
の

胆
振
支
庁
を
中
心
に
「
洞
爺
湖
有
珠
火
山

マ
イ
ス
タ
ー
」
の
養
成
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
旅
館
の
女
将
さ
ん
や
移
住
者
な
ど

54
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
次
期
噴
火
を

見
据
え
、
山
麓
の
住
民
を
中
心
に
、
普
段

は
防
災
教
育
の
講
師
や
ガ
イ
ド
役
、
災
害

時
は
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政

は
「
み
ん
な
で
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に

し
ま
す
が
、
全
住
民
の
意
識
を
引
き
上
げ

る
の
は
難
し
い
。
コ
ア
と
な
る
人
た
ち
が

一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
知
識
を
理
解
し
て
い

る
と
災
害
時
に
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
防
災
教
育
は
特

に
効
果
的
で
す
。
必
ず
家
族
に
も
伝
わ
り

ま
す
。
２
０
０
４
年
に
イ
ン
ド
洋
大
津
波

が
発
生
し
ま
し
た
。
10
歳
の
英
国
人
・

テ
ィ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
ち
ゃ
ん
は
、
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
で
津
波
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

彼
女
は
学
校
で
津
波
を
学
ん
で
お
り
、
地

震
が
起
こ
る
と
、
家
族
や
ホ
テ
ル
従
業

員
、
観
光
客
に
呼
び
掛
け
て
高
台
に
避
難

し
ま
し
た
。
彼
女
の
周
囲
に
い
た
人
た
ち

は
全
員
助
か
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
大
勢
の
命
を
救
い
ま
し
た
。

　

壮
瞥
町
は
１
９
８
３
年
に
小
学
生
を
対

象
に
し
た
子
ど
も
郷
土
史
講
座
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が
若

手
の
防
災
関
係
者
と
し
て
２
０
０
０
年
噴

火
の
対
策
に
携
わ
り
ま
し
た
。
次
の
噴
火

で
中
核
と
な
る
人
材
で
す
。
ス
タ
ー
ト
当

初
か
ら
企
画
を
支
え
た
の
は
、
新
人
職
員

だ
っ
た
田
鍋
敏
也
町
長
で
す
。
市
民
大
学

講
座
で
火
山
を
学
び
、
火
山
学
会
の
会
員

に
も
な
り
ま
し
た
。
企
画
調
整
課
長
と
し

て
２
０
０
０
年
噴
火
を
迎
え
ま
し
た
。

　

取
組
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
有
珠
山

や
昭
和
新
山
に
登
り
、
自
分
た
ち
の
町
を

見
下
ろ
し
、
火
山
と
の
近
さ
を
実
感
し
な

が
ら
、
そ
の
恵
み
や
リ
ス
ク
を
学
び
ま

す
。
私
た
ち
研
究
者
は
「
火
山
観
測
の
無

い
１
０
０
年
前
は
、
何
も
で
き
ず
に
た
だ

死
ん
で
し
ま
う
時
代
だ
っ
た
。
君
た
ち

だ
っ
て
大
事
な
人
を
救
え
る
存
在
に
な
れ

る
か
も
知
れ
な
い
」
と
、
次
の
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。
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識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

海
域
で
発
生
す
る
大
地
震
は
、
津
波
を

伴
い
ま
す
。
太
平
洋
側
で
は
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
（
Ｍ
9
・
0
）、
日
本

海
側
で
は
１
９
８
３
年
の
日
本
海
中
部
地

震
（
Ｍ
7
・
7
）
や
、
93
年
の
北
海
道
南

西
沖
地
震
（
Ｍ
7
・
8
）
で
多
数
の
人
的

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
日
本
海
側

は
、
高
い
津
波
が
ご
く
短
時
間
で
襲
っ
て

く
る
特
性
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
道
東
沖
で
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
Ｍ
9
級
の
超
巨
大
地
震
を
ど
う
迎
え

る
の
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
東
日
本
大

震
災
に
匹
敵
す
る
巨
大
津
波
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
道
東
の
太
平
洋
岸
は
低
地

が
広
が
り
、
住
民
の
迅
速
な
高
台
避
難
は

困
難
で
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
に
比
べ
て
、
政
府
の
動
き
が
鈍
く
、
対

策
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
本
州
や
四
国
よ

り
も
人
口
が
少
な
い
た
め
、
優
先
順
位
が

低
い
と
考
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
北
海
道
で
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
被

害
想
定
の
大
き
さ
に
「
自
然
の
や
る
こ
と

だ
か
ら
仕
方
が
無
い
」
と
対
策
を
諦
め
る

の
で
は
な
く
「
今
や
れ
る
こ
と
を
や
る
」

と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

有
珠
山
は
「
予
知
成
功
」
で
は
な
い

　

来
年
は
有
珠
山
の
２
０
０
０
年
噴
火
か

ら
20
年
で
す
。
最
近
は
「
周
期
を
考
え
る

と
次
の
噴
火
も
近
い
の
で
は
？
」「
次
は

ど
の
火
山
が
危
な
い
で
す
か
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
私
は
「
分
か

り
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま
す
。
危
な
い
と
思

わ
れ
て
い
る
火
山
は
、
あ
る
程
度
の
対
策

が
整
っ
て
お
り
、
噴
火
が
発
生
し
て
も
す

ぐ
に
動
け
ま
す
。
し
か
し
、
誰
も
が
噴
火

す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
よ
う
な
火
山
の

方
が
意
外
に
噴
火
し
ま
す
。
そ
し
て
備
え

が
無
い
状
態
で
不
意
打
ち
を
受
け
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

有
珠
山
の
２
０
０
０
年
噴
火
は
〈
予
知

の
成
功
例
〉
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
そ

う
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
火
山
噴
火
の
予

知
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
ど
の
よ
う
な

噴
火
を
」「
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
で
」「
ど

の
よ
う
な
推
移
で
」
と
い
う
5
つ
の
要
素

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
正
確
な
予
知
は
困

難
で
す
。「
〇
〇
年
に
噴
火
す
る
」
と
の

予
測
も
当
た
っ
た
試
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
０
年
噴
火
で
は
、
予
知
が
成
功

し
た
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
研
究
者
と
行

政
、
住
民
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
一
体
と
な

り
、
災
害
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
避
難

情
報
の
伝
達
に
取
り
組
む
〈
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
が
上
手
く
い
き
ま

し
た
。
噴
火
の
直
撃
に
よ
る
人
的
被
害
を

避
け
る
た
め
、
山
頂
噴
火
に
よ
る
全
方
位

火
砕
流
や
山
腹
噴
火
に
よ
る
噴
石
な
ど
の

危
険
が
あ
る
エ
リ
ア
か
ら
、
噴
火
が
始
ま

る
前
に
避
難
す
る
〈
リ
ス
ク
対
応
行
動
〉

を
促
す
こ
と
で
、
人
的
被
害
を
発
生
さ
せ

ず
に
済
ん
だ
ケ
ー
ス
だ
と
言
え
ま
す
。

ア
ル
メ
ロ
の
悲
劇
と
釜
石
の
奇
跡

　

１
９
８
５
年
に
南
米
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

ネ
バ
ド
デ
ル
ル
イ
ス
火
山
が
噴
火
し
、
大

泥
流
が
山
麓
の
ア
ル
メ
ロ
市
を
襲
い
ま
し

た
。
観
測
に
よ
り
噴
火
の
リ
ス
ク
が
認
識

さ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
火
山
観
測
の
デ
ー

タ
を
活
か
し
た
警
戒
や
避
難
の
仕
組
み
が

構
築
さ
れ
て
お
ら
ず
、
2
万
3
千
人
の
市

民
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
例
で
す
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
〈
釜

石
の
奇
跡
〉
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手

県
釜
石
市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
学
校
に

い
た
小
中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
津
波
の
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
奇
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
東
大
の
片
田
敏
孝
先
生
を
中
心
に

日
常
か
ら
の
学
び
を
通
じ
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
を
理
解
し
、
自
然
に
避
難
行
動
を
取

れ
る
よ
う
な
防
災
教
育
を
実
践
し
て
き
た

成
果
で
す
。
災
害
に
関
す
る
知
識
の
普
及

や
情
報
伝
達
に
よ
り
、
リ
ス
ク
と
避
難
の

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
が
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
核
心
で
す
。

　

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め

る
に
は
「
特
徴
的
な
き
っ
か
け
」
と
「
社

会
的
な
き
っ
か
け
」
が
あ
り
ま
す
。
前
者

は
災
害
の
語
り
部
、
災
害
遺
構
や
災
害
の

教
訓
を
伝
え
る
先
人
の
記
述
、
石
碑
の
活

用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
後
者
は
災
害
か
ら

90
周
年
と
い
っ
た
節
目
を
活
か
し
た
講
演

会
や
見
学
会
な
ど
の
活
動
で
す
。
防
災
教

育
が
必
要
と
思
っ
て
い
て
も
、
行
政
は
新

し
い
取
組
に
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
ま

噴火で荒廃した土地も 20 年後に
は緑の土地に─2000年噴火2
周年のイベントで解説する岡田氏
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平
成
30
年
度
に
は
、
山
道
や
空
き
地
の

ほ
か
、
ス
キ
ー
場
に
あ
る
傾
斜
地
作
業

道
、
自
動
車
学
校
の
教
習
コ
ー
ス
と
い
っ

た
、
実
証
試
験
が
可
能
な
非
公
道
の
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
継
続
的
に
適
地
情
報

の
さ
ら
な
る
蓄
積
と
充
実
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。
今
後
は
道
外
展
示
会
な

ど
で
、
国
内
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
考
え
だ
。

実
証
試
験
施
設
の
苫
東
誘
致
実
現
を

　

道
は
国
に
対
し
て
、
高
度
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
や
自
動
運
転
シ
ス
テ

ム
の
開
発
目
標
を
示
す
「
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ
構

想
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
〈
積
雪
寒
冷
地
域

で
の
実
用
化
目
標
〉
を
盛
り
込
む
よ
う
求

め
て
い
る
。
具
体
的
な
候
補
地
と
し
て
苫

小
牧
東
部
地
域
を
挙
げ
、
産
学
官
で
共
同

利
用
が
可
能
な
〈
積
雪
寒
冷
対
応
の
自
動

走
行
実
証
試
験
施
設
〉
の
早
期
整
備
を
要

望
し
て
い
る
。

　

道
内
に
立
地
す
る
自
動
車
テ
ス
ト
コ
ー

ス
で
は
、
当
初
は
冬
季
限
定
の
運
用
だ
っ

た
が
、
他
社
の
進
出
を
受
け
、
通
年
運
用

に
シ
フ
ト
し
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

道
独
自
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
注
目
さ

れ
る
中
、
積
雪
寒
冷
地
の
特
性
を
活
か
し

た
冬
季
の
実
証
試
験
が
実
施
で
き
る
優
位

性
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
誘
致
の
実

績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は
、
自
動
走
行
試

験
の
適
地
と
し
て
、
本
道
の
認
知
度
や
評

価
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
本
格

的
な
実
証
試
験
や
研
究
開
発
の
拠
点
形
成

に
向
け
た
追
い
風
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

「
自
動
走
行
」
で
地
域
課
題
を
克
服

　

自
動
走
行
の
実
用
化
に
向
け
た
実
証
試

験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
本
道
で
は
①
道
や
市
町

村
②
テ
ス
ト
コ
ー
ス
立
地
企
業
や
新
規
参

入
す
る
部
品
メ
ー
カ
ー
③
研
究
開
発
に
取

り
組
む
産
学
官
連
携
体
─
な
ど
、
多
様
な

実
施
主
体
に
よ
る
取
組
が
活
発
化
し
て
い

る
＝
表
2
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
を

通
じ
、
関
連
産
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
地
域
の
振
興
を
図
り
、
道
内
経
済
の

活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。

　

実
証
試
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
動
走
行

の
導
入
・
活
用
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
も
、

本
道
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
想
定
さ
れ
る

導
入
分
野
は
①
過
疎
地
域
に
お
け
る
公
共

交
通
の
維
持
②
農
作
業
の
省
力
化
や
効
率

化
③
観
光
地
で
の
移
動
や
送
迎
な
ど
、
観

光
分
野
で
の
活
用
④
道
路
除
雪
な
ど
作
業

の
安
全
確
保
や
人
手
不
足
へ
の
対
応
─
と

い
っ
た
、
基
幹
産
業
の
活
性
化
や
公
共

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
生
産
性
や
安
全

性
の
向
上
、
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
な

ど
、
多
様
な
分
野
で
の
実
用
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

自
動
走
行
技
術
の
実
用
化
や
さ
ら
な
る

高
度
化
は
、
本
道
特
有
の
社
会
環
境
や
自

然
環
境
、
あ
る
い
は
産
業
構
造
か
ら
生
じ

て
い
る
多
様
な
地
域
課
題
の
克
服
に
つ
な

が
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
国

内
の
み
な
ら
ず
、
他
の
国
や
地
域
に
先
駆

け
、
自
動
走
行
先
進
地
と
し
て
成
長
す
る

こ
と
が
本
道
の
持
続
的
な
発
展
に
は
欠
か

せ
な
い
。

■表2「自動走行」に関連する最近の取り組み事例（道内）
主体

時　期 概　要
官 民

支
援
の

仕
組
み

○ ○ 2016 年
6月

・ 北海道など道内産学官が連携して「北海道自動車安全技術検討会議」を設立し、同会
議事務局（道・経済部産業振興課）内に自動走行に関する「ワンストップ窓口」を設置。

○ － 2017 年度 ・ 道は実証試験の誘致促進に向け、公道試験の適地をデータベース化し情報提供開始。

実
証
試
験

○ － 2017 年
10 月

・ 石狩市と道は、ＧＰＳ利用ソフト搭載の小型電動カートを使い、自動走行の実証実験
を同市内の市道（歩行者・自転車専用道路）で実施。高齢者の病院通院や買物での活
用を想定。

○ ○ 同上
・ 上士幌町とトラストバンク（東京都）は、過疎地住民の交通手段確保を想定し、道内
初となる自動運転バスの実証実験を町中心部で実施。設定ルート通りに走行させるた
めセンサーやＧＰＳを活用した。

－ 産学 同上 ・ 群馬大学の研究チームは、ＮＴＴグループなどと開発中の自動運転車を使い、札幌市
中心部の公道で実証試験を実施。

○ ○ 同上
・ 準天頂衛星システムサービス㈱は上富良野町において、北海道大学と国内大手農機
メーカー３社の参加を得て、測位精度の高い「日本版ＧＰＳ」活用による、農業用ト
ラクターの自動走行実験を実施。

－ ○ 同上
・ ＳＵＢＡＲＵは自社保有のテストコース（美深町）を改修、および新設。2017 年 11 月
より運用開始すると発表。運転支援技術高度化に向け、高速道での分合流および市街
地交差点など、より実際の道路に近づけるよう見直した。

○ － 2017 年
12 月

・ 国土交通省は民間から実験車両の協力を受け、過疎地域の交通手段確保に向けた自動
運転車の実証実験を大樹町で実施（全国 13 カ所のうち道内では唯一）。積雪・凍結路
面を想定し、プログラムされたルートをＧＰＳや路面埋設型の磁気マーカーで位置を
特定して走行する仕組みを活用。

○ － 2018 年
2月

・ 東日本高速道路㈱北海道支社は、「日本版ＧＰＳ」を使ったロータリー除雪車の実験走
行を道央道で公開。高精度測位システムを活用し、路面や路肩が雪で埋もれていても
安全、かつ正確に除雪できる。熟練者高齢化や人手不足といった課題克服にもプラス。

研
究
・
開
発

－ 産学 2017 年
10 月

・ ＫＤＤＩは、北海道大学（大学院調和系工学研究室）と共同で、道路合流シーンなど
における自動運転でのゆずり合い技術の開発に成功したと発表。ＡＩによる制御技術
などを活用した。

－ ○ 2017 年
11 月

・ ホンダの研究開発子会社とソフトバンクは前者の道内テストコース（鷹栖町）におい
て、第5世代移動通信システム（5Ｇ）の環境を作り出し、高速走行時や弱電界での
送受信安定化技術などの共同研究を 2018 年度に本格化すると発表。

－ 産学 2018 年
1月

・ 産学7者（北海道大学と道内外の企業6社）が、積雪寒冷地に特化した自動運転技術
の共同開発を始めると発表。地形情報やＡＩを活用し、降雪で標識や道路境界線が覆
われた状態でも自動走行可能なシステムの開発を目指す。

（出所）北海道公表の資料、企業の広報資料、新聞報道などをもとに道銀地域総合研究所作成
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北海道を「自動走行」実証試験の拠点に
　「自動走行（自動運転）」技術に対する研究開発の気運が国内外で高まる中、積雪寒冷の自然環境
を含め、多様な条件に対応可能な北海道で、実証試験の誘致に向けた動きが活発化している。今後
は実証試験の拠点化や関連産業の振興につながっていくことが期待される。本稿では、道内における
自動走行実証試験の現状と今後の可能性についてまとめた。� （北海道銀行・道銀地域総合研究所）

運
転
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が
全
国
最
多

　

自
動
車
や
タ
イ
ヤ
、
自
動
車
部
品
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
が
、
商
品
（
製
品
）
を
市
場
投

入
す
る
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
用
環
境

を
想
定
し
、
長
時
間
に
わ
た
る
試
験
を
実

施
す
る
。
テ
ス
ト
コ
ー
ス
は
実
証
試
験
の

要
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
道
内
に
は
都
道

府
県
で
最
多
の
28
カ
所
が
立
地
し
て
い
る

＝
図
。
集
積
の
背
景
と
し
て
①
冬
季
を
含

む
さ
ま
ざ
ま
な
気
象
条
件
下
で
試
験
が
可

能
②
安
価
で
広
大
な
敷
地
を
確
保
で
き
る

③
優
秀
な
理
系
人
材
を
比
較
的
確
保
し
や

す
い
─
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

新
規
事
業
者
の
参
入
で

ニ
ー
ズ
高
ま
る

　

自
動
走
行
技
術
の
高
度
化
に
向
け
た
動

き
が
国
内
外
で
活
発
化
す
る
中
、
国
は
新

た
な
成
長
戦
略
の
素
案
で
「
無
人
自
動
運

転
に
よ
る
公
道
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
２
０
２

０
年
を
め
ど
に
始
め
る
」
と
の
目
標
を
掲

げ
た
。
自
動
走
行
車
の
実
用
化
に
は
、
カ

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
レ
ー
ダ
ー
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
（
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）、
地
図
情
報

に
加
え
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
る
情

報
分
析
な
ど
、
高
精
度
の
機
器
や
シ
ス
テ

ム
の
開
発
と
統
合
化
が
必
要
と
な
る
。

　

技
術
の
高
度
化
や
実
用
化
に
向
け
て
、

シ
ス
テ
ム
や
関
連
機
器
、
部
品
な
ど
を
扱

う
新
規
事
業
者
の
参
入
も
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
国
内
で
は
、
独
自
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス

を
持
た
な
い
事
業
者
を
含
め
、
実
証
試
験

が
実
施
可
能
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ニ
ー
ズ
が

急
速
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

道
が
公
道
試
験
の
誘
致
に
乗
り
出
す

　

道
は
平
成
28
年
6
月
、
産
学
官
連
携
に

よ
る
「
北
海
道
自
動
車
安
全
技
術
検
討
会

議
」
を
立
ち
上
げ
た
。
適
地
情
報
の
蓄
積

や
各
種
の
情
報
提
供
、
実
施
手
続
き
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を

独
自
に
設
け
た
。
29
年
度
に
は
、
公
道
実

証
試
験
の
誘
致
に
向
け
て
「
適
地
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
を
全
国
で
初
め
て
構
築
し
た
＝

表
1
。
30
年
3
月
末
現
在
で
69
件
の
相
談

が
あ
り
、
6
つ
の
企
業
や
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
、
公
道
を
使
用
し
た
実
証
試
験
（
延
べ

12
期
）
や
非
公
道
に
お
け
る
実
証
試
験

（
延
べ
7
期
）
の
誘
致
に
結
び
付
け
た
。

■表1　「適地データベース」の概要
活用してできること 公道実証試験にあたって、効率的に走行ルートの検討を行うことができる。

対象地域（4地域） ①上川、②胆振・日高、③オホーツク、④十勝
※総延長距離：5,600 ㎞（国道および道道、高速道路）

検索できる項目（25 項目） 車線幅、車線数、中央分離帯の有無、標識の有無、縦断勾配の大きさ、平面曲線の
大きさ、交通量、信号機の有無、交差点の形状、ネットワーク環境、など。

データベース活用のための
手順

① 北海道（経済部産業振興課）のＷｅｂサイトから、「北海道自動車安全技術検討
会議」のページへ。
② 「適地情報データベースの概要及び注意事項について（ＰＤＦ）」の内容を確認する。
③ 上記内容に同意できる場合は、ワンストップ窓口（適地データベース担当）へ電
話にて連絡する。
④ 当該窓口が閲覧方法について案内してくれる。

「北海道自動車安全検討会議」
のページアドレス http//www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/ssg/jiduosoukou.htm

「ワンストップ窓口」連絡先 北海道経済部産業振興局産業振興課　☎ 011-204-5336（担当直通）
（出所） 北海道作成のパンフレット等をもとに道銀地域総合研究所作成

（出所）道が作成した資料をもとに道銀地域総合研究所作成

■図　「テストコース」の立地分布図（28 カ所）

★★★★
★★★
★
★
★★★
★

★
★
★★
★

★
★★
★★

★
★★

★★

【上川地区（13）】
・トヨタ自動車㈱
・㈱本田技術研究所
・㈱ＳＵＢＡＲＵ
・マツダ㈱
・ダイハツ工業㈱
・スズキ㈱
・ヤマハ発動機㈱
・㈱ブリヂストン
・横浜ゴム㈱
・㈱交通科学総合研究所
・住友ゴム工業㈱
（２カ所）
・ヴィオニア日信
ブレーキシステム
ジャパン㈱

【オホーツク地区（５）】
・㈱デンソー網走テストセンター
・コンチネンタル・オート
モーティブ㈱
・ＵＤトラックス㈱
・東洋ゴム工業㈱
・ボッシュ㈱

【胆振地区（２）】
・㈱ワーカム北海道
・（国研）土木研究所
（寒地土木研究所）

【十勝地区（８）】
・日産自動車㈱
・日野自動車㈱
・日立建機㈱
・三菱自動車工業㈱
・日立オートモティブシステムズ㈱
・マツダ㈱
・㈱ＴＢＫ
・エフティテクノ㈱
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ル
ー
ズ
〉
だ
。
岩
部
地
区
は
津
軽
海
峡
に

面
す
る
集
落
で
、
現
在
は
数
世
帯
し
か
住

ん
で
い
な
い
。
市
街
地
か
ら
約
8
㌔
、
海

を
右
手
に
見
な
が
ら
道
道
５
３
２
号
を
車

で
15
分
。
道
路
は
行
き
止
ま
り
に
な
る
。

北
海
道
の
海
岸
で
数
少
な
い
道
路
未
通
区

間
だ
。
こ
の
先
は
船
で
行
く
し
か
な
い
。

　

２
５
０
万
年
前
の
火
山
活
動
で
形
成
さ

れ
た
岩
部
岳
（
７
９
４
㍍
）
は
浸
食
が
進

み
、
海
岸
に
は
高
さ
２
０
０
㍍
に
達
す
る

海
食
崖
が
連
な
る
。
浸
食
に
耐
え
た
多
く

の
奇
岩
が
、
火
山
活
動
の
名
残
を
と
ど
め

て
い
る
。
中
で
も
「
ツ
ヅ
ラ
沢
の
穴
」
と

し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
長
さ
80
㍍
の
海

食
洞
は
〈
青
の
洞
窟
〉
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

道
路
が
建
設
で
き
ず
、
手
付
か
ず
の
自

然
が
残
さ
れ
た
こ
の
エ
リ
ア
は
、
松
前
矢

越
道
立
自
然
公
園
の
一
部
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
「
秘
境
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
岩
部
海
岸
で
は
、
過
去
に
も
幾
度

か
観
光
開
発
の
試
み
も
あ
っ
た
が
、
交
通

の
不
便
さ
と
住
民
に
と
っ
て
目
新
し
さ
が

無
い
こ
と
に
阻
ま
れ
続
け
て
き
た
。
鳴
海

清
春
町
長
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
船
に
乗
っ

て
海
水
浴
に
行
っ
た
り
、
祭
り
の
海
上
パ

レ
ー
ド
で
船
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た

と
き
、
こ
の
風
景
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人

は
大
勢
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

岩
部
ク
ル
ー
ズ
が
出
港
！

　

だ
が
、
知
床
を
は
じ
め
と
す
る
秘
境
観

光
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
り
「
岩
部
ク
ル
ー

ズ
構
想
」
が
再
び
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
平
成
28
年
11
月
に
町
と
民
間
有

志
が
1
千
万
円
ず
つ
出
資
し
、
運
営
組
織

と
な
る
一
般
社
団
法
人
「
福
島
町
ま
ち
づ

く
り
工
房
」
を
設
立
。
構
想
の
実
現
を
一

人
の
若
者
に
託
し
た
。
町
内
出
身
の
平
野

松
寿
さ
ん
だ
。
東
京
の
ア
パ
レ
ル
大
手
を

経
て
、
平
成
25
年
に
福
島
町
に
Ｕ
タ
ー

ン
。「
想
像
以
上
の
人
口
減
少
と
高
齢
化

で
町
の
元
気
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
」（
平
野
さ

ん
）。
だ
が
、
世
界
的
観
光
地
と
し
て
有

名
な
イ
タ
リ
ア
南
部
・
カ
プ
リ
島
の
「
青

の
洞
窟
」
を
思
わ
せ
る
、
岩
部
海
岸
の
絶

景
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
た
。

　

理
事
に
就
任
し
た
平
野
さ
ん
が
、
岩
部

ク
ル
ー
ズ
を
実
現
す
る
た
め
に
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
が
、
地
域
住
民
を
対
象
と
す

る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
だ
。
漁
船
を
使
っ
た

試
験
運
航
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
し

た
。
高
齢
者
は
昔
を
懐
か
し
み
、
子
ど
も

た
ち
は
初
め
て
見
る
神
秘
的
な
光
景
に
魅

了
さ
れ
た
様
子
だ
っ
た
。「
住
民
が
価
値

を
認
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
観
光
資
源
と
し

て
成
り
立
つ
は
ず
」。
平
野
さ
ん
の
自
信

は
確
信
に
変
わ
る
。
町
は
８
４
０
万
円
を

か
け
て
、
船
底
か
ら
海
底
の
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
1
隻
を
導

入
。
ツ
ア
ー
受
け
入
れ
の
拠
点
と
な
る
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
も
整
備
し
た
。

　

ガ
イ
ド
を
務
め
る
平
野
さ
ん
も
、
乗
船

客
に
約
90
分
間
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
岩
部
海
岸
の
成
り
立
ち
や

地
域
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
事
務
所
の
す
ぐ

近
く
に
あ
る
お
堂
は
、
龍
神
を
ま
つ
っ
て

い
る
。
か
つ
て
本
州
か
ら
津
軽
海
峡
を
越

え
て
来
た
人
た
ち
が
「
海
峡
を
無
事
に
渡

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
龍
神
様
が
守
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
」
と
信
仰
を
深
め
、
町
の

人
た
ち
が
今
も
大
切
に
守
り
続
け
て
い
る

「耳岩」をバックに。ドローンによる記念撮影もおすすめ

「町の役割はスピード感を持った支援」と語る鳴海町長

岩部クルーズのガイドを務める平野さん
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市
町
村
の
重
点
政
策�

1

君
は「
青
の
洞
窟
」を
見
た
か
？

心
揺
さ
ぶ
る
絶
景
と
食
材
で
お
も
て
な
し 

福
島
町

　
通
り
過
ぎ
る
観
光
客
を
見
送
る
だ
け
で
い
い
の
か
─
。
国
内
有
数
の
観
光
圏
・
道
南
エ
リ
ア
に
あ
っ
て
「
通
過
型
観
光
の

典
型
例
」
と
言
わ
れ
て
き
た
福
島
町
に
と
っ
て
、
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
は
長
年
の
悲
願
だ
。
今
年
6
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

〈
岩
部
ク
ル
ー
ズ
〉
の
取
組
は
、
地
域
住
民
の
意
識
を
変
え
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
食
、
津
軽
海
峡
に
育
ま
れ
た
歴
史
と
文
化
を

活
か
し
た
滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
突
破
口
に
な
る
の
か
─
。

神
秘
的
な
「
青
の
洞
窟
」
を
訪
ね
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

「
通
過
型
観
光
地
」
の
典
型
例

　

福
島
町
で
は
昭
和
30
年
の
1
万

３
４
２
８
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が

減
少
を
続
け
て
い
る
。
昭
和
40
年

代
に
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
本
格

化
す
る
と
、
本
道
側
の
基
地
が
置

か
れ
た
町
の
人
口
は
再
び
1
万
人

台
に
回
復
し
た
が
、
60
年
の
ト
ン

ネ
ル
完
成
後
は
工
事
関
係
者
が
町

を
去
り
、
今
年
7
月
末
の
人
口
は

４
０
２
０
人
と
、
最
盛
期
の
3
分

1
以
下
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

町
内
に
は
「
横
綱
千
代
の
山
・
千
代
の

富
士
記
念
館
」
や
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念

館
」
な
ど
の
観
光
施
設
が
あ
る
。
松
前
藩

主
が
箱
館
（
函
館
）
と
の
往
復
に
通
っ
た

街
道
を
「
殿
様
街
道
」
と
名
付
け
、
春
と

秋
に
開
催
す
る
「
殿
様
街
道
探
訪
ウ
ォ
ー

ク
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。
ス
ル
メ

生
産
量
は
全
国
最
大
、
千
軒
地
区
で
育
て

た
ソ
バ
を
使
っ
た
「
千
軒
そ
ば
」
や
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
松
前
神
楽
」

と
い
っ
た
地
域
資
源
も
あ
る
。
昨
春
に
は
、　

江
戸
時
代
に
伊
能
忠
敬
が
蝦
夷
地
測
量
に

着
手
し
た
吉
岡
地
区
で
、
伊
能
の
銅
像
を

設
置
し
た
歴
史
公
園
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
「
横
綱
」「
ト
ン
ネ
ル
」「
歴
史
」
な
ど

の
観
光
に
ま
つ
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
豊
富

に
あ
る
が
、
町
内
に
は
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
が
少
な
く
、
函
館
市
と
桜
の
名
所
で
あ

る
松
前
町
な
ど
を
行
き
来
す
る
観
光
客

が
、
短
い
時
間
だ
け
立
ち
寄
る
通
過
型
観

光
地
の
典
型
で
あ
る
こ
と
が
悩
み
だ
。

岩
部
海
岸
─
道
南
の
数
少
な
い
秘
境

　

滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
町

が
新
た
な
観
光
資
源
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を

進
め
る
中
で
浮
上
し
た
の
が
〈
岩
部
ク

面　積：187.28 ㎢
人　口：4,020 人（令和元年 7月末現在）
世　帯：2,111 世帯（令和元年 7月末現在）
職員数：82 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.fukushima.hokkaido.jp

D A T A

神秘的な光景が広がる「青の洞窟」
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は
「
福
島
に
は
海
と
山
で
育
っ
た
お
い
し

い
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
地
元

で
食
材
を
提
供
で
き
る
施
設
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
た
人

た
ち
に
提
供
で
き
れ
ば
感
動
が
倍
増
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
規
模
な
開

発
で
は
な
く
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
良
さ

を
感
じ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
を
実
現
し
ま
す
」
と
意
欲
を
語
る
。

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
陸
上
養
殖
に
挑
戦

　

町
は
、
岩
部
ク
ル
ー
ズ
を
交
流
人
口
拡

大
の
目
玉
に
位
置
付
け
る
一
方
、
水
産
業

の
振
興
に
よ
り
“
外
貨
”
を
稼
ぐ
新
た
な

取
組
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
基
幹

産
業
で
あ
る
漁
業
の
生
産
額
は
年
間
約
11

億
円
。
特
産
の
コ
ン
ブ
が
6
〜
7
億
円
を

占
め
る
。
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
の
水
揚
げ
も
あ

る
が
、
漁
期
が
決
ま
っ
て
お
り
、
漁
獲
量

も
不
安
定
で
、
観
光
客
に
通
年
で
供
給
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
町
が
注
目
し
た
の

は
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
を
効
率
的
に
低
コ
ス
ト

で
生
産
で
き
る
陸
上
養
殖
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

昨
年
3
月
に
福
島
漁
港
で
完
成
し
た
試

験
養
殖
施
設
は
、
町
が
特
許
を
持
つ
企
業

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
た
。
一

般
的
な
ア
ワ
ビ
の
陸
上
養
殖
施
設
は
、
水

槽
に
海
水
を
く
み
あ
げ
、
酸
素
を
供
給
し

な
が
ら
稚
貝
を
育
て
て
い
る
。

　

町
が
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
棚
の
よ

う
な
形
を
し
た
飼
育
槽
が
特
徴
だ
。
海
水

は
、
空
気
中
の
酸
素
を
取
り
込
み
な
が
ら

何
段
も
あ
る
飼
育
層
を
流
れ
下
る
。
ア
ワ

ビ
は
細
か
く
区
切
っ
た
仕
切
り
の
中
で
成

長
す
る
。
海
水
の
循
環
や
酸
素
供
給
に
動

力
が
不
要
で
、
使
用
す
る
海
水
の
量
は
5

分
の
1
以
下
に
な
り
、
電
気
代
な
ど
施
設

の
維
持
費
を
減
ら
し
て
、
生
産
コ
ス
ト
を

圧
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ア
ワ
ビ
を
日
常
の
食
卓
に
！？

　

実
施
中
の
試
験
養
殖
は
、
約
2
㌢
の
稚

貝
が
1
年
半
で
5
㌢
に
成
長
す
る
な
ど
推

移
は
順
調
と
い
う
。
施
設
は
年
間
15
万
個

の
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
を
養
殖
す
る
能
力
が
あ

る
。
通
常
は
約
7
㌢
に
育
っ
た
ア
ワ
ビ
を

出
荷
す
る
が
、
浜
値
の
高
い
天
然
物
と
競

合
し
な
い
よ
う
、
5
・
5
㌢
程
度
の
大
き

さ
に
育
っ
た
ら
出
荷
す
る
方
針
だ
。
価
格

を
抑
え
、
消
費
者
が
日
常
的
に
新
鮮
な
ア

ワ
ビ
が
食
べ
ら
れ
る
新
市
場
の
開
拓
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

　

鳴
海
町
長
は
「
今
後
1
〜
2
年
で
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
た
い
。『
福
島
に
来
れ
ば

い
つ
で
も
お
い
し
い
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
が
食
べ

ら
れ
る
』
と
い
う
こ
と
が
観
光
の
目
玉
に

な
り
ま
す
。
採
算
的
に
は
厳
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
町
が
取
り
組
む
価
値
は
十

分
に
あ
り
ま
す
」
と
力
を
込
め
る
。
そ
の

上
で
「
福
島
町
が
、
食
と
観
光
で
打
っ
て

出
る
た
め
の
新
し
い
資
源
が
そ
ろ
い
つ
つ

あ
る
状
況
で
す
。
千
軒
そ
ば
、
岩
部
ク

ル
ー
ズ
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
な
ど
を
つ
な
ぎ
、

町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
で

彩
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ

と
も
可
能
に
な
り
ま
す
」
と
展
望
を
語
る
。

　松前町の桜が見頃を迎えるゴールデンウイーク。素通りする車列にた
め息をつく…。滞在型観光の実現は福島町の悲願だ。豊かな自然に魅力
的な食の数々。2人の大横綱を輩出した気風。津軽海峡が育んだ歴史と
文化。多彩な地域資源は独立した「点」として存在する。これらを
「線」で結んだ「面」として、さらには外国人観光客を取り込み「四角
錐」を描く。頂点には観光客の姿がある─。初日に「殿様街道探訪
ウォーク」で大千軒岳を満喫し、翌日は岩部海岸の絶景を楽しみ、絶品
のエゾアワビに舌鼓を打つ。大横綱の勇姿や青函トンネル建設の苦闘に
思いをはせる。見慣れた風景ゆえに「資源としての価値が乏しい」とい
う常識を覆した岩部クルーズは、福島町のポテンシャルを可視化するた
めの「透視図」なのかも知れない。

Focus

傾斜を持たせて設置したアワビ飼育槽

試験養殖でアワビは順調に成長している
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こ
と
も
知
っ
た
。
ク
ル
ー
ズ
は
福
島
町
の

歴
史
を
知
り
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
。
大
き
な
期

待
を
受
け
た
〈
岩
部
ク
ル
ー
ズ
〉
は
今
年

6
月
1
日
、
船
出
の
時
を
迎
え
た
。

「
青
の
洞
窟
」
に
行
っ
て
み
ま
し
た

　

運
航
を
始
め
た
ば
か
り
の
〈
岩
部
ク

ル
ー
ズ
〉
を
取
材
し
た
。
岩
部
漁
港
を
静

か
に
離
れ
た
船
は
、
片
道
約
5
㌔
の
海
岸

沿
い
に
「
青
の
洞
窟
」
を
目
指
す
。
5
分

ほ
ど
で
「
オ
バ
ケ
岩
」
と
い
う
ド
ク
ロ
の

よ
う
な
巨
岩
が
見
え
て
き
た
。
さ
ら
に
進

む
と
、
浸
食
さ
れ
た
穴
が
耳
の
形
を
し
た

「
耳
岩
」
が
現
れ
た
。
次
々
と
姿
を
見
せ

る
奇
岩
・
怪
岩
。
断
崖
か
ら
流
れ
落
ち
る

滝
。
岩
間
を
縫
う
よ
う
に
飛
び
交
う
ミ
サ

ゴ
─
。
船
上
で
は
、
平
野
さ
ん
が
自
分
の

庭
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
船
長
が
波
を
的
確
に
読
ん

で
舵
を
取
る
の
で
、
揺
れ
は
ほ
と
ん
ど
感

じ
な
い
。
と
は
言
え
、
船
酔
い
が
心
配
な

人
は
酔
い
止
め
薬
の
ご
準
備
を
。
海
が
荒

れ
る
と
欠
航
す
る
し
か
な
い
。
6
月
は
予

定
の
半
分
し
か
運
航
で
き
な
か
っ
た
。
自

然
が
相
手
だ
け
に
こ
こ
は
安
全
第
一
だ
。

　

ク
ル
ー
ズ
最
大
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
「
青

の
洞
窟
」
だ
。
船
は
太
陽
光
を
背
に
受
け

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
洞
窟
の
中
に
入
っ

て
い
く
。
向
き
を
変
え
る
と
入
口
か
ら
差

し
込
む
光
に
照
ら
さ
れ
、
透
明
度
の
高
い

海
水
が
美
し
い
ブ
ル
ー
に
輝
く
。
日
常
生

活
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
神

秘
的
な
光
景
に
息
を
呑
み
、
帰
港
ま
で

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
ク
ル
ー
ズ
は
午

前
8
時
・
10
時
と
午
後
1
時
の
3
回
運
航

し
て
い
る
。
9
月
以
降
は
午
後
3
時
に
出

港
す
る
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
も
準
備
し

て
い
る
。
完
全
予
約
制
で
料
金
は
大
人
3

千
円
。
30
分
や
60
分
の
コ
ー
ス
も
あ
る
。

　

平
野
さ
ん
は
、
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人

機
）
を
使
っ
た
記
念
撮
影
も
オ
プ
シ
ョ
ン

で
用
意
し
て
い
る
。
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

は
耳
岩
付
近
。
青
く
染
ま
っ
た
海
と
奇
岩

の
組
み
合
わ
せ
は
、
旅
の
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
！

も
っ
と
福
島
を
！
新
構
想
も
始
動

　

乗
船
受
付
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
野
さ

ん
が
ア
パ
レ
ル
業
界
の
経
験
を
活
か
し
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
キ
ャ
ッ
プ
の
販
売
、
津
軽
海

峡
の
塩
を
使
っ
た
青
い
洞
窟
を
思
わ
せ
る

サ
イ
ダ
ー
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
な
ど

の
飲
料
品
も
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
鳴
海

町
長
は
「
若
者
な
ら
で
は
の
大
胆
な
発
想

と
感
性
を
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
若
者
の

動
き
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
町
の
役
目
」
と
胸
を
張
る
。

　

6
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ク
ル
ー
ズ
に

は
、
8
月
中
旬
ま
で
に
約
５
０
０
人
が
乗

船
。
予
約
は
１
千
人
を
超
え
た
。
当
初
は

年
間
３
０
０
人
程
度
の
乗
船
を
見
込
ん
で

い
た
だ
け
に
、
予
想
以
上
の
手
応
え
だ
。

外
国
人
観
光
客
も
か
な
り
の
数
に
上
り

「
本
場
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
青
の
洞
窟
を
超

え
る
絶
景
だ
！
」
と
、
飛
行
機
を
1
便
遅

ら
せ
て
乗
船
し
た
外
国
人
も
い
た
。
今
年

の
運
航
は
10
月
ま
で
、
来
年
は
5
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
と
い
う
。

　

平
野
さ
ん
は
「
自
然
相
手
の
ク
ル
ー
ズ

だ
け
に
、
天
気
の
良
く
な
い
日
も
あ
り
ま

す
。
で
も
『
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
次
は
ぜ

ひ
晴
れ
た
日
に
』
と
リ
ピ
ー
ト
を
期
待
で

き
る
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
も
っ
と
地
元
を
楽

し
め
る
仕
掛
け
が
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

　

岩
部
地
区
で
は
、
新
た
な
構
想
も
動
き

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
飲
食
店
な
ど
を
整

備
し
、
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
す
る
観
光
客
を

呼
び
込
も
う
と
い
う
試
み
だ
。
鳴
海
町
長 現在の岩部集落。実際に住んでいるのは5世帯にとどまる

クルーズの受付がある岩部地区交流センター
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
課
題
対
応
力
な
ど

を
身
に
付
け
る
教
育
の
実
践
を
掲
げ
た
。

平
成
7
年
か
ら
続
く
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
な
ど
、
特
色
あ
る
授
業
を
継
続
す

る
一
方
、
他
の
高
校
に
は
な
い
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
し
た
。

　

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、
平
成
28
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
町
お
こ
し
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
だ
。
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
産

業
、
起
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
幅
広
い

分
野
で
、
町
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
生

徒
た
ち
が
学
習
し
、
そ
の
解
決
策
を
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
行
政
や
企
業
・

団
体
な
ど
、
第
一
線
で
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
人
た
ち
を
講
師
に
招
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
。
地
域
の
多
様
な
課
題
を

発
見
し
、
解
決
策
を
考
え
、
発
表
す
る
過

程
を
通
じ
て
、
問
題
解
決
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
。
昨
年
12
月
の
発
表
会
に
は
、
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し

た
。
単
な
る
発
表
会
で
は
な
く
、
会
場
か

ら
の
質
問
や
意
見
に
対
し
て
自
分
た
ち
の

意
見
を
真
剣
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

当
初
は
昼
休
み
な
ど
課
外
の
時
間
を
活

用
し
て
い
た
が
、
2
年
目
か
ら
は
総
合
的

な
学
習
の
時
間
と
し
て
正
規
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ん
だ
。「
昨
年
度
の
提
案

を
実
現
し
て
み
た
い
」
と
い
う
生
徒
の
声

を
受
け
、
本
年
度
は
、
前
年
度
の
提
案
を

実
行
す
る
方
法
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
も
設

け
た
。「
生
徒
か
ら
こ
う
し
た
声
が
上

が
っ
て
く
る
こ
と
自
体
が
学
習
成
果
の
一

つ
で
す
」
と
、
井
上
壮
紀
教
頭
が
力
を
込

め
る
。
中
に
は
3
月
に
閉
館
し
た
島
唯
一

の
ホ
テ
ル
「
緑
館
」
の
活
用
策
も
。
生
徒

か
ら
は
「
住
民
が
集
ま
っ
て
楽
し
む
施
設

が
少
な
い
。
緑
館
を
住
民
が
集
ま
る
施
設

と
し
て
再
利
用
す
れ
ば
、
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
楽
し
い

島
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
の

意
見
も
。
島
の
活
性
化
を
真
剣
に
考
え
る

生
徒
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
島
の

課
題
を
題
材
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

考
え
る
「
奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
本
部
」
の

授
業
も
あ
る
。
観
光
パ
ン
レ
ッ
ト
の
作
成

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、
観

光
情
報
を
紹
介
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
同

高
が
主
催
す
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ

ル
ー
ン
」
は
、
中
学
生
を
含
む
初
心
者
、

高
い
英
語
力
を
身
に
付
け
た
い
人
、
外
国

人
の
接
客
や
お
も
て
な
し
を
学
び
た
い
観

光
関
係
者
の
3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
英
会

話
を
学
ぶ
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
だ
。

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
ニ
ー
ネ
ー
が
サ
ポ
ー
ト

　

平
成
28
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
Ｗ
ｉ
－

Ｆ
ｉ
ニ
ー
ネ
ー
」
は
、
名
前
の
由
来
が

「
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
で
つ
な

が
る
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
」
だ
。

　

大
学
生
が
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
（
ス
カ
イ

プ
）」
や
「
フ
ェ
イ
ス
タ
イ
ム
」
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ビ
デ
オ

通
話
ア
プ
リ
を
介
し
て
、
大
学
受
験
の
相

談
や
学
習
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
に
乗
っ
て
く

れ
る
取
組
だ
。
現
在
の
登
録
者
は
5
人
。

大
学
進
学
を
希
望
し
て
も
、
町
内
に
学
習

塾
は
無
く
、
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
大
学

生
も
い
な
い
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
す
る
に
も
費
用
が
か
さ
む
…
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
よ
う
と

ネ
ッ
ト
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
。

　

第
1
号
は
、
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報

学
部
の
高
橋
茉
鈴
さ
ん
。
3
年
間
で
4
人

の
「
お
姉
さ
ん
」
に
な
っ
た
。
昨
年
10
月

に
初
め
て
奥
尻
島
を
訪
問
。
10
日
間
の
滞

在
中
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
面
談
を
重

ね
た
。
画
面
上
で
し
か
会
っ
た
こ
と
が
無

か
っ
た
高
橋
さ
ん
は
人
気
の
的
で
、
校
内

の
あ
ち
こ
ち
で
「
ま
り
ん
さ
ー
ん
！
」
と

歓
声
が
。
フ
ル
ー
ト
が
得
意
で
、
放
課
後初代「Ｗｉ‒Ｆｉニーネー」の高橋さん（前列中央）を囲む生徒たち

生徒の根強い人気があるスキューバダイビング授業
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統
廃
合
を
先
取
り
し
た
町
立
移
管

　

平
成
5
年
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖

地
震
以
降
、
奥
尻
町
で
は
少
子
・
高
齢
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
平
成
26
年
5
月

現
在
、
町
内
の
中
学
生
は
62
人
。
こ
の
う

ち
3
年
生
は
27
人
。
一
方
で
27
年
に
定
員

40
人
の
道
立
奥
尻
高
（
当
時
）
に
進
学
し

た
の
は
17
人
。
全
校
生
徒
数
は
44
人
だ
っ

た
。
毎
年
多
く
の
何
人
も
の
生
徒
が
島
外

の
高
校
に
進
学
す
る
。
3
〜
4
割
近
い
卒

業
生
が
島
を
離
れ
る
年
も
あ
る
。

　

同
高
は
昭
和
50
年
に
道
立
江
差
高
校
奥

市
町
村
の
重
点
政
策�

2

島
の
全
て
が
学
び
舎
で
す

ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

奥
尻
町

　
奥
尻
町
唯
一
の
高
校
・
奥
尻
高
校
は
平
成
28
年
4
月
、
道
立
高
校
か
ら
町
立
高
校
に
移
管
し
た
。
学
校
運
営
の
主
導
権
を

得
た
町
は
、
少
子
化
に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
が
続
き
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
高
校
の
魅
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
29
年
に

は
道
内
の
全
日
制
公
立
高
で
初
め
て
、
全
国
各
地
か
ら
入
学
者
を
募
集
す
る
島
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
ス
タ
ー
ト
し
、
入
学

者
数
は
Ｖ
字
回
復
し
て
い
る
。
離
島
の
ハ
ン
デ
を
克
服
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
や
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
通
じ
て
、
生
徒
が
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
ん
で
い
る
。

尻
分
校
と
し
て
開
校
。
52
年
に
独
立
し

た
。
少
子
化
に
伴
い
慢
性
的
な
定
員
割
れ

の
状
態
が
長
年
続
い
た
。
道
教
委
は
平
成

18
年
に
策
定
し
た
「
新
た
な
高
校
教
育
に

関
す
る
指
針
」
の
中
で
、
1
年
生
が
10
人

未
満
と
な
り
、
そ
の
後
も
生
徒
の
増
加
が

見
込
め
な
い
離
島
の
道
立
高
を
統
廃
合
の

対
象
と
す
る
方
針
を
示
し
た
。
高
校
が
無

く
な
れ
ば
、
島
に
残
る
の
は
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
だ
け
。
島
外
の
高
校
に
子
ど
も

を
送
り
出
す
保
護
者
の
負
担
も
大
き
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
町
は
「
町
立
移
管
」
を

自
ら
提
案
し
て
先
手
を
打
っ
た
。
学
校
運

営
の
自
由
度
は
高
ま
り
、
奥
尻
ら
し
さ
を

活
か
し
た
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
実

現
で
き
る
。
町
は
学
校
施
設
な
ど
の
無
償

譲
渡
や
道
職
員
の
身
分
を
持
つ
教
員
の
割

愛
人
事
な
ど
、
移
管
を
め
ぐ
る
支
援
策
を

道
教
委
と
協
議
。
平
成
28
年
4
月
に
町
立

高
校
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

島
全
体
を
学
び
舎
と
し
て
活
か
す

　

新
・
奥
尻
高
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ま
な

び
じ
ま
」
だ
。
島
の
自
然
や
産
業
、
濃
密

な
人
間
関
係
な
ど
、
島
全
体
を
一
つ
の
学

校
に
見
立
て
、
生
徒
に
創
造
力
や
コ
ミ
ュ

面　積：142.97 ㎢
人　口：2,607 人（令和元年 7月末現在）
世　帯：1,534 世帯（令和元年 7月末現在）
職員数：104 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.okushiri.lg.jp

D A T A

平成 21 年以降の生徒数の推移
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介
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
、
全
国
の
地

域
留
学
を
進
め
る
高
校
の
合
同
説
明
会

『
地
域
み
ら
い
留
学
フ
ェ
ス
タ
』に
参
加
し

た
こ
と
も
効
果
的
で
し
た
」
と
話
す
。
町

内
か
ら
の
入
学
者
数
が
増
え
た
理
由
に
つ

い
て
は
「
地
元
か
ら
進
学
し
た
先
輩
を
通

じ
て
奥
尻
高
校
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
見
ず
知
ら
ず
の
地
域

か
ら
来
た
留
学
生
と
一
緒
に
学
ん
で
み
た

い
と
い
う
刺
激
も
あ
る
の
で
は
」
と
み
る
。

　

ま
た
、
奥
尻
町
教
委
の
桜
花
幸
久
事
務

局
長
は
「
町
内
の
保
護
者
は
『
高
校
を
出

る
ま
で
は
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
』
と
い
う

強
い
思
い
が
あ
る
は
ず
。
函
館
や
札
幌
な

ど
の
高
校
に
進
学
す
る
に
は
、
大
き
な
経

済
的
負
担
も
伴
い
ま
す
。
地
元
の
中
学
校

か
ら
奥
尻
高
へ
の
進
学
が
増
え
る
こ
と
は

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
」
と
語
る
。

生
徒
た
ち
が
語
る
奥
尻
高
の
魅
力

　

奥
尻
高
の
魅
力
と
は
。
生
徒
に
聞
い
て

み
た
。
島
育
ち
の
滿
島
塁
さ
ん
（
3
年
）

と
白
田
海
斗
さ
ん
（
同
）
は
「
留
学
生
が

来
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
の
雰
囲
気
が
変

わ
り
ま
し
た
。
全
然
知
ら
な
い
土
地
か
ら

来
た
の
で
最
初
は
『
誰
？
』
と
い
う
感
じ

だ
っ
た
け
ど
、
授
業
な
ど
で
話
を
し
て
い

る
う
ち
に
親
し
く
な
れ
ま
し
た
。
学
校
祭

な
ど
の
行
事
も
以
前
と
比
べ
る
と
に
ぎ
や

か
で
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日

だ
け
ど
充
実
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

札
幌
市
出
身
の
留
学
生
・
篠
原
リ
ュ
ウ

ゴ
さ
ん
（
2
年
）
は
「
離
島
で
の
高
校
生

活
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
み
る
と
、
課
題
解

決
の
た
め
の
道
筋
や
考
え
方
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
進
学
を
希
望
し
て

い
る
の
で
卒
業
後
は
島
を
出
る
こ
と
に
な

る
け
ど
、
奥
尻
で
の
生
活
は
一
生
忘
れ
な

い
思
い
出
で
す
」
と
語
る
。
江
別
市
出
身

の
森
龍
人
さ
ん
（
同
）
は
「
自
然
が
好
き

で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
授
業
に
取

り
入
れ
て
い
る
奥
尻
高
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
と

感
じ
て
入
学
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
サ
ル
ー
ン
な
ど
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
役
に
立
つ
授
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

生
徒
た
ち
の
声
に
井
上
教
頭
は
「
島
育

ち
の
子
ど
も
は
、
幼
稚
園
か
ら
小
中
高
ま

で
、
ほ
ぼ
同
じ
顔
ぶ
れ
で
育
ち
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
で
は
、
都
会
に
は
無
い
親
密

な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
逆
に
人

間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
固
定
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。
島
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
で
、
生
徒
に
価
値

観
の
違
い
を
認
識
し
て
、
多
様
性
を
身
に

付
け
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
奥
尻
高
な
ら

で
は
の
経
験
は
社
会
人
に
な
っ
て
必
ず
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
期
待
を
語
る
。

　奥尻町の取組は、高校存続問題を抱える過疎地域の注目を集めて
いる。しかし、寄宿舎の整備や留学生への補助は、新たな財政負担
を生んでいる。住民の一部に「3年しかいない留学生だけを優遇す
るのか」「生活が厳しくて島外に進学できない生徒が増えた」とい
う不満があるのも事実だ。町財政は厳しい。観光も苦境だ。水産
も不漁が続く。島の自衛隊も削減される…。閉塞感が漂う島の課
題を解決できる即効薬は無い。しかし、異質なものを受け入れるこ
とで生じた化学反応には、変革をもたらす〝新薬〟を生み出すヒン
トが隠れているのかもしれない。反応の連鎖を起こし、内側からし
か見ることができなかった島の姿を、外からの視線で見つめ直すこ
とで希望が生まれる。このチャンスを大切に守り育てていきたい。

Focus

2年生の森さん（左）と篠原さん

3年生の白田さん（左）と滿島さん

井上教頭（左）と桜花事務局長（右）

新築した松風寮。増築工事も進む
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に
吹
奏
楽
部
を
指
導
し
た
り
、
秋
の
高
校

野
球
地
区
予
選
大
会
に
檜
山
連
合
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
、
同
高
野
球
部

の
応
援
演
奏
に
も
一
緒
に
参
加
し
た
り
す

る
な
ど
、
生
徒
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
た
。

　

少
子
化
が
進
む
檜
山
管
内
で
は
、
部
活

動
の
部
員
が
少
な
く
、
単
独
で
は
地
区
予

選
な
ど
に
出
場
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
奥

尻
高
野
球
部
も
江
差
高
・
上
ノ
国
高
と
檜

山
連
合
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。
奥
尻
高

に
は
野
球
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
吹

奏
楽
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
の
5
つ
の
部
活

動
に
加
え
“
部
活
動
を
支
え
る
た
め
の
部

活
動
”
が
あ
る
。「
オ
ク
シ
リ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
部
（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
）」
だ
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｄ
は
昨
年
4
月
に
6
つ
め
の
部
活

動
と
し
て
創
部
し
た
。
き
っ
か
け
は
平
成

29
年
に
女
子
生
徒
3
人
が
中
心
に
な
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
だ
。
島
外
で
の
大
会
や
練

習
試
合
な
ど
に
出
場
す
る
に
も
、
フ
ェ

リ
ー
代
や
宿
泊
費
か
さ
む
。
フ
ェ
リ
ー
が

1
日
1
便
に
な
る
冬
場
に
は
日
帰
り
も
無

理
だ
。
遠
征
費
を
確
保
し
た
い
─
と
始
め

た
Ｃ
Ｆ
は
１
８
２
人
か
ら
１
５
８
万
円
を

集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
現
在
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
な
ど
の
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
今
年
5
月
に
は
、
町
内

産
酒
米
を
使
っ
た
日
本
酒
「
奥
尻
」
の
5

周
年
を
記
念
す
る
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
担

当
。
Ｏ
Ｉ
Ｄ
か
ら
次
世
代
を
担
う
起
業
家

が
生
ま
れ
る
日
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

島
留
学
生
を
支
え
る
島
民
の
思
い

　

奥
尻
高
は
平
成
29
年
度
、
道
内
の
全
日

制
公
立
高
で
初
め
て
、
全
国
か
ら
生
徒
を

募
集
す
る
〈
島
留
学
生
〉
の
受
け
入
れ
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
魅
力
的
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
生
徒
数
を
確
保
し
、
地
元
の
生
徒

と
島
留
学
生
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
教

育
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

離
島
の
生
活
に
慣
れ
、
高
校
生
活
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
住
民
有
志
が
「
島

お
や
」
と
し
て
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。
現
在
は
約
20
人
が
登
録
。
留
学
生

と
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、
休
み
の
日
に

は
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
島
を

知
る
機
会
を
提
供
す
る
。
初
め
て
の
離
島

暮
ら
し
で
感
じ
る
寂
し
さ
を
和
ら
げ
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
を
送
り
出
し
た
保
護
者

の
不
安
解
消
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

島
で
寿
司
店
・
叶
寿
司
を
営
む
井
田
善

直
さ
ん
は
「
島
お
や
」
の
1
人
だ
。
島
外

出
身
の
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
苦
労
は
な
い
の
か
。「
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
す
よ
。
で
も
、
こ
の
島
を
好
き

に
な
り
、
縁
が
あ
っ
て
奥
尻
に
来
て
く
れ

た
若
者
と
接
し
て
い
る
と
楽
し
み
に
変
わ

り
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
暮
ら
す
こ
と

に
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
心
配
し
て
い
る
は

ず
。
そ
ん
な
心
配
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

初
め
て
の
島
暮
ら
し
で
充
実
し
た
高
校

生
活
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
は
生
活

基
盤
の
整
備
も
進
め
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト

当
初
は
民
宿
な
ど
の
宿
泊
施
設
を
下
宿
先

と
し
て
提
供
し
て
い
た
が
、
留
学
生
の
増

加
に
対
応
し
て
、
今
年
3
月
に
は
青
苗
地

区
の
旧
緑
が
丘
団
地
に
定
員
20
人
の
寄
宿

舎
を
整
備
。
さ
ら
に
留
学
生
の
増
加
を
見

据
え
て
22
人
分
の
収
容
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
増
築
工
事
に
も
着
手
し
た
。

過
去
10
年
で
最
高
の
入
学
者
数
に

　

留
学
制
度
開
始
前
の
平
成
28
年
度
は
新

入
生
が
11
人
。
留
学
初
年
度
の
29
年
度
は

新
入
生
が
町
内
10
人
・
留
学
生
5
人
に
。

30
年
度
は
町
内
6
人
・
留
学
生
16
人
で
、

地
元
出
身
者
を
上
回
っ
た
。
本
年
度
は
町

内
16
人
・
留
学
生
15
人
。
過
去
10
年
で
最

多
の
31
人
が
入
学
し
た
。
ス
タ
ー
ト
か
ら

3
年
で
全
学
年
に
留
学
生
が
在
籍
し
て
い

る
。
出
身
地
は
道
内
が
7
割
強
を
占
め

る
。
道
外
勢
の
出
身
地
は
東
京
や
京
都
、

福
岡
な
ど
6
都
府
県
に
及
ん
で
い
る
。

　

井
上
教
頭
は
「
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹

住民らが日本酒「奥尻」の発売開始5周年を祝った

「島おや」を務める井田善直さん
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た
ど
る
。
昭
和
40
〜
55
年
に
は
5
年
ご
と

の
人
口
減
少
率
が
2
割
前
後
に
達
し
、
昭

和
40
年
〜
平
成
26
年
ま
で
の
50
年
間
で
人

口
は
4
分
の
1
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
村
が
消
滅
す
る
！

　

村
の
人
口
対
策
は
平
成
6
年
に
さ
か
の

ぼ
る
。「
20
年
後
の
平
成
26
年
に
は
人
口

が
７
４
６
人
に
な
る
」。
同
年
公
表
さ
れ

た
将
来
推
計
人
口
に
村
は
衝
撃
を
受
け
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
村
が
消
滅
す
る
─
。
村

の
土
居
博
和
む
ら
創
生
課
長
は
「
当
時
は

人
口
が
1
千
人
を
切
る
と
、
も
う
村
は
成

り
立
た
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
都

市
住
民
と
の
交
流
や
観
光
で
雇
用
を
創
出

し
、
1
千
人
台
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
る
山
の
精
霊
「
カ

リ
コ
ボ
ー
ズ
」
が
住
む
と
い
わ
れ
る
美
し

い
自
然
、
豊
富
な
農
産
物
、
長
い
歴
史
に

育
ま
れ
た
独
特
の
文
化
─
。
平
成
7
年
に

策
定
し
た
長
期
総
合
計
画
に
は
、
こ
う
し

た
魅
力
を
活
か
し
た
「
平
成
の
桃
源
郷
構

想
」
を
盛
り
込
ん
だ
。
短
期
滞
在
者
を
募

る
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
取
組
や
、
温

泉
施
設
や
観
光
施
設
の
整
備
に
よ
る
地
元

雇
用
の
創
出
な
ど
、
村
の
存
続
を
か
け
た

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
交
流
人
口
を

　

平
成
9
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
は
当
時
、
国
内
で
前
例
が
無

い
取
組
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
都
市
住
民

が
村
に
滞
在
し
、
農
作
業
に
従
事
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
村
の
魅
力
に
触
れ
、
日
常

生
活
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
も
ら
う
。
特
産

の
ユ
ズ
や
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
、
ホ
オ
ズ
キ

な
ど
の
収
穫
期
に
は
人
手
不
足
も
解
消
で

き
る
。
土
居
課
長
は
「
農
家
の
労
働
力
確

保
や
滞
在
に
伴
う
経
済
効
果
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
に
加
え
、
西
米
良
村
の
フ
ァ
ン
を

獲
得
し
、
名
前
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
効
果
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
」
と
話
す
。

　

村
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
だ
が
、
同
様
の

取
組
を
進
め
る
市
町
村
が
増
え
た
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
は
平
成
14
年
の
53
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
30
年
に

は
2
人
ま
で
減
っ
た
。
新
し
い
形
の
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
と
し
て
打
ち
出
し
た
の

は
、
都
市
部
の
大
学
生
に
ア
ル
バ
イ
ト
に

来
て
も
ら
う
「
米
良
バ
イ
ト
」
だ
。

　

農
繁
期
や
観
光
の
繁
忙
期
と
重
な
る
夏

休
み
の
期
間
中
、
農
産
物
の
収
穫
や
柚
子

胡
椒
な
ど
特
産
品
の
加
工
、
川
下
り
な
ど

の
体
験
観
光
、
宿
泊
施
設
の
運
営
補
助
な

ど
に
従
事
す
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
代
は
村
に

あ
る
コ
テ
ー
ジ
の
宿
泊
費
に
充
て
る
。
最

初
の
平
成
30
年
に
は
宮
崎
大
と
九
州
工
業

大
の
8
人
が
参
加
。
今
夏
も
宮
崎
大
の
学

生
3
人
が
、
村
の
生
活
を
満
喫
し
た
。

村
に
息
づ
く
「
て
ご
り
」
の
精
神

　

都
市
住
民
と
の
交
流
は
、
村
に
意
識
改

革
を
も
た
ら
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
の
参
加
者
を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
特
産
品
開
発
な
ど
、
村

づ
く
り
に
参
加
す
る
人
が
増
え
、
集
落
の

住
民
活
動
も
活
発
に
な
っ
た
。

　

村
で
は
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
、
地
元
の
食
材
を
味
わ
う
「
に
し
め
ら

川
床
」
や
「
西
米
良
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ル
」

な
ど
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
村
に
は
古
く
か
ら

伝
わ
る
〈
て
ご
り
〉
と
呼
ば
れ
る
助
け
合

い
の
文
化
が
根
付
い
て
お
り
、
住
民
同
士

が
支
え
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お

も
て
な
し
の
心
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

毎
年
8
月
の
第
一
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
「
や
ま
び
こ
花
火
大
会
」
は
、
今
年

で
46
回
目
を
数
え
た
。
住
民
総
出
で
交
通

整
理
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
こ
な
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

お
ば
ち
ゃ
ん
の
キ
ャ
ラ
最
高
！
」「
花
火

終
わ
っ
た
ら
ず
っ
と
流
れ
て
い
る
『
ふ
る

さ
と
』
が
心
に
し
み
る
」「
帰
り
も
渋
滞

し
な
か
っ
た
。
来
年
も
来
た
い
」
な
ど
の

書
き
込
み
も
。
地
域
を
挙
げ
た
お
も
て
な

し
は
、
村
を
活
性
化
す
る
原
動
力
だ
。

村消滅の危機感からプロジェクトが始動しました─
と語る土居課長

ワーキングホリデーに参加した若者の笑顔がはじける
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九
州
山
地
の
“
桃
源
郷
”
を
訪
ね
る

　

宮
崎
市
を
車
で
出
発
し
、
日
本
最
大
級

の
西さ

い

都と

原ば
る

古
墳
群
が
あ
る
西
都
市
を
抜

け
、
山
間
部
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
路
を

走
る
こ
と
2
時
間
。「
令
和
の
桃
源
郷
」

と
呼
ば
れ
る
西
米
良
村
に
着
い
た
。
険
し

い
山
地
に
隔
て
ら
れ
た
村
に
は
8
つ
の
集

落
が
点
在
す
る
。
人
口
は
県
内
最
少
の
１

０
３
４
人
（
8
月
1
日
現
在
）。
住
民
の

半
数
は
村
役
場
が
あ
る
村む

ら
所し
ょ
地
区
に
住
む
。

　

古
く
は
「
米め

良ら

山や
ま

」
と
呼
ば
れ
た
こ
の

地
域
の
歴
史
は
、
室
町
時
代
に
肥
後
国
の

守
護
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
菊
池
氏
当
主
・
能よ

し

市
町
村
の
重
点
政
策�

3

交
流
か
ら
移
住・定
住
へ

“
1
0
0
0
人
が
笑
う
村
”の
挑
戦 

宮
崎
県
西
米
良
村

　
過
疎
・
高
齢
化
に
よ
る
村
消
滅
の
危
機
に
直
面
し
た
宮
崎
県
西に

し
米め

良ら

村そ
ん

は
、
山
村
文
化
を
核
と
し
た
都
市
住
民
と
の
交
流

や
観
光
振
興
を
通
じ
て
、
雇
用
創
出
や
地
場
産
業
の
活
性
化
、
定
住
人
口
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
口
の
減
少
で
存

亡
の
危
機
に
あ
っ
た
集
落
で
は
、
地
域
の
住
民
が
伝
統
の
食
文
化
を
活
か
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
運
営
し
て
、
年
間

2
万
人
の
観
光
客
を
も
て
な
し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
住
民
の
明
る
い
笑
顔
が
広
が
る
村
を
訪
ね
た
。

運ゆ
き

の
子
で
あ
る
重
次
が
、
争
い
を
逃
れ
て

移
り
住
み
「
米
良
」
の
姓
を
名
乗
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
明
治
に
入
る
と
米
良
氏
17

代
当
主
・
則
忠
は
、
戦
国
時
代
に
断
絶
し

た
菊
池
姓
へ
の
復
姓
を
許
さ
れ
、
か
つ
て

本
拠
地
だ
っ
た
現
在
の
熊
本
県
菊
池
市
に

移
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
も
熊
本
県
人

吉
市
を
中
心
と
す
る
球
磨
地
方
と
の
結
び

付
き
が
根
強
く
あ
る
と
い
う
。

　

明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
で
東
米
良
村

と
西
米
良
村
が
発
足
。
戦
後
の
ダ
ム
開
発

に
伴
い
国
道
が
開
通
し
、
宮
崎
・
熊
本
両

県
と
の
往
来
が
可
能
に
な
る
ま
で
、
外
部

と
接
触
が
乏
し
い
隠お

ん

田で
ん

集
落
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
。
東
米
良
村
は
「
昭
和
の
大
合

併
」
で
現
在
の
西
都
市
と
木
城
町
に
分
割

さ
れ
た
が
、
西
米
良
村
は
「
平
成
の
大
合

併
」
を
乗
り
切
り
、
令
和
を
迎
え
た
。

　

農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
西
米
良
村

は
、
第
2
次
世
界
大
戦
前
は
林
業
と
と
も

に
、
日
本
一
と
言
わ
れ
た
木
炭
の
生
産
で

栄
え
、
昭
和
15
年
の
人
口
は
７
５
８
３
人

を
数
え
た
。
終
戦
後
は
一
時
的
に
減
少
し

た
人
口
は
、
戦
災
復
興
に
伴
う
木
材
需
要

に
支
え
ら
れ
、
昭
和
30
年
に
は
５
８
３
９

人
に
上
っ
た
。
だ
が
、
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
る
と
木
材
需
要
が
低
迷
し
、
木
炭

の
減
産
も
重
な
り
、
林
業
が
衰
退
傾
向
を

面　積：271.5 ㎢
人　口：1,014 人（令和元年 8月現在）
世　帯：580 世帯（令和元年 8月現在）
職員数：54 人（普通会計ベース）
HPアドレス：https://www.vill.nishimera.lg.jp
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険しい山地に囲まれる西米良村。谷沿いの平地に棚田が広がる

40PRACTICE   2019  Autumn



建
設
や
中
古
住
宅
取
得
に
対
す
る
補
助
も

あ
る
。
結
婚
や
出
産
の
祝
い
金
支
給
、
移

住
世
帯
の
保
育
料
減
額
、
さ
ら
に
村
内
に

高
校
が
無
い
た
め
、
中
学
卒
業
後
に
村
外

の
高
校
に
進
学
す
る
費
用
を
支
援
す
る
就

学
支
援
手
当
な
ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
手

厚
い
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
新
規
起
業

や
就
農
に
対
す
る
補
助
制
度
も
設
け
た
。

　
「
お
が
わ
作
小
屋
村
」
の
オ
ー
プ
ン
後

は
、
地
場
産
農
産
物
の
消
費
が
急
増
。
減

る
一
方
だ
っ
た
農
家
戸
数
や
耕
地
面
積
は

増
加
に
転
じ
、
集
落
に
は
新
規
就
農
者
を

中
心
に
18
人
が
新
た
に
定
住
し
た
。
集
落

で
観
光
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
、
空
き
家
の

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
手
掛
け
る
人
も
い

る
。
作
小
屋
村
で
働
き
な
が
ら
就
農
を
目

指
す
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
も
い
る
。　　

　

若
手
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
集

落
の
高
齢
化
率
は
58
％
に
低
下
。
こ
れ
ま

で
に
６
人
の
子
ど
も
が
誕
生
し
、
今
年
も

２
人
が
生
ま
れ
る
予
定
だ
。
上
米
良
さ
ん

は
「
何
も
し
な
け
れ
ば
消
滅
す
る
運
命
に

あ
っ
た
集
落
に
若
者
が
住
み
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
。
本
当
に
夢
の
よ
う
な
話
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
語
る
。
省
吾
さ
ん
は
「
若

者
が
増
え
た
お
か
げ
で
、
５
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
伝
統
の
神
楽
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

過
去
5
年
間
で

1
5
1
人
が
村
に
移
住
す
る

　

村
全
体
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
、
平
成

26
年
度
に
30
人
、
27
年
度
は
48
人
、
28
年

度
は
31
人
、
29
年
度
に
は
20
人
、
30
年
度

も
22
人
に
上
り
、
過
去
5
年
間
で
１
５
１

人
に
達
し
た
。
内
訳
は
Ｕ
タ
ー
ン
48
人
、

Ｉ
タ
ー
ン
１
０
３
人
と
、
Ｉ
タ
ー
ン
が
３

分
の
２
を
占
め
る
。
村
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情

報
発
信
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
加

え
、
雇
用
創
出
や
住
宅
の
確
保
と
い
っ
た

施
策
が
功
を
奏
し
た
と
み
て
い
る
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
、
農
林
業
や
観
光

を
は
じ
め
、
新
規
起
業
や
地
元
企
業
へ
の

就
職
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
。
今
年
５
月
に
は
、
村
内
で
ホ
テ
ル
の

よ
う
に
設
備
が
整
っ
た
テ
ン
ト
で
宿
泊
と

食
事
を
楽
し
め
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
施
設

も
オ
ー
プ
ン
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
設
立
し
た

太
陽
光
発
電
の
施
工
・
管
理
会
社
が
運
営

を
担
う
な
ど
、
村
づ
く
り
を
担
う
戦
力
と

し
て
期
待
を
集
め
て
い
る
。

　

土
居
課
長
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
村
が
消

滅
す
る
と
い
う
危
機
感
を
住
民
と
行
政
が

共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
行
政
が
旗
を
振
る
だ

け
で
は
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
村
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
い

う
住
民
の
熱
意
と
行
動
が
多
く
の
移
住
者

を
引
き
付
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
。
交
流
か
ら
移
住
・
定
住
へ
。
西
米
良

村
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
─
。

　交流人口の拡大─道内でも多くの市町村が長年にわたり取組を続けて
いる。近年は地域にさまざまな形で関わりを持ち続ける「関係人口」の
概念も提唱されている。観光や地域間交流を通じて、交流人口や関係人
口の増加に成功した事例は少なくはない。全国各地で展開している
「お試し暮らし」も交流は活発に行われている。しかし、最大の課題で
あるはずの定住人口の維持・増加につなげている事例は多くはない。
西米良村は「この村を守る」という原点に立ち、長期的な視野を持ち、
村の魅力を理解し、住民の意欲を盛り上げながら、さまざまな施策を有
機的に結び付けることで「交流から移住・定住へ」というセオリーを実
践してきた。古くから伝わる「てごり」と呼ばれる助け合いの文化と地
域への愛情がこの挑戦を支えている。

Focus

西米良村の移住応援サイト。村伝統の「煮しめ」を
探る動画も

月光の下で披露される伝統の神楽
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人
口
90
人
の
集
落
を

年
間
2
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

　

村
役
場
か
ら
車
で
約
20
㌔
。
谷
沿
い
を

走
る
道
路
を
車
で
30
分
ほ
ど
の
山
間
部
に

小
川
集
落
が
あ
る
。
米
良
氏
の
居
城
が
あ

り
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
維
新
ま
で

村
の
中
心
地
だ
っ
た
。
現
在
は
90
人
ほ
ど

が
住
む
集
落
に
は
、
平
成
21
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
お
が
わ
作さ

く

小ご

屋や

村
」
が
あ
る
。

作
小
屋
と
は
、
家
か
ら
離
れ
た
農
地
に
設

け
る
伝
統
の
作
業
小
屋
だ
。
敷
地
内
に
は

茅
葺
き
屋
根
の
建
物
が
並
び
、
地
産
地
消

を
実
践
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物

直
売
所
、
民
俗
資
料
館
な
ど
が
あ
る
。
宿

泊
が
で
き
る
コ
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
年
間
約

2
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

村
が
1
億
3
千
万
円
を
投
じ
て
整
備
し

た
「
お
が
わ
作
小
屋
村
」
は
、
集
落
の
住

民
で
つ
く
る
運
営
協
議
会
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
村
が
交
流
人
口

拡
大
と
雇
用
創
出
、
地
産
地
消
に
よ
る
農

業
再
生
な
ど
を
掲
げ
た
「
平
成
の
桃
源

郷
・
小
川
作
小
屋
村
づ
く
り
」
を
打
ち
出

し
た
平
成
17
年
。
当
時
の
小
川
集
落
は
人

口
１
０
７
人
、
高
齢
化
率
が
71
％
に
達
す

る
限
界
集
落
の
典
型
だ
っ
た
。

　

会
長
の
上か
ん

米め

良ら

秀
俊
さ
ん（
67
）は
「
当

時
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
だ
っ
た
小

川
自
治
公
民
館
の
浜
砂
幸
徳
館
長
が
『
地

域
が
無
く
な
っ
て
い
い
の
か
。
集
落
が
一

丸
と
な
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
』
と
住
民
に

呼
び
掛
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
」
と
語

る
。
19
年
に
は
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
や
運

営
方
法
な
ど
を
協
議
す
る
準
備
委
員
会
が

発
足
。
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
2
年
間
で
１
０

０
回
に
及
ぶ
勉
強
会
や
研
修
会
を
重
ね
、

住
民
の
手
で
運
営
体
制
を
構
築
し
た
。

お
が
わ
作
小
屋
村
の
魅
力
と
は

　

西
都
市
で
働
い
て
い
た
上
米
良
さ
ん
の

息
子
・
省
吾
さ
ん（
33
）は
「
働
く
場
所
も

住
む
家
も
な
か
っ
た
小
川
に
働
く
場
が
で

き
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
帰
っ
て
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。
平
成
22

年
に
妻
と
と
も
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
現
在
は

協
議
会
の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
。
経

営
の
経
験
は
無
か
っ
た
が
、
簿
記
を
学

び
、
施
設
の
会
計
全
般
を
担
う
頼
も
し
い

存
在
だ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
パ
ー
ト
と
し
て

働
く
集
落
の
女
性
は
、
上
が
83
歳
、
下
は

52
歳
だ
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
お
が
わ
四

季
御
膳
」
は
、
伝
統
の
山
菜
料
理
や
在
来

種
の
イ
セ
イ
モ
料
理
、
集
落
に
伝
わ
る
小

川
豆
腐
な
ど
16
種
類
の
料
理
を
月
替
わ
り

で
提
供
し
て
い
る
。
調
理
は
、
女
性
た
ち

の
長
年
の
経
験
と
勘
が
頼
り
だ
。
省
吾
さ

ん
は
「
今
後
は
若
手
の
後
継
者
の
育
成
が

課
題
に
な
り
ま
す
。
伝
統
の
郷
土
料
理
を

受
け
継
い
で
い
く
に
は
レ
シ
ピ
化
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

こ
の
集
落
を
守
り
伝
え
る
た
め
に

　

1
千
人
の
人
口
維
持
─
と
い
う
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
村
は
移
住
情
報
サ
イ
ト

の
充
実
や
移
住
・
定
住
Ｐ
Ｒ
動
画
の
公
開

な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
掲
げ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
〈
１
０
０
０
人
が
笑
う
村
〉
だ
。

　

移
住
者
を
対
象
に
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制

も
用
意
し
て
い
る
。
若
者
向
け
の
定
住
促

進
住
宅
を
整
備
し
た
ほ
か
、
新
築
住
宅
の

地元の食材をふんだんに使った「おがわ四季御
前」は観光客に人気

「おがわ作小屋村」の運営に携わる上米良秀俊
さん（左）と省吾さん

年間2万人の観光客が訪れる「おがわ作小屋村」
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に
、
貯
氷
室
内
で
は
水
の
凍
結
・
融
解
が

繰
り
返
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
夏
は
氷
を
解

か
し
て
室
内
の
空
気
か
ら
熱
を
奪
い
（
吸

収
）、
冬
は
水
を
凍
ら
せ
る
こ
と
で
室
内

の
空
気
に
熱
を
与
え
る
（
放
出
）
─
と
い

う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
。
こ
の
一
連
の

水
の
相
変
化
に
伴
う
熱
の
吸
収
と
放
出
に

よ
り
、
貯
氷
室
内
の
気
温
は
、
1
年
を
通

じ
て
水
の
相
変
化
温
度
で
あ
る
0
℃
と
な

る
。
こ
の
空
気
を
貯
蔵
室
に
送
風
す
る
こ

と
で
、
農
産
物
の
長
期
貯
蔵
に
最
適
な
環

境
が
創
り
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は

氷
の
融
解
熱
（
融
解
の
潜
熱
）
だ
け
で
は

な
く
、
水
の
凍
結
熱
（
凍
結
の
潜
熱
）
も

利
用
が
可
能
な
方
式
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
貯
氷
室
内
で
製
氷
を
行
う
た
め
、

雪
の
よ
う
に
搬
入
に
か
か
る
労
力
が
不
要

と
な
り
、
夏
期
に
解
け
た
氷
は
、
翌
年
の

冬
に
再
度
凍
ら
せ
る
た
め
、
水
も
無
駄
な

く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
　
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
の
現
状

　

ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
で
低
温
環
境
を
創

出
す
る
に
は
、
貯
氷
室
で
水
と
氷
の
共
存

状
態
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
氷
を
長
期
間
維
持
す
る
た
め
の

断
熱
と
、
自
然
冷
気
に
よ
っ
て
計
画
量
の

氷
を
製
造
す
る
技
術
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

は
、
既
存
の
施
設
に
比
べ
て
割
高
な
建
設

費
な
ど
、
初
期
コ
ス
ト
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

筆
者
は
技
術
的
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
断
熱
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
地
域
の
気
象
環
境

に
応
じ
て
施
工
す
れ
ば
、
氷
を
長
期
間
保

管
で
き
る
段
階
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
を
応
用
し
、
建
設
予
定
の

施
設
の
規
模
や
地
域
の
夏
期
の
気
象
環
境

か
ら
、
貯
氷
室
に
導
入
さ
れ
る
水
（
氷
）

量
を
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　

氷
の
製
造
技

術
に
つ
い
て

は
、
貯
氷
室
内

の
製
氷
環
境
に

関
す
る
研
究
事

例
が
な
い
た

め
、
信
頼
性
の

あ
る
技
術
が
確

立
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
現

在
、
帯
広
市
で

株
式
会
社
土
谷

特
殊
農
機
具
製

作
所
が
建
設
し
た
、
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

を
導
入
し
た
実
験
貯
蔵
庫
で
、
製
氷
環
境

の
把
握
に
必
要
な
観
測
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
得
た
基
礎
デ
ー
タ
か
ら
、
製
氷
量

の
推
定
が
可
能
な
モ
デ
ル
の
開
発
、
地
域

の
気
象
環
境
に
見
合
っ
た
貯
氷
室
の
設
計

指
針
を
検
討
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
貯
氷
室
に
設
置
さ
れ
る
貯
氷

タ
ン
ク
を
開
発
・
生
産
す
る
な
ど
、
ア
イ

ス
シ
ェ
ル
タ
ー
の
普
及
に
長
年
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
年
1
月
に
は
、
新
興
国
な
ど

で
行
う
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
補
助

す
る
、
経
済
産
業
省
の
「
第
4
回
飛
び
出

せ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
！
」
に
採
択
さ
れ
、
モ
ン

ゴ
ル
に
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
を
導
入
し
た

同
様
の
貯
蔵
庫
を
建
設
し
た
＝
写
真
。

4
　
冷
熱
資
源
の
可
能
性

　

夏
の
暑
い
日
、
雪
や
氷
を
保
管
し
て
冷

房
に
使
え
れ
ば
い
い
の
に
─
と
思
っ
た
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
は
日
本
書
紀
に

「
氷
室
」
の
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
古
代

か
ら
同
様
の
こ
と
を
思
い
、
実
践
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
技
術
水
準
で

は
、
雪
氷
を
長
期
間
保
管
し
、
利
用
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現

在
で
は
、
性
能
の
良
い
断
熱
材
が
開
発
さ

れ
る
な
ど
、
技
術
的
に
は
過
去
に
比
べ
て

冷
熱
資
源
の
利
用
が
し
や
す
い
条
件
が
整

い
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
ま
だ
未
解
決
な

技
術
的
問
題
と
他
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
様
、
初
期
コ
ス
ト
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
普
及
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
研
究
・
開
発
が
進
め
ば
十
分
に
解
決

可
能
な
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

冷
熱
資
源
に
よ
る
農
産
物
の
省
エ
ネ
貯

蔵
が
可
能
と
な
れ
ば
、
農
業
経
営
の
安
定

化
や
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
防
災
と
い
う
観
点
か
ら
も

食
料
の
備
蓄
用
と
し
て
活
用
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
建
設

さ
れ
た
よ
う
に
、
世
界
の
寒
冷
地
で
建
設

さ
れ
れ
ば
、
食
糧
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、
さ
ら
に
環
境
問
題
な
ど
に
も
対
処
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

【図】アイスシェルターの概略図

【写真】モンゴルに建設されたアイスシェルター
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研究者コラム

×ト レ ン ド を 読 む

地 域 を 伸 ば す

氷
の
冷
熱
を
利
用
し
た

ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

PROFILE

２０１０年北海道大学大学
院で博士（農学）を取得。
同年、帯広畜産大学地域環
境学研究部門助教。17 年
から現職。専門は農業気象
学。

木村　賢人
（きむら・まさと）

1
　�

北
海
道
の
気
象
環
境
と
冷
熱
資
源

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
都
道
府
県
に

関
す
る
調
査
を
み
る
と
、
北
海
道
は
、
比

較
的
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
理
由
は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思

う
が
、
冬
期
の
寒
冷
な
気
象
環
境
に
よ
っ

て
創
り
出
さ
れ
る
自
然
や
景
観
、
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
他
の
地
域
で
は
体

験
で
き
な
い
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
こ

と
も
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
要
因
で
あ

ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
観
光
資
源
以
外

に
も
、
北
海
道
の
寒
冷
な
気
象
環
境
に

よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
る
資
源
が
あ
る
。
そ

れ
が
「
冷
熱
資
源
」
で
あ
る
。
冷
熱
資
源

と
は
雪
氷
・
凍
土
の
こ
と
で
あ
る
。
雪

氷
・
凍
土
が
資
源
？
─
と
思
う
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
触
れ
る
と
冷

た
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
物
や
空
間
を
冷
や

す
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
冷
熱
）
と
呼
ば
れ

る
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
保
持
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
雪
氷
・
凍
土
は
、
北
海
道
の

自
然
環
境
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
る
冷
熱

源
で
あ
る
。
し
か
も
、
水
（
氷
）
由
来
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
た
め
、
低
温
か
つ

高
湿
度
の
室
内
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
室
内
環
境
は
、
農
産
物
の

長
期
貯
蔵
に
適
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

冷
熱
資
源
の
冷
熱
に
よ
っ
て
、
農
産
物
の

省
エ
ネ
貯
蔵
が
可
能
と
な
る
。

　

冷
熱
資
源
か
ら
冷
熱
を
効
率
良
く
取
り

出
し
、
有
効
に
利
用
す
る
方
法
は
１
９
８

０
年
代
頃
か
ら
検
討
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

利
用
方
式
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。
筆
者

は
、
考
案
さ
れ
た
利
用
方
式
の
一
つ
で
あ

る
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
の
研
究
開
発
を
進

め
て
い
る
。

2
　
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
の
特
徴

　

ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
氷
の
冷
熱
の

利
用
方
式
で
、
１
９
８
６
年
に
北
海
道
大

学
農
学
部
元
教
授
・
堂
腰
純
先
生
に
よ
っ

て
考
案
さ
れ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
他
の
冷

熱
の
利
用
方
式
は
、
夏
季
の
冷
房
・
冷
蔵

の
み
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ア

イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
温
度
変
化
の
小
さ

い
低
温
環
境
を
、
1
年
を
通
じ
て
維
持
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
【
図
】
は
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
の
構
造

を
示
し
た
概
略
図
で
あ
る
。
図
に
示
す
よ

う
に
、
貯
氷
室
と
貯
蔵
室
の
2
室
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
貯
氷
室
に
は
、
建
設
時
に

貯
氷
タ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る
水
の
入
っ
た
容

器
が
複
数
個
積
み
重
ね
ら
れ
た
状
態
で
設

置
さ
れ
る
。
水
の
総
量
は
施
設
の
規
模
に

も
よ
る
が
、
１
０
０
㌧
以
上
と
な
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
冬
期
は
そ
の
水
を
自
然

冷
気
の
み
で
凍
ら
せ
る
た
め
、
貯
氷
室
内

の
通
気
口
が
開
放
さ
れ
る
。

　

夏
期
は
通
気
口
を
閉
め
、
断
熱
施
工
さ

れ
た
壁
・
屋
根
な
ど
か
ら
流
入
す
る
熱
に

よ
り
、
氷
は
徐
々
に
解
け
る
。
こ
の
よ
う

帯
広
畜
産
大
学
　
環
境
農
学
研
究
部
門
　
農
業
環
境
工
学
分
野
　
准
教
授
　
木
村
　
賢
人

　
筆
者
は
、
冷
熱
資
源
の
利
用
方
式
の
一
つ
で
あ
る
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
研
究

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
水
と
氷
の
一
連
の
相
変
化
に
伴
う
熱

を
有
効
か
つ
効
率
的
に
利
用
し
、
1
年
を
通
じ
て
、
低
温
・
高
湿
度
の
室
内
環
境
を
創
出

し
ま
す
。
本
稿
で
は
、
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
の
特
徴
や
可
能
性
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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　�

水
分
は
胃
で
は

吸
収
さ
れ
な
い

　

私
た
ち
は
飲
み
物
や
食
べ
物
の
形
で
水

分
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
口
か
ら
入
っ

た
水
分
は
、
い
っ
た
ん
胃
に
溜
め
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
胃
に
は
水
分
を
吸
収
す
る

仕
組
み
が
存
在
し
ま
せ
ん
。
水
分
は
胃
か

ら
小
腸
へ
移
動
し
た
の
ち
、
小
腸
の
粘
膜

を
通
じ
て
血
液
へ
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
単
純
に
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
を
飲

ん
だ
時
、
こ
の
水
が
小
腸
ま
で
移
動
す
る

の
に
30
分
か
ら
1
時
間
半
ほ
ど
か
か
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
の
ど

が
渇
い
た
と
思
っ
て
水
を
飲
ん
で
も
、
本

当
に
渇
き
が
い
や
さ
れ
る
の
は
1
〜
2
時

間
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

炎
天
下
な
ど
で
、
熱
中
症
予
防
で
給
水

を
す
る
に
し
て
も
、
吸
収
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
を
勘
定
に
入
れ
た
給
水
を
心
が
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
の
ど
が
渇
い
た

と
感
じ
て
か
ら
で
は
、
手
遅
れ
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
、
こ

ま
め
に
水
分
を
口
に
す
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
熱
中
症
に
な

る
と
、
そ
の
影
響
で
胃
腸
の
運
動
が
停
止

し
て
し
ま
う
の
で
、
い
く
ら
水
を
飲
ん
で

も
、
胃
の
中
に
溜
ま
る
ば
か
り
で
、
血
液

3

へ
の
水
分
の
吸
収
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
間
に
熱
中
症
が
進
行
し
て
重
篤
な
事
態

に
陥
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
予
防
的
な

こ
ま
め
な
給
水
が
肝
要
で
す
。

　�

1
日
1
・
2
㍑
以
上
の

給
水
を

　

通
常
で
は
1
日
で
約
1
・
5
㍑
の
水
分

が
お
し
っ
こ
と
し
て
出
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
汗
や
吐
く
息
な
ど
に
よ
り
1
㍑
程
度

4

の
水
分
が
体
か
ら
失
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

大
便
に
も
0
・
1
㍑
程
度
の
水
分
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
約
2
・
5
〜
2
・
6

㍑
程
度
の
水
が
1
日
の
う
ち
に
失
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に

水
分
を
補
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
水
分
が
約
1
・
1

㍑
、
体
内
の
代
謝
反
応
で
生
じ
る
水
分
が

0
・
3
㍑
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
足
り
ず
、
飲
水
と
し
て
1
・
2
㍑
ほ

ど
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
体
の
水
は
塩
水
な
の
で
、
塩
分

の
補
給
も
必
要
で
す
が
、
通
常
は
食
べ
物

で
供
給
さ
れ
る
塩
分
で
十
分
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
真
水
と
し
て
1
・
2
㍑
ほ
ど
が

必
要
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
水
を
飲
む
か
と
い

う
と
、
朝
起
き
た
時
と
、
夜
に
寝
る
前
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ッ
プ
1
杯
以
上
の
水
を

飲
む
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
食
事
の
た

び
に
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
を
飲
む
こ
と
を
心

が
け
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
、
必
要
量
は
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
事
中
に
水
を

飲
む
と
「
胃
液
が
薄
ま
る
」
と
か
「
冷
た

い
水
は
消
化
に
悪
い
」
な
ど
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
話
は
一
種
の
迷
信

で
す
。
食
事
中
の
水
が
有
害
で
あ
る
理
由

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
飲
水
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

P r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
（医学博士取得）
北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
（とうせ・のりつぐ）

まとめ

��1��� 体の大半は塩水でできている
2 体の水分を調節しているのは血液である
3 �水分の吸収は小腸で行われる
4 �1日1.2㍑程度の給水が必要

●�図　体液の塩分成分

細胞内
Na＋	 10〜20	mM
K＋	 150	mM
Cl－	 10〜20	mM
Ca2＋	 10－7	M
Mg2＋	 13	mM
HCO3－	 10	mM
（pH	7.2〜7.3）

細胞外
Na＋	 145	mM
K＋	 3.3〜5.3	mM
Cl－	 96〜110	mM
Ca2＋	 2〜2.7	M
Mg2＋	 3	mM
HCO3－	 22〜28	mM
（pH	7.35〜7.45）
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体
の
水
は
二
つ
に
分
か
れ
る

　

人
の
体
は
ほ
と
ん
ど
細
胞
で
で
き
て
い

ま
す
。
細
胞
で
な
い
の
は
骨
と
歯
ぐ
ら
い

の
も
の
で
す
。
こ
の
細
胞
の
中
に
は
水
が

満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
細
胞
内
液

と
い
い
ま
す
。
細
胞
内
液
は
塩
分
を
含
ん

で
い
ま
す
。
塩
分
の
成
分
で
一
番
多
い
の

は
カ
リ
ウ
ム
（
K＋
）
と
い
う
塩
分
で
す
。

細
胞
内
液
を
全
部
合
わ
せ
る
と
、
体
重
の

40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
水
分
は
、
体
の
中
に
あ
っ

て
、
細
胞
の
外
側
に
位
置
す
る
水
で
、
細

胞
外
液
と
呼
ば
れ
ま
す
。
細
胞
外
液
も
塩

分
を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
一
番
多
い
成
分

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Na＋
）
で
す
。
二
番
目
に

多
い
成
分
が
塩
素
（
Cl－
）
で
、
こ
の
二
つ

を
合
わ
せ
た
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
い
わ
ゆ

る
食
塩
）
が
細
胞
外
液
の
主
成
分
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
濃
度
が
0
・
9
％
の
食
塩

水
に
非
常
に
近
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

細
胞
外
液
は
、
細
胞
の
周
り
に
必
ず
存

在
し
、
細
胞
に
水
分
を
供
給
し
た
り
、
外

液
を
通
じ
て
酸
素
や
栄
養
素
を
供
給
し
た

1

り
す
る
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

細
胞
外
液
は
体
重
の
20
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
体
の
水
は
、
細
胞
内
液
と
細

胞
外
液
に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
＝
図
。

　

細
胞
外
液
に
は
、
血
液
の
上
澄
み
で
あ

る
血
漿
が
含
ま
れ
ま
す
。
血
液
は
血
管
の

中
に
あ
り
ま
す
が
、
血
管
の
外
に
あ
る
細

胞
外
液
は
、
と
く
に
組
織
液
と
ば
れ
て
い

ま
す
。
す
り
む
き
傷
を
し
た
と
き
に
、
染

み
出
て
く
る
透
明
な
水
は
、
こ
の
組
織
液

で
す
。
血
漿
は
体
重
の
5
％
、
組
織
液
は

体
重
の
15
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
も
う
一

度
言
い
直
す
と
、
人
の
体
に
は
塩
水
が
満

た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
す
。

　
血
液
は
体
の
水
の
窓
口

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
血
液
に
は
赤
血
球

や
白
血
球
、
血
小
板
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
細
胞
で

す
。
血
漿
は
血
液
の
細
胞
に
と
っ
て
の
細

胞
外
液
に
あ
た
り
ま
す
。
血
漿
自
体
は
体

重
の
5
％
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
血
管

を
通
っ
て
全
身
を
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
そ

2

の
量
は
、
安
静
時
に
は
1
分
間
で
5
㍑
の

流
速
で
流
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
運
動
し

て
い
る
最
中
な
ら
1
分
間
で
15
㍑
に
も
な

り
ま
す
。
こ
れ
で
血
液
は
全
身
の
組
織
に

水
分
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
食
べ
物
や
飲
み
物
か
ら
得
た

水
分
は
血
液
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
水
分

は
、
血
液
に
よ
っ
て
全
身
に
配
ら
れ
ま

す
。
吸
収
し
た
水
分
が
過
剰
な
場
合
、
血

液
が
腎
臓
に
流
れ
込
み
、
余
計
な
水
分
を

お
し
っ
こ
に
し
て
、
体
外
へ
排
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
体
か
ら
水
分
が
出
る
方
法

と
し
て
は
、
発
汗
も
重
要
で
す
。
汗
は
皮

膚
に
あ
る
汗
腺
に
よ
っ
て
、
血
液
の
水
分

を
材
料
に
作
ら
れ
て
分
泌
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
体
に
お
け
る
水
分
の
出

入
り
は
、
す
べ
て
血
液
を
介
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
血
液
は
水
の
出
し
入
れ
の
窓

口
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
水
分
が
不
足
す
る
脱
水
症
に

陥
っ
た
時
に
は
、
循
環
す
る
血
液
の
量
が

減
り
、
手
足
に
冷
え
が
生
じ
た
り
、
血
圧

が
下
が
り
、
頭
に
血
が
回
ら
な
く
な
り
、

め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
、
意
識
消
失
な
ど
の

重
篤
な
症
状
が
現
れ
た
り
す
る
の
で
す
。

体
の
水

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
人
の
体
に
は
た
く
さ
ん
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
体
重
の
60
％
ほ
ど
が

水
分
で
す
。
つ
ま
り
、
人
の
体
は
水
分
で
で
き
て
い
る
と
い
う
言
い
方
は
、
大

げ
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
は
毎
日
水
を
の
み
、
お
し
っ
こ
や

汗
を
か
い
て
い
る
の
で
、
体
の
水
が
ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
健
康
を
考
え
る
と
き
、
体
の
水
の
状
態
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
体
の
水
の
こ
と
を
解
説
し
て
、

さ
ら
に
適
切
な
給
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
菓
子
の
ニ
シ
ヤ
マ
代
表
の
今
井
良
幸

さ
ん
は
「
ペ
ー
ス
ト
に
し
て
も
桃
色
が
可

愛
ら
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
色
に
な
り
、
加

熱
し
て
も
酸
味
が
残
る
の
で
、
乳
製
品
な

ど
お
菓
子
と
の
相
性
が
良
い
こ
と
が
魅
力

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
ジ
ャ
ム
に
す
る
と

き
は
、
少
し
で
も
焦
が
す
と
透
明
感
の
あ

る
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
付
き
っ

き
り
で
火
加
減
を
調
整
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
繊
細
さ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

同
じ
く
村
か
ら
補
助
を
受
け
て
新
商
品

を
開
発
し
た
の
は
、
ベ
ー
カ
リ
ー
「
パ
ン

舎
」
で
す
。
お
店
に
着
く
と
、
大
き
な
す

も
も
の
看
板
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
お
店

に
あ
る
“
顔
出
し
看
板
”
は
、
ど
こ
か
懐

か
し
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー

の
吉
田
美
佳
子
さ
ん
は
、
愛
犬
を
連
れ
て

「
す
も
も
の
里
」
を
訪
れ
る
こ
と
が
多

く
、
花
の
時
期
や
実
が
な
る
時
期
は
、
甘

酸
っ
ぱ
い
香
り
に
包
ま

れ
、
気
分
が
明
る
く
な
る

そ
う
で
す
。
更
別
村
に
移

住
し
て
き
た
吉
田
さ
ん
は

「
ウ
エ
ル
カ
ム
！
の
気
持

ち
と
開
放
的
な
お
も
て
な

し
の
心
が
更
別
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
が
作
っ
た
商

品
は
、
す
も
も
を
乾
燥
さ

せ
た
「
さ
ら
べ
つ
ピ
ュ
ア
ド
ラ
イ
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
で
す
。
セ
ミ
ド
ラ
イ
の
柔

ら
か
い
食
感
に
は
、
お
年
を
召
し
た
方

に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を

込
め
ま
し
た
。
十
勝
管
内
の
各
地
域
か

ら
や
っ
て
来
た
お
客
様
か
ら
「
す
も
も

を
食
べ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
声
も
多

く
、
す
も
も
の
姿
形
を
そ
の
ま
ま
に
、

味
も
ス
ト
レ
ー

ト
に
伝
わ
る
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

を
商
品
に
し
よ

う
と
考
え
た
そ

う
で
す
。

　

す
も
も
を
入

れ
た
パ
ン
舎
の

カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

や
ロ
ー
ル
パ
ン

も
大
人
気
で

す
。
高
温
で
焼
い
て
も
、
後
味
が
さ
っ
ぱ

り
し
た
す
も
も
の
酸
味
が
残
り
ま
す
。
お

菓
子
の
ニ
シ
ヤ
マ
も
、
ド
ラ
イ
す
も
も
を

使
っ
た
焼
き
菓
子
を
試
作
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
く
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す

ね
。
他
に
も
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
サ
イ

ダ
ー
な
ど
、
す
も
も
が
お
い
し
さ
を
引
き

立
て
る
商
品
が
更
別
村
に
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
更
別
農
業
高
校
は
、
村
に
本
社

が
あ
る
食
品
会
社
、
十
勝
エ
ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
食
品
と
の
産
学
連
携
で
「
更
別
農
校

カ
レ
ー
」
を
共
同
で
開
発
し
ま
し
た
。
す

も
も
を
隠
し
味
に
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
は
、
新
し
い
特
産
品
と
し
て
「
道
の

駅
さ
ら
べ
つ
」
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

す
も
も
で
更
別
村
を
元
気
に
！

　

お
菓
子
の
ニ
シ
ヤ
マ
代
表
の
今
井
さ
ん

は
、
村
の
皆
さ
ん
が
、
ど
ん
ぐ
り
公
園
に

あ
る
1
千
本
の
す
も
の
の
木
を
、
こ
れ
か

ら
も
宝
物
の
よ
う
に
守
り
育
て
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
村
の
誰
も
が
自

分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
も
も
を
活
か
し
、
小

さ
な
連
携
が
あ
ち
こ
ち
に
生
ま
れ
、
村
が

元
気
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。
す

も
も
を
使
っ
た
村
お
こ
し
は
三
分
咲
き
で

し
ょ
う
か
？　

す
も
も
が
村
を
も
っ
と
元

気
に
す
る
。
そ
ん
な
日
が
も
う
す
ぐ
や
っ

て
来
る
は
ず
で
す
。
す
も
も
の
大
フ
ァ
ン

に
な
っ
た
私
だ
か
ら
そ
う
思
う
の
で
す
。

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）

P r o f i l e
野菜ソムリエ上級Pro
北海道6次産業化プランナー
平成 21 年に北海道で4人目となる野菜ソムリエ
協会の上級資格を取得し、同協会の講師となる。
「青果物ブランディングマイスター」として農産
物のブランド化などマーケティングを行う。平成
24 年から、農林水産省事業の6次産業化プラン
ナーとなり、生産者の商品開発や店舗などをサ
ポートしている。北海道大学大学院国際広報メ
ディア・観光学院DMO育成プログラム履修生。

すももになれる？　顔出し看板が迎えてくれるパ
ン舎

すももがそのまま味わえるドライフルーツ

すもものタルト

すもものチーズケーキ
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1
千
本
の
“
す
も
も
”
の
木

　

昨
年
の
秋
、
自
転
車
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
イ

ベ
ン
ト
「
十
勝
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
」
に

参
加
し
、
更
別
村
で
の
休
憩
で
出
会
っ
た

の
が
「
す
も
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
で
す
。
薄

桃
色
の
美
し
さ
と
ほ
の
か
な
酸
味
。
香
り

も
花
の
よ
う
で
す
！　

感
激
し
た
私
は
こ

の
春
、
更
別
村
の
す
も
も
の
里
へ
花
を
見

に
行
き
、
実
の
な
る
夏
が
来
る
の
を
待
っ

て
、
お
話
を
伺
い
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

か
つ
て
、
更
別
村
の
農
家
に
は
、
多
く

の
す
も
も
の
木
が
あ
り
、
す
も
も
の
実
は

子
ど
も
の
お
や
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
す
も
の
の
木
は
ア
ブ

ラ
ム
シ
が
付
き
や
す
く
、
農
作
物
へ
の
影

響
を
心
配
す
る
農
家
の
方
た
ち
が
切
っ
て

し
ま
い
、
木
の
数
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
、
す
も
も
を
復
活
さ
せ
て
村

お
こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
商
工
会
や
住

民
の
有
志
が
中
心
に
な
り
、
残
っ
て
い
た

３
０
０
本
の
木
を
1
カ
所
に
集
め
て
「
す

も
も
の
林
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
長
野
県

の
種
苗
会
社
に
す
も
の
の
枝
を
送
り
、
接

ぎ
木
を
し
て
も
ら
っ
た
苗
木
も
育
て
ま
し

た
。
翌
年
に
は
す
も
も
の
木
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
始
め
、
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
以
上
が
過
ぎ
、
す
も
も

の
木
は
約
1
千
本
に
増
え
ま
し
た
。
す
も

も
は
サ
ク
ラ
と
同
じ
バ
ラ
科
の
植
物
で
、

真
っ
白
な
花
は
美
し
く
可
憐
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
夢
は
、
富
良
野
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
よ
う
に
、
花
を
楽
し
み
に
多
く
の

お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。
今
年
5
月
に
は
、
開
花
の
時

期
に
合
わ
せ
て
「
す
も
も
の
里
ま
つ
り
」

を
開
き
、
１
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

観
光
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
、
す

も
も
の
花
が
咲
く
「
ど
ん
ぐ
り
公
園
」
は

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

す
も
も
で
生
ま
れ
た
企
業
連
携

　

す
も
も
の
実
を
利
用
し
た
特
産
品
や
企

業
連
携
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。「
お
菓
子

の
ニ
シ
ヤ
マ
」
に
は
、
す
も
も
の
の
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
と
タ
ル
ト
が
あ
り
ま
す
。
村
内

に
あ
る
「
さ
ら
べ
つ
チ
ー
ズ
工
房
」
の

ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
「
酪
佳
」
を
使
っ
た
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
は
、
6
年
前
に
村
の
補
助
を
受

け
て
開
発
さ
れ
た
特
産
品
で
す
。
今
で
は

た
く
さ
ん
の
旅
行
者
が
食
べ
に
や
っ
て
来

る
、
更
別
な
ら
で
は
の
逸
品
で
す
。

野 菜 ソ ム リ エ の

ベ ジ フ ル ラ ン ド

北 海 道 ！ ！

見てよし！食べてよし！
「すももの里・更別村」編

野菜ソムリエ上級 Pro・北海道6次産業化プランナー　
萬谷　利久子

　
5
月
に
花
が
咲
き
、
8
月
に
は
実
が
な

る
更
別
村
の
「
す
も
も
」。
果
実
の
酸
味

と
す
っ
き
り
と
し
た
甘
み
は
、
お
菓
子
に

な
る
と
お
い
し
さ
倍
増
で
す
！
　
こ
こ
更

別
で
は
、
お
花
見
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
す
も

も
を
活
か
し
た
新
商
品
が
続
々
と
誕
生
し

て
い
ま
す
。
す
も
も
を
中
心
と
し
た
企
業

連
携
も
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
す
も
も
が

村
の
人
た
ち
を
結
び
付
け
、
村
お
こ
し
の

花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

どんぐり公園にある「すももの里」

満開になったすももの白
い花

真っ赤なすももの実
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「
軽
微
な
構
成
部
分
」
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、
他
の
著
作
物
が
写
真
等
著
作
物

の
中
で
、
質
的
・
量
的
に
み
て
、
社
会
通

念
上
軽
微
と
い
え
る
か
と
い
う
点
か
ら
判

断
さ
れ
ま
す
。
特
に
他
の
著
作
物
が
写
っ

て
い
る
時
間
や
画
面
に
占
め
る
割
合
が
重

要
な
考
慮
要
素
と
な
り
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
今
回
の
動
画
は
、
イ
ラ
ス
ト
が

写
っ
て
い
る
時
間
は
、
動
画
の
全
時
間
の

う
ち
一
割
程
度
で
す
し
、
イ
ラ
ス
ト
自
体

は
画
面
上
確
認
で
き
る
も
の
の
、
画
面
の

中
の
せ
い
ぜ
い
一
、
二
割
程
度
で
す
。

弁
護
士　
そ
の
程
度
で
あ
れ
ば
「
軽
微
な

構
成
部
分
」
と
い
え
そ
う
で
す
ね
。
付
随

対
象
著
作
物
の
利
用
と
し
て
許
容
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
著
作
権
の
ほ
う
は

大
丈
夫
そ
う
で
す
ね
。

Ｂ
さ
ん　
商
標
権
の
ほ
う
は
ど
う
な
る
ん

で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士　
確
か
に
商
標
登
録
さ
れ
て
い
る

図
柄
が
写
り
込
ん
だ
ま
ま
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
に
投
稿
し
て
い
ま
す
の
で
、
商
標
の
無

断
使
用
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
（
注
６
）。

Ｂ
さ
ん　
そ
う
す
る
と
、
商
標
権
を
侵
害

し
た
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
一
見
す
る
と
、
商
標
権
の
侵
害

と
も
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
商
標
と

は
、
自
己
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
見
分

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
出
所
を
表
示
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
人
が
類
似
し

た
商
標
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
排

他
的
な
権
利
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
己
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

と
の
識
別
が
可
能
で
あ
り
、
出
所
を
表
す

も
の
で
も
な
い
場
合
は
、
商
標
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
形
式
上
商
標
の

使
用
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
商

標
権
侵
害
は
成
立
し
ま
せ
ん
（
注
7
）。

Ｂ
さ
ん　
確
か
に
今
回
の
動
画
は
、
Ｃ
さ

ん
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
あ
る
イ
ラ
ス
ト
と
、
動

画
の
内
容
は
全
く
関
連
し
ま
せ
ん
。

弁
護
士　
え
え
。
出
演
者
で
あ
る
Ｃ
さ
ん

が
着
て
い
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

か
ら
、
Ｐ
Ｒ
動
画
に
権
利
者
が
関
わ
っ
て

い
る
と
誤
解
さ
れ
る
内
容
で
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
動
画
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
が
映
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
イ
ラ
ス

ト
の
商
標
を
貴
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
識
別
さ

せ
る
た
め
に
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
何
か
出
所
を
表
示
す
る
意

味
合
い
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
商
標
権
侵

害
に
も
該
当
し
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
安
心
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
解
　
説

注
1　
著
作
権
法
一
一
二
条
一
項
や
、
商
標
法
三

六
条
一
項
に
よ
る
差
止
請
求
が
削
除
請
求
の
法
的

根
拠
と
な
る
。
な
お
、
損
害
賠
償
請
求
と
異
な

り
、
侵
害
行
為
が
故
意
や
過
失
に
よ
る
も
の
で
な

く
と
も
、
差
止
請
求
は
肯
定
さ
れ
る
。

注
2　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
概
念
や
イ
メ
ー
ジ
そ
れ

自
体
に
著
作
権
は
成
立
せ
ず
、
商
標
登
録
も
で
き

な
い
。
当
該
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
具
体
的
な

イ
ラ
ス
ト
に
著
作
権
が
生
じ
、
ま
た
図
形
の
標
章

と
し
て
商
標
登
録
の
対
象
と
な
る
。

注
3　
無
断
で
イ
ラ
ス
ト
を
動
画
撮
影
し
た
こ
と

は
、
著
作
物
を
フ
ィ
ル
ム
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と

し
て
記
録
（
複
製
）
し
た
も
の
と
し
て
、
複
製
権

の
侵
害
（
著
作
権
法
第
二
一
条
）、
動
画
を
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
無
断
で
投
稿
し
た
こ
と
は
、
公
衆

送
信
権
（
著
作
権
法
二
三
条
）
の
侵
害
に
該
当
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

注
4　
平
成
二
四
年
六
月
二
〇
日
成
立
、
同
年
六

月
二
七
日
に
公
布
さ
れ
た
著
作
権
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
四
年
法
律
第
四
三
号
）

注
5　
著
作
権
法
第
三
〇
条
の
二
は
「
写
真
の
撮

影
、
録
音
又
は
録
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
写
真
の
撮
影
等
」
と
い
う
。）
の
方
法
に
よ
つ
て

著
作
物
を
創
作
す
る
に
当
た
つ
て
、
当
該
著
作
物

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
写
真
等
著
作
物
」
と

い
う
。）
に
係
る
写
真
の
撮
影
等
の
対
象
と
す
る

事
物
又
は
音
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

た
め
付
随
し
て
対
象
と
な
る
事
物
又
は
音
に
係
る

他
の
著
作
物
（
当
該
写
真
等
著
作
物
に
お
け
る
軽

微
な
構
成
部
分
と
な
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
付
随
対
象
著
作
物
」
と
い
う
。）

は
、
当
該
創
作
に
伴
つ
て
複
製
又
は
翻
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
付
随
対
象
著
作
物

の
種
類
及
び
用
途
並
び
に
当
該
複
製
又
は
翻
案
の

態
様
に
照
ら
し
著
作
権
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す

る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と

定
め
て
い
る
。

注
６　
商
標
法
第
二
条
は
「
人
の
知
覚
に
よ
つ
て

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
う
ち
、
文
字
、

図
形
、
記
号
、
立
体
的
形
状
若
し
く
は
色
彩
又
は

こ
れ
ら
の
結
合
、
音
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も

の
」
を
「
標
章
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で

第
二
条
三
項
七
号
は
、
標
章
の
「
使
用
」
に
つ
い

て
「
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法

そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
次
号
及
び
第
二
十
六
条

第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
に
よ
り
行
う

映
像
面
を
介
し
た
役
務
の
提
供
に
当
た
り
そ
の
映

像
面
に
標
章
を
表
示
し
て
役
務
を
提
供
す
る
行

為
」
と
定
義
し
て
い
る
。

注
7　
商
標
法
第
二
六
条
一
項
六
号
は
、
商
標
権

の
効
力
が
及
ば
な
い
範
囲
（
他
の
商
標
の
一
部
に

な
っ
て
い
る
も
の
を
含
む
。）
を
「
需
要
者
が
何

人
か
の
業
務
に
係
る
商
品
又
は
役
務
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
態
様
に
よ
り
使
用
さ

れ
て
い
な
い
商
標
」
と
規
定
し
て
い
る
。
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Ａ
町
総
務
課
長
Ｂ
さ
ん　
当
町
は
、
町
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
町
民
が
特
産
品
や
観
光
地

を
紹
介
す
る
動
画
を
制
作
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
に
投
稿
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
動
画
で
は
、
出
演
し
て
い
た
町
民
Ｃ

さ
ん
が
、
商
標
登
録
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
お
り
、
イ
ラ
ス
ト
が

は
っ
き
り
と
確
認
で
き
ま
し
た
。
動
画
投

稿
後
、
当
町
に
対
し
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
の
権
利
者
Ｘ
社
か
ら
著

作
権
と
商
標
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
理

由
で
削
除
要
求
が
あ
り
ま
し
た
（
注
1
及

び
2
）。

　

当
町
は
、
こ
の
要
求
に
応
じ
て
削
除
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

弁
護
士　
ま
ず
、
著
作
権
侵
害
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ

う
に
、
写
真
撮
影
や
ビ
デ
オ
収
録
の
際
、

背
景
に
著
作
物
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

イ
ラ
ス
ト
が
写
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ま
ま

利
用
す
る
こ
と
は
、
通
常
は
著
作
権
者
の

利
益
を
不
当
に
害
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
著
作
権
侵
害
に
問
わ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
（
注
3
）。

B
さ
ん　
え
っ
！　

そ
う
な
ん
で
す
か
？　

た
ま
た
ま
写
っ
た
だ
け
な
の
に
…
。

弁
護
士　
落
ち
込
む
の
は
、
ま
だ
早
い
で

す
よ
。
著
作
権
法
改
正
（
注
4
）
に
よ
っ

て
追
加
さ
れ
た
、
著
作
権
法
三
〇
条
の
二

で
は
、
写
真
の
撮
影
等
の
方
法
に
よ
っ
て

著
作
物
を
創
作
す
る
に
当
た
っ
て
、
一
定

の
場
合
に
は
、
付
随
対
象
著
作
物
の
利
用

と
し
て
、
侵
害
行
為
に
は
当
た
ら
な
い
こ

と
を
明
確
に
し
ま
し
た
（
注
5
）。

　

一
定
の
場
合
と
は
、
具
体
的
に
は
、
写

真
の
撮
影
、
録
音
又
は
録
画
の
方
法
に

よ
っ
て
著
作
物
（
写
真
等
著
作
物
）
を
創

作
し
た
際
に
、
写
真
等
著
作
物
内
に
他
の

著
作
物
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
で
も
①
撮

影
対
象
事
物
か
ら
他
の
著
作
物
を
分
離
す

る
こ
と
が
困
難
（
分
離
困
難
性
）
で
あ
り

②
写
真
等
著
作
物
に
含
ま
れ
る
他
の
著
作

物
が
、
軽
微
な
構
成
部
分
で
あ
る
場
合
を

い
い
ま
す
。
こ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
他
の
著
作
物
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

B
さ
ん　

で
も
、
当
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
に

写
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
分
離
す

る
こ
と
が
困
難
」
で
あ
り
「
軽
微
な
構
成

部
分
」
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
「
分
離
困
難
性
」
は
、
物
理
的

に
分
離
で
き
る
か
で
は
な
く
、
撮
影
時
の

状
況
に
照
ら
し
て
、
他
の
著
作
物
を
除
い

て
創
作
す
る
こ
と
が
、
社
会
通
念
上
困
難

で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
か
ら
判
断
さ

れ
ま
す
。
特
に
意
図
的
な
選
択
の
有
無
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
本
件
で
は
、
貴

町
が
、
意
図
的
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

さ
せ
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
Ｃ

さ
ん
の
登
場
場
面
だ
け
を
除
外
す
る
こ
と

な
ど
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
要
件
は
ク

リ
ア
す
る
と
い
え
ま
す
。

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

profile
弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 0１１-26１-8455　FAX 0１１-26１-9１88
・北海道町村会顧問
・一般社団法人札幌市医師会顧問
・北海道教育委員会顧問

弁護士 column

町
の
宣
伝
動
画
と
知
的
財
産
権
侵
害

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
動
画
や
写
真
を
掲
載
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
む
市
町
村
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
写
真
や
動
画
の
無
断
使
用
、
記
事
や
文

章
の
盗
用
な
ど
、
著
作
権
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
相
次
い
で
い
ま
す
。
今
回
は
動
画
に
意
図
せ
ず
に
映

り
込
ん
だ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
著
作
権
を
め
ぐ
り
抗
議
を
受
け
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
Ａ
町
総
務
課
長
と

弁
護
士
の
Ｑ
＆
Ａ
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士　

佐
々
木
　
泉
顕
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古平町

伊達市

町内産の酒米と名水で限定地酒を開発
魚料理に合う辛口の味わいが人気です

伊達をワインの産地に！
醸造用ブドウの定植を市民が体験

　古平町は、開町15０年を迎えた昨年度、記念
事業の一環として、町内で栽培した酒米と天然水
を活かした地酒「純米吟醸酒　古平」を開発。今
年4月から町内で限定販売を行っている。
　農林水産業の活性化を目標に掲げ、特産品開発
に取り組む町は、町内産の素材にこだわり、日本
海で水揚げされる新鮮な魚介類と一緒に楽しむこ
とができる辛口の酒づくりにチャレンジした。
　町内の稲作農家3戸と田中酒造（小樽市）の協
力を得て、町内で初めて栽培する酒米には、淡麗
で辛口な仕上がりが特徴の道産酒米「彗星」を選
定。酒の仕込み水には、古くから住民の飲み水と
して使われている「観音滝の名水」を用いた。
　今年3月 13 日には、住民を対象にしたお披露

　伊達市は、噴火湾沿岸の気候風土を活かしたワ
イン醸造用ブドウの栽培に取り組んでいる。市は
新たなワイン産地の形成を通じて、新規就農者の
増加や観光振興につなげる将来像を描いている。
　市内で生産されるブドウは、生食用の品種だけ
だったが、温暖な気候に注目した就農希望者から
醸造用ブドウを栽培したい─との相談があった。
　醸造用ブドウの栽培には、降水量が少なく、日
照時間が長い気候が適しているとされる。市がサ
ントリーワインインターナショナル（本社・東京都
港区）に依頼して調査を進めた結果、気候の条件
が良く、水はけが良い火山灰質の土壌も、高品質
の醸造用ブドウ栽培に適していることが分かった。
　市は昨年度、5品種2千本の苗木を購入。専門

目会を開催。参加者からは「辛口で飲みやすい。
魚料理にも良く合う」と好評を得た。4月には町
内小売店4店限定して販売をスタート。町内外か
ら多くの注文が寄せられ、1週間ほどで７2０㍉
㍑瓶８００本を完売した。好評に応えようと、6
月下旬には追加生産分の販売も開始した。
　町総務課の住吉陽平主査は「開発で得たノウハ
ウを活かし、さらに品質の高い純米大吟醸の製造
も検討しています。今後も地酒に力を入れ、町の
特産品に育てていきたい」と意気込みを語る。

業者の指導を受けながら育ててきた。今年5月に
は伊達15０年記念協賛事業として、住民約 40
人が参加して苗木の定植体験会を開催し、ワイン
産地として発展する可能性に思いを巡らせた。
　今年定植したブドウは、3年後にも収穫期を迎
える見込みで、試験醸造などの段階を経て、最適
な栽培品種を見極めていく予定という。市経済環
境部農務課の野呂宏明さんは「ワインの産地化を
進めることで、市の基幹産業である農業の振興や
地域の活性化を図っていきたい」と話している。

限定15０人のチケットが
完売した町民お披露目会

体験会に先だって開催
した説明会には、多く
の住民が参加。関心の
高さがうかがえた

辛口ですっきりとした味わ
いが特徴の「純米吟醸酒　
古平（ふるびら）」

5月に行われた苗木
の定植体験会
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02

江別市

新十津川町

椅子に座らず打ち合わせ
「立ち会議」で働き方改革と健康増進を

日本一早い最終列車の出る終着駅
新十津川駅を魅力の発信地に

　江別市は今年4月、会議時間の短縮が期待され
る〈立ち会議〉を試験的に導入した。高さを
70〜90㌢の間で自由に変えられる専用机を3つの
部署に1台ずつ配置。座って行う通常の会議と時
間を比較するなど、効果の検証に取り組んでいる。
　さまざまな職場の課題解決を図る職員提案を
きっかけにスタートした。市はこれまでも、職員
が固定の席を持たず、職場の空いている席で事務
を行うフリーアドレス制の試行や、ノー残業デー
の実施など、独自の働き方改革に取り組んできた。
　机は地元企業から無償貸与を受けた。使い勝手
や導入の効果などをフィードバックすることで地
場産業の育成にもつなげていきたい考えだ。
　職員からは「打ち合わせに必要な時間が短く

　新十津川町は「日本一早い最終列車が出る終着
駅」として知られるＪＲ札沼線（学園都市線）の
新十津川駅を新たな観光資源と位置付け、町の魅
力を発信する拠点として活用を進めている。
　平成 28 年3月 26 日のダイヤ改正で、同駅発の
列車は、従来の3便から1便に減便。国内で最も
早い時刻に最終列車が出発する駅となり、鉄道
ファンを中心に訪れる観光客が増加。町は来訪を
記念する「終着駅到達証明書」の発行をスタート
し、今年4月には交付枚数が2万枚を超えた。
　平成 30 年 12 月にＪＲ北海道と同町など沿線4
町が、同線の北海道医療大学─新十津川間を令和
2年5月に廃止することで合意。廃線ブームの影
響もあり、駅を訪れる観光客が急増している。

なった」「集中して議論ができる」「椅子に座って
行う会議よりも気軽に意見交換ができる」などの
声も。立ち会議で体の疲れを感じることで、日頃
の運動不足の解消や生活習慣の改善に努めようと
する意欲が芽生えるなど、職員に自発的な健康増
進を促す、思わぬ効果も生じているという。
　市商工労働課の羽田一寛主査は「こうした取組
が市内企業に働き方や社員の健康増進について考
えてもらうひとつのきっかけとなればうれしい」
と話している。

　駅周辺では、町内企業の協力で「駅市」と名付
けた特産品販売のイベントなどを開催し、駅を訪
れる人たちをもてなしている。また、町内の住民
団体や有志の協力により、駅周辺の清掃や花壇の
植栽などの美化活動にも取り組んでいる。
　熊田義信町長は「新十津川を知ってもらう絶好
のチャンス。廃線後も多くの人が町を訪れ、観光
を楽しんだり、特産品を購入してくれたりするよ
うになれば、新たな経済効果が生まれます」と期
待を寄せる。

奥行き 90㌢の専用机は
大きな図面を広げて議論
ができる

専用机を使った立ち会議
の様子

市町村の動き

駅舎内に設置されたラスト
ラン・カウントダウン看板

新十津川駅を出発する
「日本一早い最終列車」
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士別市

苫前町・羽幌町・遠別町・天塩町・初山別村

アーティストの視点で士別を表現
農業体験や地域住民との交流も

留萌中北部の5町村が連携
特産品を使ったお茶漬けセットを発売

　道内外で活躍するアーティストを招き、創作活
動の場を提供する、士別市の「しべつアーティス
ト・イン・レジデンス」が4年目を迎えた。今年
は2人の版画家が、四季折々の風景など、士別の
魅力をテーマにした創作活動に励んでいる。
　この取組は、市内在住の版画家の協力で、平成
28 年度に文化庁の補助事業としてスタート。道
外在住の版画家を中心に毎年2〜4人が市内に滞
在して、市内の四季をテーマにした作品制作や発
表会の開催、住民や子どもたちを対象とした講座
や芸術体験などの地域交流にも取り組んできた。
　2年目の平成 29 年からは、農作業の体験や農
家での民泊を通じて、農業を基幹産業とする士別
の魅力を体験してもらっている。芸術家の視点や

　留萌管内中北部の苫前、羽幌、遠別、天塩の4
町と初山別村は、各町村の特産品を使ったお茶漬
けセット「オロロンの色便り」を開発した。
　5町村は平成 29 年度から、移住・定住や職員
研修、観光振興などの分野で、広域的連携を進め
る市町村連携地域モデル事業に取り組んでいる。
　遠別町総務課の稗田一栄・企画振興係長は「当
初は各町村が開発した商品を共通のコンセプトで
売り出すことを検討しましたが、5町村それぞれ
が持つ地域資源を一つのアイテムにまとめる方が
面白い商品づくりができる。広域連携の推進にも
つながると意見がまとまりました」と話す。
　お茶漬けの具材は、羽幌町の甘エビや遠別町の
ミズダコ、天塩町のシジミ、初山別村のフグの4

作品を通じて、住民が地域の魅力を再発見し、今
後のまちづくりに活かしてもらう狙いもある。
　市教委博物館の本部哲矢主事は「士別をテーマ
にした作品を鑑賞して、この地域の良さをあらた
めて実感することができたという声もあります。
この事業は今年で一区切りとなりますが、住民と
アーティストとの間で新たなつながりも生まれて
います。この取組をきっかけにして活動の輪が広
がることや、住民の皆さんによる芸術文化活動な
どの展開にも期待しています」と話す。

種類。苫前町で生産された、ブランド米「ゆめぴ
りか」を組み合わせたセット商品にした。販売価
格は54００円（税別）で、ゆめぴりか（45０
㌘）が2袋、4種類の具が2袋ずつ入っている。
　８月から5町村の住民を対象にした先行販売を
スタート。ふるさと納税の返礼品としての活用や
各町村の道の駅での販売も予定しているという。
　稗田係長は「この商品を通じて、この地域に興
味や関心を持ってもらい、交流人口の増加につな
げるきっかけにしていきたい」と展望を語る。

海産物と高品質米のセッ
トは試食会でも好評5町村の特産品をセットに

地域の子どもたちが参加
したワークショップ

士別の風景を取材する
アーティスト
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市町村の動き

05

06

長万部町・黒松内町・豊浦町

厚沢部町

新幹線延伸を見据えて広域連携を
3町の「はしっこ同盟」が本格始動

ロボットが独居高齢者の異変を察知
遠隔見守りシステムの実証実験

　渡島・後志・胆振管内の境界にある長万部、黒
松内、豊浦町の3町が今年5月に「はしっこ同盟」
を締結した。北海道新幹線の札幌延伸を見据え、
観光振興や地域活性化の分野で連携を深めている。
　振興局の境界を背中合わせに隣接する3町だ
が、異なる管内に属しているため、町同士の交流
は少なかった。令和 12 年度末までに予定されて
いる北海道新幹線の札幌延伸後は、停車駅となる
長万部駅が3町の玄関口となるため、管内の枠組
みを超えた、新たな広域連携を進めることにした。
　連携事業の第一弾として、6〜７月に3町で開
催された「おしゃまんべ毛がにまつり」「ビーフ
天国まるっと黒松内」「とようらいちご豚肉まつ
り」で相互交流事業を展開。各イベントの会場に

　厚沢部町は今年3月、コミュニケーションロ
ボットを活用した、独居高齢者見守りサービスの
実証実験を行った。実験に参加した高齢者の反応
は上々で、町は費用面や具体的な効果などを検証
した上で、今後の本格的な導入を検討する考えだ。
　実験は、システム開発や通信工事を手掛けるＮ
ＥＣネッツエスアイ（本社・東京都文京区）の協
力を得て実施した。単身での日常生活に支障がな
い町内の高齢者5人を選定し、自宅に高さ 20
㌢・幅 10㌢のロボットを約3週間設置した。
　ロボットには人の動作を感知するセンサーとカ
メラが組み込まれており、反応が無い状態が 12
時間続いた時には、町に連絡が入り、職員が訪問
して安否確認を行う。実験後に行ったアンケート

特産品販売ブースを設置したり、「おしゃまんべ
毛がにまつり」で3町の豚肉を使った「はしっこ
同盟豚丼」を試験的に販売したりした。
　今後は、観光モニターツアーの開催や、道内外
で開かれるイベント出展を通じて、3町の魅力を
アピールする取組を進める方針だ。長万部町の岸
上尚生・新幹線推進課長は「新幹線開業を契機
に、観光振興にとどまらず、移住・定住や保健福
祉、産業振興など、さまざまな分野で3町の広域
連携を進めていきたい」と力を込める。

では、参加した5人のうち4人から「引き続きロ
ボットを利用してみたい」との回答があった。
　町は、システムの導入により、独居高齢者が長
年住み慣れた家で生活を続けることができる可能
性が広がることに期待を寄せる。町保健福祉課地
域包括支援センターの三橋玲子課長補佐は「今回
の実験を通じて、このシステムが日常の見守りに
有効であることが分かりました。導入コストを引
き下げるための工夫など、本格的な活用に向けた
方法を検討していきます」と話している。

おしゃまんべ毛がにまつり
に「はしっこ同盟」のブー
スを出展

実証実験に参加した高齢者の様
子

「はしっこ同盟」のシンボ
ルマーク（豊浦町さんお
ん社提供）

高さ 20㌢の見守りロ
ボット
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釧路町

標津町

木材産業の歴史を語り継ぐ
交流プロムナードが住民に好評

「ｓｉｐｅｔｏ」が伝えるマチへの思い
町職員有志がフリーペーパーを発行

　釧路町が都市再整備事業の一環として、商業拠
点であるセチリ太地区の町道・木場仲通で整備し
た遊歩道「交流プロムナード」が好評だ。
　水面貯木場の水路を埋め立てて整備した遊歩道
は長さ32０㍍。面積は52７０平方㍍。この地
域は、木材産業で栄えた歴史があり、舗装に天然
木材を活用。遊具やフェンスなどの設備にも道産
材を〝適材適所〟で使用。住民が気軽に立ち寄る
ことができる交流の場として親しまれている。
　営利目的での利用を除き、無料で使用すること
ができるため、今年3月の供用開始後、オープン
記念イベント「にぎわいストリート in 釧路町」
をはじめ、さまざまなイベントに活用され、累計
利用時間は11０時間（７月 11 日現在）に上る。

　まちづくりに携わる個人や団体の思いを記事と
写真で紹介する、標津町のフリーペーパー「ｓｉ
ｐｅｔｏ（シペト）」が話題を集めている。
　3カ月に1回、毎号5００部を制作し、町内の
施設や店舗などで配布している。今年７月には第
6号を発行した。観光や移住・定住のＰＲ活動に
も活用している。町のホームページでも公開して
おり、町内外の愛読者を着実に増やしてきた。
　企画から取材、編集、配布まで約2カ月の制作
作業は「Ｙｎｅｔ．」が担当する。現在のメン
バーは 11 人。町の魅力を掘り下げ、まちづくり
への参加を呼び掛けることを活動の目的として、
町の職員が結成したグループだ。
　紙名は、標津の語源とされるアイヌ語の「しぺ

　一方、町は地域の事業者などを「交流プロム
ナードサポーター」に任命。駐車場やトイレの提
供をはじめ、沿道の清掃や美化活動にも取り組む
など、地域ぐるみの活動も積極的に展開している。
　町まちづくり推進課の久保田康生・都市計画係
長は「イベント開催などによる『動』と、憩いの
空間としての『静』を活かした、多様な利用方法
を通じて、この地域が持つポテンシャルを再発見
してもらい、より長く多くの住民に愛される施設
として利活用していきたい」と話している。

つ」と日本語の「ひと」を掛け合わせた。これま
での紙面では、標津の食をアピールするため手を
結んだ漁業者と酪農家をはじめ、絵本の読み聞か
せや、子どもの自然体験、アイヌ刺繍の伝承など
の活動に取り組む人たちの思いに密着してきた。
　リーダーを務める町農林課の吉田充主事は「地
域のため、住民のためという思いだけでなく、自
分たちも楽しみながら、まちづくり活動に取り組
んでいる皆さんをの姿を紹介してきました。シペ
トを通じて標津の魅力を感じ、まちづくりに携わ
るきっかけを提供することができれば」と話す。

スタイリッシュな
デザインの表紙

第2号は、絵本の読み聞かせ
活動を行う「よむよむ☆ママ
さん隊」を取材

トドマツ製のアートウォー
ルは、彫刻家・国松希根太
氏の作品「ＨＯＲＩＺＯＮ」

７月には記念イベント
「にぎわいストリート
in 釧路町」を開催
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市町村の動き
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礼文町

北見市

津波発生時の避難施設を整備
住民の避難生活に役立つ機能を充実

特急列車の車内販売が3年目に
JR石北本線存続を目指して連携

　礼文町は、津波浸水想定区域にある町内西部の
元地地区に防災避難所を新たに開設した。約1０
０人の収容能力があり、3日分の食料も備蓄。普
段は集会施設、災害時は避難所として活用する。
　3月 20 日に供用開始した施設は、標高 23.6㍍
の小学校跡地に建設。鉄筋コンクリート造で床面
積は214平方㍍。浴室や台所、洗面所のほか、
看護室や備蓄倉庫、非常用発電装置も備えた。
　休憩室は住民の避難生活を想定して、カーテン
で仕切ることができる。屋内の多目的トイレには
手すりやベビーベッドを設けるなど、プライバ
シー確保や使いやすさにも配慮している。
　町が整備した防災避難所は知床、須古頓地区に
続き3カ所目。約 90 人の住民が暮らす元地地区

　ＪＲ北海道が「単独で維持困難な線区」に位置
付けた石北本線の存続に向け、オホーツク管内の
市町村などで組織するオホーツク圏活性化期成会
は「石北本線部会」を立ち上げ、路線の存続活動
を展開している。その一環として沿線5市町が取
り組む特急列車の車内販売が3年目を迎えた。
　部会は平成 29 年 12 月、土日と祝日限定で、Ｊ
Ｒが廃止した特急列車の車内販売を2年ぶりに復
活させた。沿線の北見市、網走市、遠軽町、大空
町、美幌町の2市3町と道のオホーツク総合振興
局が分担し、各市町の商工会や観光協会などに委
託し、沿線のご当地スイーツや農水産物の加工品
を販売。回数は昨年度末までに 77 回に上る。本
年度は6月〜来年2月までの予定で実施。乗客が

には2カ所の一時避難場所しかなく、浸水想定区
域から避難してくる住民の安全確保が課題だった。
　4月 22 日には地区の住民 35 人が参加して避難
訓練を実施。訓練の参加者からは「安全な避難施
設が整備されて良かった」との声が上がった。
　町総務課の田住昌禎・主幹兼防災係長は「上泊
地区ではシェルター付き避難路も整備する。住民
の安全確保や被害軽減に向けて、防災意識の高揚
や要配慮者への対応にも気を配りながら、着実に
ハード面の整備を進めていきたい」と語る。

増えるお盆休みの期間中にも一部の列車で車内販
売を行った。
　6月に本年度最初の車内販売を担当した遠軽町
は、かつて乗客に人気の駅弁だった「遠軽カニめ
し」を再現。昔懐かしい駅弁は乗客に好評で、販
売開始からすぐに売り切れる人気ぶりだった。
　部会の事務局を担当している、北見市企画財政
部の坂本浩司・地域交通係長は「石北本線の存続
を目指す中で、車内販売は小さなことかもしれま
せんが、列車を利用してくれる人が少しでも増え
るよう引き続き取り組んでいきます」と話した。

訓練で新施設を目指して
避難する参加者

遠軽町が担当し
た、本年度最初
の車内販売は乗
客に好評

町が整備した元地
地区防災避難所
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市町村防災・減災対策事業推進交付金を交付しました
　北海道市町村振興協会は、設立 40 周年を記念する特別支援事業として、防災・
減災対策等の推進と経費負担の軽減を図ることを目的とする「市町村防災・減災対
策事業推進交付金」を７月 31 日、札幌市を除く１７８市町村に交付しました。
　市町村の交付額は「北海道市町村振興協会市町村交付金交付規程」で定める交付
基準（均等割４割、人口割６割）を準拠して決定しました。交付総額は５億円です。
　交付対象の事業は①防災備蓄品整備②情報通信関係整備③施設等整備④車両等整
備⑤その他─です。胆振東部地震などの教訓を活かし、円滑な避難体制の確立や被
災者支援対策の充実・強化の一助となることを願っています。

編集担当○×余録
▼起業と言っても大変です。６次産業化ブームに乗りレトルトカレーを開発した某
町。素材にこだわり、パッケージも上出来。けれど単価は２千円とか。担当者は
「消費者は価値を分かってくれる」と続行を主張するも「ボ○カレーなら何袋買え
るんだ！」と、上司に一喝されてお蔵入りに。「商売が苦手だから、採用試験を受
けたのに…」との嘆き節も。行政にもビジネスセンスが必要な時代です。
▼昨年の胆振東部地震から１年─。我が家で大量に買い込んだ備蓄食料が品質保持
期限を迎えつつあります。「ご飯炊き忘れた」「おかずが足りない」。まさかの時に
も重宝です。さてカップ麺は…もう無いぞ。誰かが食べ尽くしたらしい。乾電池も
消えた。「リモコンの電池切れたし」。「電池はカメラに必要だ！災害取材とはな
あ～」「はぁ？」。備蓄品の監視…いや適正な管理は大切なんです。〈ま〉

ハロウィンジャンボ宝くじ（新市町村振興宝くじ）発売のご案内

この宝くじの収益金は、各都道府県の発売実績等に応じて、全額が市町村に交付されます。

宝くじは北海道内の販売所でお買い求めください。

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー

〈協会設立 40 周年記念〉2019年北海道市町村長交流セミナーを開催しました

令和元年度（2019年度）市町村職員政策研修会のご案内

講演「世界の構造転換と日本の進路」
一般財団法人日本総合研究所会長　寺島　実郎氏

　セミナーの前半では、一般財団法人日本総合
研究所会長の寺島実郎氏が「世界の構造転換と
日本の進路」をテーマに講演しました。寺島氏
は中国や東南アジア諸国の台頭について「北米
航路は韓国の釜山港をハブ港とする日本海物流
にシフトしている。貨物船は津軽海峡を抜け、
道東沖を経て米国を目指す。日本海側の敦賀港
や酒田港でも貨物取扱量が急増している。北海
道は戦略的に優位な場所にある。地球儀を俯瞰
しながら、戦略的視点でアジアのダイナミズムと向き合うことが日本
の希望になる」と呼び掛けました。
　さらに急速な高齢化が進む本道の将来について「これからはジェロ
ントロジーが重要になる。老年学や老齢学という呼び方をしているが
『高齢化社会工学』という訳がふさわしい。日本の将来や地域活性化
に関わる重要なキーワードになる。関係人口の考え方が注目されてい
るが、行政が中心になり、観光や第1次産業などの分野で、都市部に
住む高齢者が参画するプラットフォームを描く必要がある。地方と大
都市圏の高齢化は異なる。北海道は第1次産業と都市住民の距離が格
段に近い。日本は世界で断トツの高齢化が進んでいるが、同じ課題を
持つ中国や韓国が追い掛けてくる。高齢者の社会参画モデルをどのよ
うにマネジメントできるかが日本の将来を左右する」と強調しました。

ミニコンサート　
アンサンブルグループ　奏楽

　後半では、例年のセミナーとは趣向を変
えて、道内を中心に活躍しているアンサン
ブルグループ「奏楽（そら）」の皆さんに
よるミニコンサートを開催しました。岩崎
弘昌さん（オーボエ）、立花雅和さん（フ
ルート）、廣瀬綾さん（ヴァイオリン）、有
田文さん（チェロ）、前田朋子さん（ピア
ノ）の5名が、クラシックやポップス、北
海道にゆかりがある楽曲など、多彩な演奏
を披露し、会場からのアンコールにも応え
ていただきました。

　北海道市町村振興協会の設立 40 周年を記念する、２０1９年北海道市町村長交流セミ
ナー（主催・北海道市町村振興協会、北海道市長会、北海道町村会）を7月 25 日、札幌市
中央区のホテルポールスター札幌で開催し、市町村長等1８８人が参加しました。
　冒頭で棚野孝夫理事長（白糠町長）は、「5月には新天皇のご即位に伴う改元が行われま
した。新しい『令和』の時代が、本道のさらなる飛躍のステージになることを願っていま
す。一方で市町村が乗り越えなければならない課題も山積しています。ＪＲ北海道の鉄路存
続問題は、全道はもとより、各地域で多様な取組を展開する必要があり、昨年 12 月には
『北海道鉄道活性化協議会』が設立されたところであり、当協会としても市町村の取組に対
する支援について今後、検討していきたい」との考えを示しました。
　その上で「当協会は昭和 54 年3月に設立され、40 周年の節目の年を迎えました。今後と
も皆様の英知を結集し、複雑化する社会の変化や高度情報化の流れを捉え、市町村のご期待
にお応えすることができるよう一層努力をして参ります」とあいさつしました。

日時⃝�令和元年（２０1９年）　11 月 14 日（木）　13 時 30 分〜16 時 50 分
会場⃝�ホテルポールスター札幌２階　ポールスターホール（札幌市中央区北4条西6丁目）
対象⃝�北海道内の市町村職員はどなたでも参加できます
内容⃝�講演Ⅰ　岡　本　全　勝氏（内閣官房参与、福島復興再生総局事務局長）
　　　講演Ⅱ　五十嵐　智嘉子氏（一般社団法人北海道総合研究調査会理事長）
※�この研修会は昨年度まで「北海道・市町村交流職員研修会」として実施していましたが、参加対象者や内容などの見直しを図り、本年度
から「市町村職員政策研修会」として開催します。

棚野理事長

寺島　実郎氏

Information

奏楽の皆さんによるミニコンサート
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こ の 大 地 に 生 き て

天空の鏡・滝瀬海岸（乙部町）

白亜の崖「シラフラ」

くぐり岩と天の川 海に現れたクロス

　「いつ、この太陽は変形するのか。いつ、グリー
ンフラッシュは見られるのか」
　きっかけは、７年前に仕事で夕陽を撮ったときの
こと。ファインダーから見る太陽が変形し、四角い
太陽が撮れた。蜃気楼の一種だ。
　しかも、太陽が沈む瞬間にグリーンフラッシュも
撮れていた。太陽が沈む瞬間に緑に輝く、極めて稀
な現象だ。以来、天気の良い日は、日本海と市街地
を見渡せる高台に三脚を立てている。町内の滝瀬海
岸は、海岸も素敵だし、ここで見る夕陽も特別だ。
　風も波もない日は、南米ボリビアのウユニ塩湖の
様な光景に出会うときがある。一昨年は、海にクロ
スが出現するのにも出会った。１００年後にも乙部
の美しい自然が残っていて、誰かがカメラのシャッ
ターを切っていることを願っている。
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（にしだ・たくみ）昭和 42 年乙部町出身。趣味のひとつのカメラは、
中学生の時から。夕陽に魅せられて仕事終了後、カメラを片手に滝瀬海
岸、宮の森公園駐車場へと急ぐ。撮れた写真は、地元を離れて都会で頑
張っている人たちに見せようとＳＮＳに投稿している。７月には、函館
のギャラリー村岡で初めての写真展「ｔａｋｉｓｅ ｋａｉｇａｎ」を開いた。

乙部町教育委員会事務局長　西田　卓見さん
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